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専攻科目群



学期

春 演習 実

1クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

2クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

学期末試験評価方法

出席率、取り組み、曲の完成度、演奏者としてのマナー等を評価します。

発表会
合同発表会

音楽総合アカデミー学科

発表に向けて①
クォーター末発表会で演奏する曲を決め、構成、アレンジを固め
る

発表に向けて②
発表会での演奏曲の仕上げと練習

発表に向けて③
発表会での演奏曲の仕上げと練習

コードからベースラインを作る
コード(in C)からルート音を読み取り、リズムパターンを考えベースラ
インを構成する。メロディー、ハーモニーパートと共に演奏する

オブリガートを作る
in Cのメロディー譜を見ながら、3度上又は下の音を演奏する
コードに照らし合わせて正しい音を選ぶ

リズム伴奏パターンを作る

コード④
m7thコード・ベースラインについて

コード⑤・アレンジ①
m7thコード・1コーラス分のアンサンブルを作る

ハーモニーパートにリズムをつけ、伴奏パターンを作る

クォーター末試験評価方法

出席率、取り組み、曲の完成度、演奏者としてのマナー等を評価します。

テーマ 授業内容

in Cの譜面を読む
簡単なピアノ譜を使い、それぞれの声部に分かれて演奏する
（音名の書き込みはしない。）

この授業は講師の実務経験（演奏、作編曲）に基づき、いろいろな音楽スタイルを学び、アンサン
ブルの全体像を理解した上でアレンジや演奏法について考えます。その中で各パートの役割や
関連についても学びながらジャンルの拡大を目指します。
毎日の基礎練習パターンやスコアリーディングで習った内容の音出しは毎回の授業で行います。

到達目標
いろいろなコードを確認した上で、in C譜からベースライン、メロディーライン、ハーモニーパートを
構築し、楽器編成に合わせたアンサンブル譜を作成して演奏します。

授業計画

テスト
アンサンブルの発表

ガイダンス
授業の説明

テーマ 授業内容

コード①
主要3和音・コードのしくみ

コード②
ダイアトニックコード・トライアド

コード③・ビート①
7thコード・ボサノバのリズムでコードを動かす

担当講師
熱田公紀、平野孝幸

笠原康弘

科目概要

科目名 科目区分

アンサンブル実技Ⅰ



学期

⛅ 演習 実

3クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

4クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

科目概要

音楽総合アカデミー学科
担当講師

熱田公紀、平野孝幸
笠原康弘

科目名

アンサンブル実技䊡

科目区分

この授業は講師の実務経験（演奏、作編曲）に基づき、いろいろな音楽スタイルを学び、アンサン
ブルの全体像を理解した上でアレンジや演奏法について考えます。その中で各パートの役割や
関連についても学びながらジャンルの拡大を目指します。
毎日の基礎練習パターンやスコアリーディングで習った内容の音出しは毎回の授業で行います。

到達目標
ブルースノートス䜿ール、䝨ンタトニックス䜿ールを使ったアドリブをྵめたオリジナルアンサンブ
ル譜をไ作して、発表会で演奏します。

授業計画
テーマ 授業内容

アドリブ（ブルース）
12ᑠ⠇のブルース㐍行の上でブルースノートス䜿ールを使い1ே
䛪づ演奏する

アドリブ（䝨ンタトニック）
䝨ンタトニックス䜿ール（4、7ᢤき音㝵）を使い༶⯆でメロディーを
構築する

4ビートジャズ
テーマ䡚アドリブ䡚テーマの構成を理解し4ビートのベースライン
とアドリブ䝋ロを構築する

ラテン
ボサノバのリズムパターンを⏝いてテーマ䡚アドリブ䡚テーマの
構成で1曲仕上げる

発表会に向けて
クォーター末発表会で演奏する曲を決め、構成、アレンジを固め
る

発表会に向けて
発表会での演奏曲の仕上げと練習

発表会
クラス䛤との発表

クォーター末試験評価方法

出席率、取り組み、曲の完成度、演奏者としてのマナー等を評価します。

テーマ 授業内容

オリジナルアレンジไ作①
Ⅰ䡚䊢クォーターを䜅まえ、௵ពで選䜣䛰楽曲をオリジナルアレ
ンジไ作する

オリジナルアレンジไ作②
Ⅰ䡚䊢クォーターを䜅まえ、௵ពで選䜣䛰楽曲をオリジナルアレ
ンジไ作する

オリジナルアレンジไ作③
Ⅰ䡚䊢クォーターを䜅まえ、௵ពで選䜣䛰楽曲をオリジナルアレ
ンジไ作する

出席率、取り組み、曲の完成度、演奏者としてのマナー等を評価します。

発表会に向けて①
クォーター末発表会で演奏する曲を決め、構成、アレンジを固め
る

発表会に向けて②
発表会での演奏曲の仕上げと練習

発表会に向けて③
発表会での演奏曲の仕上げと練習

発表会に向けて④
発表会での演奏曲の仕上げと練習

発表会
合同発表会

学期末試験評価方法



学期

春 演習 実

1クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

2クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

テーマ 授業内容

担当講師

ᐑᓮ明⏕

科目概要

科目名 科目区分

アンサンブル（ジャズ・䝣䝳ージ䝵ン）Ⅰ䊡

学期末試験評価方法

学期末試験ライブに向けて、䝏ーム୍୸となって総合ⓗにパ䝣ォーマンスຊがアッ䝥しているか
䝏䜵ックします。全ဨとのアイコンタクトがしっかり出᮶ているか䝏䜵ックします。（ᬯ譜᥎ዡです䟿）
ໃいの᭷るステージングを目指します。

音楽総合アカデミー学科

クォーター末試験評価方法

毎回の授業での取り組み方、各楽曲にᑐする完成度を䝏䜵ックします。
演奏技⾡の௚、アドリブ演奏に୙ྍḞな䝫ピ䝳ラージャズ理ㄽもྵめて学びます。

テーマ 授業内容

㻿㼘㼛㼣16th 㼎㼑㼍tのグルーブឤ、ダイナミクスビルドアッ䝥。
ボーカルナンバー。

㻿㼘㼛㼣16th 㼎㼑㼍tのグルーブឤ、ダイナミクスビルドアッ䝥。
ᒎ㛤ຊ、ダイナミクスビルドアッ䝥の᭷るアドリブ䝋ロᒎ㛤。

C㼛m㼑 㼣ith m㼑

㻰㼞㻚㻹㼍㼏㼡m㼎㼍
㻲㼡㼟i㼛nサ䜴ンド。⣽かい䝉ク䝅䝵ンの合わせとアドリブ䝋ロᒎ㛤ຊ
の構築。

Ⰽ䚻なジャンル・スタイルの楽曲を演奏する஦を㏻して、アンサンブルの基礎を学びます。
ᵝ䚻なスタイルに合った䝥レイスタイル、テクニックを学び、アドリブ䝥レイにᚲ要なジャズ䝫ピ䝳
ラー理ㄽや、実㝿使䛖䝣レーズ㞟もྵめ学習して行きます。
ᒚಟ学⏕の楽器、ボーカル᭷り↓しで取り上げる楽曲もኚ᭦が䛒ります。

到達目標
ᖺ2回、学期末のアンサンブル試験に向け、パ䝣ォーマンスྵめてミニライブステージをやって行
きます。見る者をᘬき௜ける演奏技⾡、テン䝫Ⰻいステージ㻹C䠈୍⣒஘れ䛼アンサンブルを目指
し、ダイナミクスにᐩ䜣䛰䛂㨩せる䛃ステージングを全ဨで目指しまし䜗䛖䟿

授業計画

全体オリ䜶ンテー䝅䝵ン①

୍ᖺ㛫୍⥴に音楽を作り上げる௰㛫䜈、⮬分を▱って㈔い、⯆࿡
をᢪいて㈔える䜘䛖䝉ル䝣・䝥ロデ䝳ースව䛽て⮬ᕫ⤂௓する

㍍ᛌな㻲㼡㼟i㼛nサ䜴ンド。コードテン䝅䝵ンのボイ䝅ング確認。
明るいボーカルナンバー。

⮬ᕫ⤂௓ 䝉ル䝣・䝥ロデ䝳ース
C㼍㼜t㼍in C㼍㼞i㼎㼑

C㼍㼜t㼍in C㼍㼞i㼎㼑
㼃㼑㻓㼑㼞 in thi㼟 㼘㼛㼢㼑 t㼛㼓㼑th㼑㼞

全体オリ䜶ンテー䝅䝵ン②

ジャンル䛤とのアンサンブルクラスの⤂௓㻛試験についての説明。

編成ㄪᩚ。

㼃㼛㼛㼐㼥 C㼞㼑㼑㼗

㻰㼛n㻓t 㼥㼛㼡 㼣㼛㼞㼞㼥 㼍㼎㼛㼡㼡t 㼍 thin㼓
ᵝ䚻にኚ໬するグルーブをこなす。
䜻メ䝉ク䝅䝵ンのከい曲の演奏。ボーカルナンバー。

㼀㼍㼗㼑 㻲i㼢㼑
㻿m㼛㼛th 㻶㼍㼦㼦ジャンルの演奏技法を学ぶ。⣽かい䝉ク䝅䝵ンの合
わせとアドリブ䝋ロᒎ㛤ຊの構築。

㻹㼛㼡nt㼍in 㻰㼍n㼏㼑
㍍いタッ䝏の䝉ク䝅䝵ン、コードテン䝅䝵ンを確実にᢲ䛥える技⾡。

㻸in㼓㼡㼟
㞴解な㻲㼡㼟i㼛n曲䜈のᣮᡓ。各⮬のアドリブ䝋ロᒎ㛤ຊを㣴いま
す。

試験ライブに向けて㏻しリハーサル
試験ライブに向け、2度の㏻しリハ。上ᡭく行かなかった䝫イントを
ピックアッ䝥。᭱⤊㏻しでモ䝏ベー䝅䝵ンアッ䝥しまし䜗䛖䟿

㻺㼑㼢㼑㼞 㼓㼛nn㼍 㼘㼑t 㼥㼛㼡 㼓㼛
スローバラードのḷい方。スローテン䝫での䠔㼎㼑㼍t䊻16th 㼎㼑㼍t䜈
のグルーブ䝏䜵ンジ、ダイナミクスビルドアッ䝥。

各楽曲のワめ、アドリブᑐ⟇
試験ライブに向け、楽曲の決ᐃ、䝋ロオーダー、㻹Cの選出。
⣽かいẁ取りを決め、୍度㏻してみる。

各楽曲のワめ、ᬯ譜ᑐ⟇
実㝿譜面なしで㏻せるか䝏䜵ックする。ᙅい䝉ク䝅䝵ン、上ᡭく行
かない䝫イントを見ᴟめ、そのᑐ⟇をする。



学期

⛅ 演習 実

3クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

4クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

1ᖺ㛫の㞟大成とゝえる᭱⤊クォーターの試験ライブに向けて、これまでで୍␒のパ䝣䜯ーマンス
が出᮶るᵝ、しっかりとఱ度もリハーサルをします。アドリブ䝋ロに向けて各⮬が理ㄽをᢕᥱし、ア
ナライズ・コードス䜿ールのᢕᥱをしっかり出᮶ているか䝏䜵ックします。アイコンタクトが取れてい
るか㔜どします。

学期末試験評価方法

試験ライブに向けて㏻しリハーサル
試験ライブに向け、2度の㏻しリハ。上ᡭく行かなかった䝫イントを
ピックアッ䝥。᭱⤊㏻しでモ䝏ベー䝅䝵ンアッ䝥しまし䜗䛖䟿

㻭㼒t㼑㼞 th㼑 㼘㼛㼢㼑 h㼍㼟 㼓㼛n㼑
スローバラードのḷい方。スローテン䝫での䠔㼎㼑㼍t䊻16th 㼎㼑㼍t䜈
のグルーブ䝏䜵ンジ、ダイナミクスビルドアッ䝥。

㻿㼍m㼎㼍 㻿㼛n㼓
㧗㏿で㞴解な䝉ク䝅䝵ン䝥レイとコードにἢったアドリブ演奏。

㻾㼛㼟㼍nn㼍
ᒎ㛤のከい曲でのሙ面に合ったアンサンブルの構築。
ボーカルナンバー。

C㼛㼜㼑㼞ni㼏㼡㼟
ᒎ㛤のከい曲でのሙ面に合ったアンサンブルの構築。
ボーカルナンバー。

クォーター末試験評価方法

アカデミー⏕に┦ᛂしい楽曲を取り上げて行きます。
㞴解なメロディー、」㞧なコードパターン、䝉ク䝅䝵ンパターン等䚻レベルの㧗い演奏技⾡がồえ
られます。アドリブ演奏᫬にᚲ要な䝫ピ䝳ラージャズ理ㄽもྵめて学びまし䜗䛖。

テーマ 授業内容

㼀㼞㼛㼜i㼏㼍㼘 㻶㼍m
㧗㏿で㞴解な䝉ク䝅䝵ン䝥レイとコードにἢったアドリブ演奏。

㻶㼡㼟t 㼍 t㼣㼛 㼛㼒 㼡㼟 
㻿㼘㼛㼣 16th 㼎㼑㼍tでの䝉ク䝅䝵ン䝥レイ。アドリブ䝋ロに䛚けるᒎ㛤。
ボーカルナンバー

㻺㼛thin㼓 㼓㼍nn㼍  㼏h㼍n㼓㼑 m㼥 㻸㼛㼢㼑 㼒㼛㼞 㼥㼛㼡
スローバラードのḷい方。スローテン䝫での䠔㼎㼑㼍t䊻16th 㼎㼑㼍t䜈
のグルーブ䝏䜵ンジ、ダイナミクスビルドアッ䝥。

㻺i㼓ht 㼒㼘i㼓ht
㧗㏿で㞴解な䝉ク䝅䝵ン䝥レイとコードにἢったアドリブ演奏。

試験ライブᫎ像᳨ド ライブᫎ像見ながら全ဨでディスカッ䝅䝵ンします。
௒ᚋのഴ向とᑐ⟇を練ります

㻸i㼒㼑 i㼟 th㼑 㼟㼛n㼓 㼣㼑 㼟in㼓
㧗㏿で㞴解な䝉ク䝅䝵ン䝥レイとコードにἢったアドリブ演奏。

㻮㼛㼛㼓i㼑 㻰㼛㼣n
ᒎ㛤のከい曲でのሙ面に合ったアンサンブルの構築。
ボーカルナンバー。

ே๓で演奏する஦、ステージ上で᭱大㝈パ䝣ォーマンスする஦をᴟめて行きます。
Ⰽ䚻なジャンル・スタイルの楽曲を演奏する஦を㏻して、アンサンブルの基礎を学びます。
アドリブ䝥レイにᚲ要なジャズ䝫ピ䝳ラー理ㄽや、実㝿使䛖䝣レーズ㞟もྵめ学習して行きます。

到達目標
ᵝ䚻なジャンルやスタイルの楽曲を取り上げて行く஦を㏻して、そのスタイルに合った演奏技法、
メロディーのḷい方、コードや䝅䝏䝳䜶ー䝅䝵ンにᛂ䛨たアドリブ䝥レイの構築の仕方等学䜣で行
きます。

授業計画
テーマ 授業内容

科目概要

音楽総合アカデミー学科
担当講師

ᐑᓮ明⏕

科目名

アンサンブル（ジャズ・䝣䝳ージ䝵ン）Ⅰ䊡

科目区分

試験に向けてディスカッ䝅䝵ン
᭱⤊試験ライブ向けて、楽曲の⤠り込み。各⮬の役割分担等䚻
ヰし合って決めて行く。

各楽曲のワめ、アドリブᑐ⟇
試験ライブに向け、楽曲の決ᐃ、䝋ロオーダー、㻹Cの選出。
⣽かいẁ取りを決め、୍度㏻してみる。

各楽曲のワめ、ᬯ譜ᑐ⟇
実㝿譜面なしで㏻せるか䝏䜵ックする。ᙅい䝉ク䝅䝵ン、上ᡭく行
かない䝫イントを見ᴟめ、そのᑐ⟇をする。



学期

春 演習 実

1クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

2クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

学期末試験評価方法

䛂アンサンブル䛃とい䛖ᅋ体➇技と䛂䝋ロ䛃とい䛖ಶே➇技、୧方共がバランス䜘く発᥹できている
か䛹䛖か。ຍえて、毎回の授業䜈の取り組み方でも評価します。出席䚷・䚷㐜้もከいに関ಀしま
すので授業には✚ᴟⓗに取り組みまし䜗䛖。

㏻し②
㻹Cもྵめ、᫬㛫㓄分にもẼを㓄り、ᮏ␒を᝿ᐃしたὶれのリ
ハーサルを行います。

音楽総合アカデミー学科

各曲のブラッ䝅䝳アッ䝥⑤
試験曲に䛚いて、毎᫬㛫ㄢ㢟を見つけ、それをಟ正していきま
す。ラテンの授業なので、パ䝣ォーマンスにもこ䛰わります。

各曲のブラッ䝅䝳アッ䝥䐤
試験曲に䛚いて、毎᫬㛫ㄢ㢟を見つけ、それをಟ正していきま
す。ラテンの授業なので、パ䝣ォーマンスにもこ䛰わります。

㏻し①
㻹Cもྵめ、᫬㛫㓄分にもẼを㓄り、ᮏ␒を᝿ᐃしたὶれのリ
ハーサルを行います。

各曲のブラッ䝅䝳アッ䝥②
試験曲に䛚いて、毎᫬㛫ㄢ㢟を見つけ、それをಟ正していきま
す。ラテンの授業なので、パ䝣ォーマンスにもこ䛰わります。

各曲のブラッ䝅䝳アッ䝥③
試験曲に䛚いて、毎᫬㛫ㄢ㢟を見つけ、それをಟ正していきま
す。ラテンの授業なので、パ䝣ォーマンスにもこ䛰わります。

各曲のブラッ䝅䝳アッ䝥④

試験にむけての選曲②
学⏕からのᥦ᱌を஺えて、試験のための選曲をし、䛹䜣䛹䜣音を
出していきます。

試験にむけての選曲③
学⏕からのᥦ᱌を஺えて、試験のための選曲をし、䛹䜣䛹䜣音を
出していきます。

試験曲に䛚いて、毎᫬㛫ㄢ㢟を見つけ、それをಟ正していきま
す。ラテンの授業なので、パ䝣ォーマンスにもこ䛰わります。

クォーター末試験評価方法

䛂アンサンブル䛃とい䛖ᅋ体➇技と䛂䝋ロ䛃とい䛖ಶே➇技、୧方共がバランス䜘く発᥹できている
か䛹䛖か。ຍえて、毎回の授業䜈の取り組み方でも評価します。出席䚷・䚷㐜้もከいに関ಀしま
すので授業には✚ᴟⓗに取り組みまし䜗䛖。

テーマ 授業内容

各曲のブラッ䝅䝳アッ䝥①
試験曲に䛚いて、毎᫬㛫ㄢ㢟を見つけ、それをಟ正していきま
す。ラテンの授業なので、パ䝣ォーマンスにもこ䛰わります。

春学期はブラジル音楽を学習していきます。（クラスに䜘っては春学期と⛅学期がの内容がධ
れ᭰わります）。それぞれの音楽の仕組みを理解した上で、クラス全ဨが୍୸となって楽しく、か
つクオリティの㧗いパ䝣ォーマンスを目指します。この科目では、講師の実務経験（䝥レイ䝲ー、
コン䝫ー䝄ー、アレンジャー、）の経験に基づき、実㊶しながら学䜣でいきます。

到達目標
25分のライブパ䝣ォーマンスを行います。その㝿、ライブの㐍行もྵめ、技⾡もパ䝣ォーマンスも
クラスが୍つになって、音楽を๰り上げることができているか䛹䛖か。

授業計画

まとめ
1クォーターで学習した曲を┬みて、クラスでᐈほⓗにヰし合いま
す。

全体オリ䜶ンテー䝅䝵ン①
クラスの⤂௓㻛試験についての説明

テーマ 授業内容

全体オリ䜶ンテー䝅䝵ン②
編成ㄪᩚ

クラスオリ䜶ンテー䝅䝵ン
メンバー⤂௓。1ᖺ㛫のὶれの説明。ブラジル音楽の≉ᚩについ
て学習します。

試験にむけての選曲①
学⏕からのᥦ᱌を஺えて、試験のための選曲をし、䛹䜣䛹䜣音を
出していきます。

担当講師

⸨ᮏᬡᏊ

科目概要

科目名 科目区分

アンサンブル（ラテン）Ⅰ䊡



学期

⛅ 演習 実

3クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

4クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

科目概要

音楽総合アカデミー学科
担当講師

⸨ᮏᬡᏊ

科目名

アンサンブル（ラテン）Ⅰ䊡

科目区分

⛅学期はサルサ音楽を学習していきます。（クラスに䜘っては春学期と⛅学期がの内容がධれ
᭰わります）。それぞれの音楽の仕組みを理解した上で、クラス全ဨが୍୸となって楽しく、かつ
クオリティの㧗いパ䝣ォーマンスを目指します。この科目では、講師の実務経験（䝥レイ䝲ー、コ
ン䝫ー䝄ー、アレンジャー、）の経験に基づき、実㊶しながら学䜣でいきます。

到達目標
3㻜分のライブパ䝣ォーマンスを行います。その㝿、ライブの㐍行もྵめ、技⾡もパ䝣ォーマンスも
クラスが୍つになって、音楽を๰り上げることができているか䛹䛖か。

授業計画
テーマ 授業内容

春学期試験ᮏ␒の᳨ド
試験ᮏ␒のビデオを㚷㈹して、ディスカッ䝅䝵ンします。サルサ音
楽の≉ᚩについて学習します。

試験にむけての選曲①
学⏕からのᥦ᱌を஺えて、試験のための選曲をし、䛹䜣䛹䜣音を
出していきます。

試験にむけての選曲②
学⏕からのᥦ᱌を஺えて、試験のための選曲をし、䛹䜣䛹䜣音を
出していきます。

試験にむけての選曲③
学⏕からのᥦ᱌を஺えて、試験のための選曲をし、䛹䜣䛹䜣音を
出していきます。

試験にむけての選曲④
第5回目の授業内容を5㻜Ꮠ⛬度でグධしてく䛰䛥い。この䝉ルは
⮬動ᢡり㏉しのタᐃになっています。

試験にむけての選曲⑤
第6回目の授業内容を5㻜Ꮠ⛬度でグධしてく䛰䛥い。この䝉ルは
⮬動ᢡり㏉しのタᐃになっています。

まとめ
3クォーターで学習した曲を┬みて、クラスでᐈほⓗにヰし合いま
す。

クォーター末試験評価方法

䛂アンサンブル䛃とい䛖ᅋ体➇技と䛂䝋ロ䛃とい䛖ಶே➇技、୧方共がバランス䜘く発᥹できている
か䛹䛖か。ຍえて、毎回の授業䜈の取り組み方でも評価します。出席䚷・䚷㐜้もከいに関ಀしま
すので授業には✚ᴟⓗに取り組みまし䜗䛖。

テーマ 授業内容

各曲のブラッ䝅䝳アッ䝥①
試験曲に䛚いて、毎᫬㛫ㄢ㢟を見つけ、それをಟ正していきま
す。ラテンの授業なので、パ䝣ォーマンスにもこ䛰わります。

各曲のブラッ䝅䝳アッ䝥②
試験曲に䛚いて、毎᫬㛫ㄢ㢟を見つけ、それをಟ正していきま
す。ラテンの授業なので、パ䝣ォーマンスにもこ䛰わります。

各曲のブラッ䝅䝳アッ䝥③
試験曲に䛚いて、毎᫬㛫ㄢ㢟を見つけ、それをಟ正していきま
す。ラテンの授業なので、パ䝣ォーマンスにもこ䛰わります。

䛂アンサンブル䛃とい䛖ᅋ体➇技と䛂䝋ロ䛃とい䛖ಶே➇技、୧方共がバランス䜘く発᥹できている
か䛹䛖か。ຍえて、毎回の授業䜈の取り組み方でも評価します。出席䚷・䚷㐜้もከいに関ಀしま
すので授業には✚ᴟⓗに取り組みまし䜗䛖。

各曲のブラッ䝅䝳アッ䝥④
試験曲に䛚いて、毎᫬㛫ㄢ㢟を見つけ、それをಟ正していきま
す。ラテンの授業なので、パ䝣ォーマンスにもこ䛰わります。

各曲のブラッ䝅䝳アッ䝥⑤
試験曲に䛚いて、毎᫬㛫ㄢ㢟を見つけ、それをಟ正していきま
す。ラテンの授業なので、パ䝣ォーマンスにもこ䛰わります。

各曲のブラッ䝅䝳アッ䝥䐤
試験曲に䛚いて、毎᫬㛫ㄢ㢟を見つけ、それをಟ正していきま
す。ラテンの授業なので、パ䝣ォーマンスにもこ䛰わります。

㏻し①
㻹Cもྵめ、᫬㛫㓄分にもẼを㓄り、ᮏ␒を᝿ᐃしたὶれのリ
ハーサルを行います。

㏻し②
㻹Cもྵめ、᫬㛫㓄分にもẼを㓄り、ᮏ␒を᝿ᐃしたὶれのリ
ハーサルを行います。

学期末試験評価方法



学期

春 演習 実

1クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

2クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

学期末試験評価方法

㻮㼁C㻭にてライブ演奏を行います。当日のリハーサル㐠Ⴀとᮏ␒ライブのὶれを評価しますが、
㏻ᖖ授業᫬の出席と䝏ーム䝽ークを᭱㔜要どして評価します。Ḟ席୍回マイナス3Ⅼ、㐜୍้
回マイナス1Ⅼを⟬ධします。

䝀䝛䝥ロリハーサル
㻹Cもྵめてコンサート㏻りのリハーサルをします。䝏ーム䝽ー
ク、⤖᮰ຊを㧗めᮏ␒に⮫みます。

音楽総合アカデミー学科

ライブ全体計画
各曲の᫬㛫を計り、計画書の‽ഛをします。ኟఇみ中の各⮬の
ㄢ㢟を確認します。

ኟఇみ明けリハーサル㛤ጞ
全曲目を曲㡰にて演奏し、コンサートのὶれを確認します。アレ
ンジや演奏の⣽部を䝏䜵ックします。

Ṇめ㏻しリハーサル
全曲目を曲㡰に演奏します。㻹CのὀពⅬな䛹をᚭᗏします。⣽
部をレベルアッ䝥し、ᚲ要が䛒れ䜀ಟ正します。

リハーサル
（ཧ考䠖᫖ᖺ度までの౛䛂㻱m㼑㼞㼓㼑n㼏㼥 㼛n 㻼㼘㼍n㼑t 㻱㼍㼞th䠋
㻶㼍mi㼞㼛㼝㼡㼍i䛃）

ライブ全曲目の決ᐃ
㻥᭶のライブの全曲目がᥞっている஦が目標です。

全曲目のアレンジ決ᐃ

リハーサル㛤ጞ
譜面の⏝ពできた曲から㡰ḟリハーサルします。（ཧ考䠖᫖ᖺ度
までの౛䛂ᜊの↮䠋䝏ャットモン䝏ー䛃）

リハーサル
（ཧ考䠖᫖ᖺ度までの౛䛂㼃㼑 㻭㼞㼑 㻺㼑㼢㼑㼞 㻱㼢㼑㼞 㻳㼑ttin㼓 㻮㼍㼏㼗 
㼀㼛㼓㼑th㼑㼞䠋㼀㼍㼥㼘㼛㼞 㻿㼣i㼒t䛃）

全曲目のアレンジを決ᐃする஦が目標です。

クォーター末試験評価方法

㏻ᖺ科目ですので、この᫬Ⅼでは試験は䛒りませ䜣。出席を᭱㔜どします。䝏ーム䝽ークな䛹
༠ㄪᛶも㔜要な要⣲です。

テーマ 授業内容

リハーサル
（ཧ考䠖᫖ᖺ度までの౛䛂㼂㼑㼞㼟㼍㼏㼑 㼛n th㼑 㻲㼘㼛㼛㼞䠋㻮㼞㼡n㼛 㻹㼍㼞㼟䛃）

この科目は講師の実務経験（演奏、作編曲）に基づき、ὒ楽、㻶㻙㻼㼛㼜、ロック、演ḷ、アニ䝋ン、イ
ンスト≀等ジャンルをၥわ䛪、やりたい曲をᣢ䛱ᐤって仕上げていくアンサンブルです。അ↛㞟
まったメンバーで୍つのコンサートを作り上げて行く䝏ーム䝽ークを学䜣で行きます。各ேのດ
ຊを⤖㞟して᭱㧗のパ䝣ォーマンスを作り上げていきます。
到達目標
それぞれ㐪䛖バックボーンをᣢつメンバーの༠ㄪ体ไを作り、௚者との༠ຊと⮬㌟の実ຊを発
᥹するດຊを合わせて୍つのコンサートを作る㐣⛬を経験し、音楽業⏺での㐺ᛂຊと、ᖜᗈく
♫会でのุ᩿ຊを㣴䛖ことが目標です。

授業計画

リハーサル
（ཧ考䠖᫖ᖺ度までの౛䛂῵の䝏䝳ーブ・ライダー䠋㻺㻻㻺㻭 
㻾㻱㻱㼂㻱㻿䛃）

全体オリ䜶ンテー䝅䝵ン①
ジャンル䛤とのアンサンブルの⤂௓

テーマ 授業内容

全体オリ䜶ンテー䝅䝵ン②
編成ㄪᩚ

クラスオリ䜶ンテー䝅䝵ン
クラス䝫リ䝅ー、ᖺ㛫計画の説明と、ᒚಟメンバーの楽器編成を
確認してアンサンブルのビジ䝵ンを共᭷します。

ᕼᮃ曲のリストアッ䝥
演奏をᕼᮃする曲を⮬⏤にᣲげてもらい、譜面の作成計画を❧
てます。᪤Ꮡ譜の演奏をします。（㻸㼑t㻓㼟 㻰㼍n㼏㼑 㻮㼍㼎㼥等）

担当講師

୕ᯞಇ἞

科目概要

アンサンブル（㻾㼛㼏㼗㻘㻼㼛㼜㼟）Ⅰ・䊡

科目名 科目区分



学期

⛅ 演習 実

3クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

4クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

科目概要

音楽総合アカデミー学科
担当講師

୕ᯞಇ἞

科目名 科目区分

アンサンブル（㻾㼛㼏㼗㻘㻼㼛㼜㼟）Ⅰ・䊡

この科目は講師の実務経験（演奏、作編曲）に基づき、䜘り䝥ロ䝣䜵ッ䝅䝵ナルなコンサートに㏆
いクオリティを目指して‽ഛをします。演奏内容䛰けでは↓く、ライブコン䝉䝥ト、⾰⿦等も考えま
す。春学期を᣺り㏉り、各ேの演奏⬟ຊに合わせて୍Ṍ๓㐍のアドバイスも行なっていきます。

到達目標
各ேが᭱㧗の達成ឤをᚓられる䜘䛖༠ㄪし、⮬ら楽しみ、オーディ䜶ンスを楽しませるコンサート
を๰り上げていく中で、䝥ロ䝣䜵ッ䝅䝵ナルの音楽ᐙとしてのព㆑を確❧していく஦を目標としま
す。

授業計画
テーマ 授業内容

⛅学期スタートオリ䜶ンテー䝅䝵ン
春学期のレビ䝳ーཬび⛅学期の計画をヰし合います。⛅学期の
曲をᣢ䛱ᐤってウ㆟します。ᥞ䛖までは᪤Ꮡ譜を演奏します。

ᕼᮃ曲のリストアッ䝥
⛅学期に演奏をᕼᮃする曲目をリストアッ䝥します。譜面の作成
計画を❧てます。ᥞ䛖までは᪤Ꮡ譜を演奏します。

リハーサル㛤ጞ
譜面の⏝ពできた曲から㡰ḟリハーサルをします。（ཧ考䠖᫖ᖺ
度までの౛䛂アイ䝛クライ䝛䠋⡿ὠ⋞師䛃）

リハーサル
（ཧ考䠖᫖ᖺ度までの౛䛂Ụᡞ䝫ルカ䠋୍㟷❀䛃）

リハーサル
（ཧ考䠖᫖ᖺ度までの౛䛂ⷧらịᚰ中䠋ᯘ原め䛠み䛃）

リハーサル
（ཧ考䠖᫖ᖺ度までの౛䛂ᬯኪのᚰ中❧て䠋▼ᕝ䛥䜖り䛃）

演奏曲目をᥞえる
演奏する曲目を䛒る⛬度そろえて2᭶のライブに向けての‽ഛを
します。

クォーター末試験評価方法

㏻ᖺ科目ですので、この᫬Ⅼでは試験は䛒りませ䜣。出席を᭱㔜どします。䝏ーム䝽ークな䛹
༠ㄪᛶを春学期䜘り㔜要どします。

テーマ 授業内容

曲目の確認
演奏曲目を確認し、曲㡰な䛹も᳨ウをጞめます。（ཧ考䠖᫖ᖺ度
までの౛䛂ྩの▱らない≀ㄒ䠋㼟㼡㼜㼑㼞㼏㼑㼘㼘䛃）

ライブ全曲目の決ᐃ
演奏曲目を決ᐃし、曲㡰も決めます。全曲目のアレンジを䜋䜌
決ᐃし、᫬㛫を計り、䝉ットリストᥦ出の‽ഛをします。

ライブ全体計画
全曲のアレンジ、曲㡰等を決ᐃします。㻹Cのධるሙᡤな䛹も決
ᐃし、䝉ットリストをᥦ出できる䜘䛖にする஦が目標です。

㻮㼁C㻭にてライブ演奏を行います。当日のリハーサル㐠Ⴀとᮏ␒ライブが᫬㛫ཝᏲで行なわれ
ることが㔜要ですが、㏻ᖖ授業᫬の出席と䝏ーム䝽ークの方を᭱㔜要どして評価します。Ḟ席
୍回マイナス3Ⅼ、㐜୍้回マイナス1Ⅼを⟬ධします。

⣽部の䝏䜵ック
この᫬期は演奏の⣽部にわたって䝏䜵ックし、䜘り䝥ロ䝣䜵ッ䝅䝵
ナルなレベルに㏆づける䜘䛖リハーサルします。

⣽部のレベルアッ䝥
リズム、ダイナミクス等⣽部にわたってレベルアッ䝥をᅗります。
アレンジのಟ正等もᚲ要が䛒れ䜀行います。

グルー䞂のレベルアッ䝥
アンサンブルの⣽部䜘り大ᯟのグルー䞂をព㆑したリハーサル
に䝅䝣トします。

Ṇめ㏻しリハーサル
曲㡰に全曲を演奏し、コンサートのὶれをつかみます。㻹Cのὀ
ព஦㡯等をᚭᗏします。

䝀䝛䝥ロリハーサル
㻹Cもྵめてコンサート㏻りのリハーサルをします。⮬ら楽しみ、
オーディ䜶ンスを楽しませる᭱⤊‽ഛです。

学期末試験評価方法



学期

春 演習 実

1クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

2クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

担当講師

平野䚷孝幸

科目概要

科目名 科目区分

アンサンブル（㻭㼒㼞i㼏㼍n㻙㻭m㼑㼞i㼏㼍n m㼡㼟i㼏）Ⅰ・䊡

この科目は講師の実務経験（演奏、作編曲）に基づき、⌧ᅾの䝫ッ䝥ス䝅ーンに䛚いて㼁㻚㻿と㼁㻚㻷の䝠ット䝏ャートに䛚ける㻾㻒㻮の割合
はゝ䛖までもなく㻶㻙㻼㼛㼜に䛚いてもከくのアーティストが㻾㻒㻮スタイルの楽曲を発表し䝠ット䛥せています。この授業では、い䛱᪩く᪂譜
を取り上げアナリー䝊して実㝿のアンサンブルで演奏する஦を目指しています。䜋と䜣䛹ㄡもᮍ䛰やっていない楽曲に䝏ャレンジし
アンサンブルを実㊶します。パ䝋コン(㻰㻭㼃)との同期演奏も✚ᴟⓗに行います。また㐣ཤの᭷名曲もᚲ要で䛒れ䜀௒のサ䜴ンドにア
レンジして取り上げていくつもりです。

到達目標
㻾㻒㻮を主㍈にしたリズムグルーブの習ᚓ。譜面とཧ考音※（㼅㼛㼡㼀㼡㼎㼑のライブ演奏）に䜘る楽曲
アナリー䝊。

授業計画

3曲めリハーサル
アンサンブルメンバーの技㔞を考៖し、ẚ㍑ⓗ㞴᫆度の㧗い楽曲に䝏ャ
レンジする。᫖ᖺ度（㻺㼛 㼀㼑㼍㼞㼟 㻸㼑㼒t 㼀㼛 C㼞㼥 㻙 㻭㼘i㼍n㼍 㻳㼞㼍n㼐㼑)

全体オリ䜶ンテー䝅䝵ン①
ジャンル䛤とのアンサンブルクラスの⤂௓㻛試験についての説明。アンサンブル編成を考៖した楽
曲を決める。䝏ャレンジしたい楽曲を決める（2ࠥ3曲）。ᩍᐊのᶵᮦの使⏝法の確認。

テーマ 授業内容

全体オリ䜶ンテー䝅䝵ン②
授業内容䠖編成ㄪᩚ。アンサンブル編成を考៖した楽曲を決める。䝏ャレ
ンジしたい楽曲を決める（2ࠥ3曲）。ᩍᐊのᶵᮦの使⏝法の確認。

1曲めリハーサル
譜面作成とᡭጞめに㏆ᖺリリース䛥れ、䝅ン䝥ルな楽曲から練習する。
᫖ᖺ度（㻲㼍㼘㼘 㻵n 㻸in㼑 㻙 Ch㼞i㼟tin㼍 㻭㼓㼡i㼘㼑㼞㼍)

1曲めリハーサル
ḷᡭ㻛メインのインストに合わせた䜻ーのタᐃ、編成に䛚けるྍ⬟な㝈り
のアレンジを᪋して୍曲をまとめる。

2曲めリハーサル
譜面作成とᡭጞめに㏆ᖺリリース䛥れ、䝅ン䝥ルな楽曲から練習する。
᫖ᖺ度（㻹㼞 㻿㼍㼤㼛㼎㼑㼍t㻙㻭㼘㼑㼤㼍n㼐㼞㼍 㻿t㼍n)

2曲めリハーサル
ḷᡭ㻛メインのインストに合わせた䜻ーのタᐃ、編成に䛚けるྍ⬟な㝈り
のアレンジを᪋して୍曲をまとめる。

アンサンブルメンバーの技㔞を考៖し、ẚ㍑ⓗ㞴᫆度の㧗い楽曲に䝏ャレンジする。コンピ䝳ータ
と同期する曲な䛹にも䝏ャレンジしたい。᫖ᖺ度（Ch㼍in㼑㼐 㼀㼛 㼀h㼑 㻾h㼥thm㻙㻷㼍t㼥 㻼㼑㼞㼞㼥)

クォーター末試験評価方法

出席6㻜䠂䚷平ᖖⅬ4㻜䠂䚷アンサンブル演奏㻛ḷၐの習⇍度にຍえ、楽曲の᥇譜と譜面作成、編
曲のᥦ౪㻛ᥦ᱌、㻰㻭㼃の䝥ログラミングな䛹にはຍⅬします。

テーマ 授業内容

3曲めリハーサル㻛1クオーターのまとめ
ḷᡭ㻛メインのインストに合わせた䜻ーのタᐃ、編成に䛚けるྍ⬟な㝈り
のアレンジを᪋して୍曲をまとめる。

学期末試験評価方法

出席6㻜䠂䚷平ᖖⅬ4㻜䠂䚷アンサンブル演奏㻛ḷၐの習⇍度にຍえ、楽曲の᥇譜と譜面作成、編
曲のᥦ౪㻛ᥦ᱌、㻰㻭㼃の䝥ログラミングな䛹にはຍⅬします。

公㛤試験に向けてステージングの確認
㏻し演奏と⣽部の確認。

音楽総合アカデミー学科

5曲めリハーサル
ḷᡭ㻛メインのインストに合わせた䜻ーのタᐃ、編成に䛚けるྍ⬟な㝈り
のアレンジを᪋して୍曲をまとめる。

5曲㏻して演奏
㻿t㼞㼛n㼓㼑㼞 㼀h㼍n 㻹㼑㻙㻭m㼥 㼃in㼑h㼛㼡㼟㼑練習して᮶た楽曲をバランスⰋく㓄⨨する。また
イメージや曲ㄪが㔜」してしまったሙ合はディスカッ䝅䝵ンして選曲する。

5曲㏻して演奏
㏻し演奏。㻹Cをධれるタイミングな䛹をディスカッ䝅䝵ンし公㛤試験で୚
えられた演奏᫬㛫をຠᯝⓗにステージング出᮶る䜘䛖にする。

4曲めリハーサル
アンサンブルメンバーの技㔞を考៖し、ẚ㍑ⓗ㞴᫆度の㧗い楽曲に䝏ャレンジする。コンピ䝳ータ
と同期する曲な䛹にも䝏ャレンジしたい。᫖ᖺ度（㻿t㼞㼛n㼓㼑㼞 㼀h㼍n 㻹㼑㻙㻭m㼥 㼃in㼑h㼛㼡㼟㼑)

4曲めリハーサル
ḷᡭ㻛メインのインストに合わせた䜻ーのタᐃ、編成に䛚けるྍ⬟な㝈り
のアレンジを᪋して୍曲をまとめる。

5曲めリハーサル



学期

⛅ 演習 実

3クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

4クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

出席6㻜䠂䚷平ᖖⅬ4㻜䠂䚷アンサンブル演奏㻛ḷၐの習⇍度にຍえ、楽曲の᥇譜と譜面作成、編
曲のᥦ౪㻛ᥦ᱌、㻰㻭㼃の䝥ログラミングな䛹にはຍⅬします。

5曲めリハーサル
オリジナル曲が䛒れ䜀、それをメインにアレンジし演奏する。または᭦に㞴᫆
度の㧗い曲に䝏ャレンジする。᫖ᖺ度（㻵㻓㼘㼘 㻺㼑㼢㼑㼞 㻸㼛㼢㼑 㻭㼓㼍in㻙 㻸㼍㼐㼥 㻳㼍㻳㼍)

5曲めリハーサル
ḷᡭ㻛メインのインストに合わせた䜻ーのタᐃ、編成に䛚けるྍ
⬟な㝈りのアレンジを᪋して୍曲をまとめる。

㏻しリハーサル
練習して᮶た楽曲をバランスⰋく㓄⨨する。またイメージや曲ㄪが㔜」し
てしまったሙ合はディスカッ䝅䝵ンして選曲する。᣺り௜けの◊✲も行䛖。

㏻しリハーサル
㏻し演奏。㻹Cをධれるタイミングな䛹をディスカッ䝅䝵ンし公㛤試験で୚
えられた演奏᫬㛫をຠᯝⓗにステージング出᮶る䜘䛖にする。

公㛤試験に向けてステージングの確認
㏻し演奏と⣽部の確認。

学期末試験評価方法

3曲めリハーサル
㼅㼛㼡㼀㼡㼎㼑のライブ演奏な䛹から演奏方法㻛ライブパ䝣ォーマンスを
◊✲し、⮬分達のアンサンブル編成で実㊶する。

4曲めリハーサル
オリジナル曲が䛒れ䜀、それをメインにアレンジし演奏する。または᭦に㞴᫆度の㧗
い曲に䝏ャレンジする。᫖ᖺ度（㻾h㼥hm 㻵㼟 㻳㼛nn㼍 㻳㼑t 㼅㼛㼡㻙㻾h㼥thm 㻶㼑t㼟)

4曲めリハーサル
ḷᡭ㻛メインのインストに合わせた䜻ーのタᐃ、編成に䛚けるྍ
⬟な㝈りのアレンジを᪋して୍曲をまとめる。

3曲めリハーサル
᭱㏆の䝠ット䝏ャートをព㆑し、ㄡも演った஦がない曲に䝏ャレン
ジする。᫖ᖺ度(㻴㼡m㼍n 㻺㼍t㼡㼞㼑 㻙 㻾h㼥thm 㻶㼑t㼟)

クォーター末試験評価方法

出席6㻜䠂䚷平ᖖⅬ4㻜䠂䚷アンサンブル演奏㻛ḷၐの習⇍度にຍえ、楽曲の᥇譜と譜面作成、編
曲のᥦ౪㻛ᥦ᱌、㻰㻭㼃の䝥ログラミングな䛹にはຍⅬします。

テーマ 授業内容

1曲めリハーサル
㼅㼛㼡㼀㼡㼎㼑のライブ演奏な䛹から演奏方法㻛ライブパ䝣ォーマンスを
◊✲し、⮬分達のアンサンブル編成で実㊶する。

2曲めリハーサル
᭱㏆の䝠ット䝏ャートをព㆑し、ㄡも演った஦がない曲に䝏ャレン
ジする。᫖ᖺ度（㻴㼛n㼑㼥 㻰i㼜㼜㼑㼐㻙㻰㼍㼢㼑 㻷㼛㼦)

2曲めリハーサル
㼅㼛㼡㼀㼡㼎㼑のライブ演奏な䛹から演奏方法㻛ライブパ䝣ォーマンスを
◊✲し、⮬分達のアンサンブル編成で実㊶する。

楽曲䛖䛱䛒わせ(1)
春期公㛤試験のビデオ㚷㈹と཯┬。䝏ャレンジしたい楽曲を決
める（2ࠥ3曲）。

楽曲䛖䛱䛒わせ(2)
௒までにトライ出᮶なかった曲や䝏ャレンジしたい楽曲を決める
（2ࠥ3曲）。

1曲めリハーサル
᭱㏆の䝠ット䝏ャートをព㆑し、ㄡも演った஦がない曲に䝏ャレン
ジする。᫖ᖺ度（㻵 C㼍n㻓t 㻴㼑㼘㼜 㻵t㻙 㻹i㼏h㼍㼑㼘 㻶㼍㼏㼗㼟㼛n)

この科目は講師の実務経験（演奏、作編曲）に基づき、基ᮏⓗに春学期と同䛨内容ですが、ステージング
を考៖し㼅㼛㼡㼀㼡㼎㼑な䛹のライブパ䝣ォーマンスをཧ考に᣺り௜けやコーラスを✚ᴟⓗに実㊶します。アンサ
ンブルの組み❧て方に័れてきたら᫝㠀オリジナル曲にᣮᡓしてみまし䜗䛖。⮬分の作ရを㻾㻒㻮スタイル
でまとめる䝏ャンスです。

到達目標
䜘りຠᯝⓗなライブパ䝣ォーマンスを᥈ồし䝉ル䝣䝥ロデ䝳ースを実㊶する。

授業計画
テーマ 授業内容

科目概要

音楽総合アカデミー学科
担当講師

平野䚷孝幸

科目名 科目区分

アンサンブル（㻭㼒㼞i㼏㼍n㻙㻭m㼑㼞i㼏㼍n m㼡㼟i㼏）Ⅰ・䊡



学期

春 演習 実

1クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

2クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

担当講師

బ⸨ᫀ弘

科目概要

科目名

アンサンブルⅠ・䊡（⌧௦音楽）

科目区分

この科目では、講師の実務経験（ⱁ⾡音楽に䛚ける作曲ά動、日ᮏ⌧௦音楽༠会に䛚ける⌧௦
音楽のᬑཬά動䛚䜘び⌧௦音楽演奏コンクール㻎➇楽㻎の実行ጤဨ㛗の௵務な䛹）に基づき、2㻜
ୡ紀・21ୡ紀のⱁ⾡音楽作ရをᑐ㇟として、合奏を演習します。

到達目標
⌧௦音楽のᣢつ䛥ま䛦まな᪂しい音楽ㄒ法にゐれ、それらの演奏表⌧についての実㊶◊✲を㔜
䛽、᭱⤊ⓗに成ᯝ発表を行います。

授業計画

合奏演習⑤
全体の㡪きのバランスをとることを主║に合奏しまし䜗䛖。

全体オリ䜶ンテー䝅䝵ン①
ジャンル䛤とのアンサンブルクラスの⤂௓䠋試験についての説明

テーマ 授業内容

全体オリ䜶ンテー䝅䝵ン②
編成ㄪᩚ

合奏演習①
1クオーターの演習曲を決ᐃします。
ཧ考(これまでの౛䜘り)䠖ྜྷᯇ㝯䠋デジタルバード組曲

合奏演習②
⢭確に譜読みしまし䜗䛖。

合奏演習③
楽曲の構㐀を理解して合奏しまし䜗䛖。

合奏演習④
各パートの役割を明確に認㆑して合奏しまし䜗䛖。

各パートの役割を明確に認㆑して合奏しまし䜗䛖。

クォーター末試験評価方法

授業にᑐするཧຍጼໃと試験⤖ᯝを照合して総合ⓗに評価します。

テーマ 授業内容

選曲
2クオーターの演習曲を決ᐃします。
ཧ考(これまでの౛䜘り)䠖ライ䝠䠋ナ䝂䝲・マリンバ

学期末試験評価方法

授業にᑐするཧຍጼໃと試験⤖ᯝを照合して総合ⓗに評価します。

合奏演習䐥
ᮏ␒をព㆑して合奏を仕上げまし䜗䛖。

音楽総合アカデミー学科

合奏演習④
全体の㡪きのバランスをとることを主║に合奏しまし䜗䛖。

合奏演習⑤
㐺ษな奏法と表⌧に␃ពして合奏しまし䜗䛖。

合奏演習䐤
ッồຊの㧗い合奏表⌧を目指しまし䜗䛖。

合奏演習①
⢭確に譜読みをしまし䜗䛖。

合奏演習②
楽曲の構㐀を理解して合奏しまし䜗䛖。

合奏演習③



学期

⛅ 演習 実

3クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

4クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

授業にᑐするཧຍጼໃと試験⤖ᯝを照合して総合ⓗに評価します。

合奏演習③
各パートの役割を明確に認㆑して合奏しまし䜗䛖。

合奏演習④
全体の㡪きのバランスをとることを主║に合奏しまし䜗䛖。

合奏演習⑤
㐺ษな奏法と表⌧に␃ពして合奏しまし䜗䛖。

合奏演習䐤
ッồຊの㧗い合奏表⌧を目指しまし䜗䛖。

合奏演習䐥
ᮏ␒をព㆑して合奏を仕上げまし䜗䛖。

学期末試験評価方法

選曲
4クオーターの演習曲を決ᐃします。
ཧ考(これまでの౛䜘り)䠖బ⸨ᫀ弘䠋㻺㼛㼏t㼡㼞n㼑

合奏演習①
⢭確に譜読みしまし䜗䛖。

合奏演習②
楽曲の構㐀を理解して合奏しまし䜗䛖。

合奏演習䐤
ッồຊの㧗い合奏表⌧を目指しまし䜗䛖。

クォーター末試験評価方法

授業にᑐするཧຍጼໃと試験⤖ᯝを照合して総合ⓗに評価します。

テーマ 授業内容

合奏演習③
各パートの役割を明確に認㆑して合奏しまし䜗䛖。

合奏演習④
全体の㡪きのバランスをとることを主║に合奏しまし䜗䛖。

合奏演習⑤
㐺ษな奏法と表⌧に␃ពして合奏しまし䜗䛖。

選曲
3クオーターの演習曲を決ᐃします。
ཧ考(これまでの౛䜘り)䠖すᮧᮁ䠋䝦イロ䜴ス(ග㍯）

合奏演習①
⢭確に譜読みしまし䜗䛖。

合奏演習②
楽曲の構㐀を理解して合奏しまし䜗䛖。

この科目では、講師の実務経験（ⱁ⾡音楽に䛚ける作曲ά動、日ᮏ⌧௦音楽༠会に䛚ける⌧௦
音楽のᬑཬά動䛚䜘び⌧௦音楽演奏コンクール㻎➇楽㻎の実行ጤဨ㛗の௵務な䛹）に基づき、2㻜
ୡ紀・21ୡ紀のⱁ⾡音楽作ရをᑐ㇟として、合奏を演習します。

到達目標
⌧௦音楽のᣢつ䛥ま䛦まな᪂しい音楽ㄒ法にゐれ、それらの演奏表⌧についての実㊶◊✲を㔜
䛽、᭱⤊ⓗに成ᯝ発表を行います。

授業計画
テーマ 授業内容

科目概要

音楽総合アカデミー学科
担当講師

బ⸨ᫀ弘

科目名 科目区分

アンサンブルⅠ・䊡（⌧௦音楽）



学期

春 演習 実

1クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

2クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

担当講師

大ᮌ 和音

科目概要

科目名 科目区分

アンサンブル(バロック) 㻵 㻵㻵

バロック音楽をアンサンブルで体験し、この᫬௦の音楽の理解を῝めていく授業です。
䈜曲目は楽器編成に䜘ってኚわります。
ᑦ、講師は㼍n㼍レコーズにᡤᒓ、バロックから㏆௦ス䝨イン音楽までᖜᗈいレパートリーをᣢ䛱、
計5ᯛのアルバムをリリース。また㻰㻿㻰11㻚2㻹㻴䡖に䜘る公㛤ライ䞂・レコーディング(䠜スパイラル
䝩ール)にも出演し、㻻㼀㻻㼀㻻㼅サイト㓄ಙ中です。
到達目標
バロック音楽のᵝᘧឤを体ᚓし、学期末公㛤試験(䠜バリオ䝩ール)では、䝩ールの㡪きを࿡わい
ながら、⫈⾗に⮬分た䛱の音楽をఏえることを目標とします。㘽┙楽器ᑓᨷ学⏕は、㏻奏ప音も
実㊶してもらいます。

授業計画

クオーター末試験
㡰␒に演奏していき、⫈き合います。ミニ・コンサート䛰とᛮって演
奏してく䛰䛥い。

全体オリ䜶ンテー䝅䝵ン① ジャンル䛤とのアンサンブルクラスの⤂௓㻛試験についての説明

テーマ 授業内容

全体オリ䜶ンテー䝅䝵ン② 構成ㄪᩚ

㢦合わせ
授業についての説明をします。䝏䜵ンバロについて、楽器をᅖ䜣
でもらい、説明します。

試験曲の㓄ᕸ(デ䝳オ)
䝏䜵ンバロと᪕ᚊ楽器のためのᑠရᩘ曲の中から、やりたい曲を
選䜣でもらいます。⛣ㄪのᚲ要な楽器は、⛣ㄪ作業㛤ጞ。

試験曲の練習と合わせ
㻶㻚㻿㻚バッハをは䛨めとするデ䝳オᑠရ。パートナーを決め、い䜘い
䜘合わせていきます。

試験曲の練習と合わせ ๓㐌の⥆き、試験に向けて᭱⤊確認をします。

㻳㻚㻲㻚䝦ンデル㻛トリオ・䝋ナタ
スコアも見ながら音の確認、曲の構㐀も考えていきます。

クォーター末試験評価方法

┦ᡭと࿧྾を合わせて演奏できているか、音楽が୍つのὶれで演奏できているか䈈な䛹に╔目
し、出席ཬび平ᖖⅬも考៖しながら、᥇Ⅼします。

テーマ 授業内容

㏻奏ప音について
㏻奏ప音௜きのアンサンブルに取り組むため、バス声部にグ䛥れ
たᩘᏐのព࿡を解説していきます。

学期末試験評価方法

⮬分のパートをしっかり演奏できているか、௚のパートも⫈きながらὶれに஌って演奏できている
か、㏻奏ప音は理解できているか䈈な䛹に╔目し、出席ཬび平ᖖⅬも考៖しながら、᥇Ⅼしま
す。

公㛤試験に向けて
公㛤試験を᝿ᐃした㏻し演奏を㡰に発表し合います。ᮏ␒䛰と
ᛮって演奏してく䛰䛥い。

音楽総合アカデミー学科

試験曲の練習と合わせ
㻳㻚㻲㻚䝦ンデル㻛トリオ・䝋ナタ䚷㏻奏ప音も仕上げに向けていき、
テーマのධりな䛹も確認します。

試験曲の練習と合わせ
㻳㻚㻲㻚䝦ンデル㻛トリオ・䝋ナタ
⮬分のパート䛰けでなく、௚のパートにも⪥をഴけます。

試験曲の練習と合わせ
㻳㻚㻲㻚䝦ンデル㻛トリオ・䝋ナタ
曲の全体像をつかめる䜘䛖、㞟中して演奏に取り組みます。

試験曲決め
㻳㻚㻲㻚䝦ンデル㻛トリオ・䝋ナタ䚷トリオをやります。䛹の楽❶・パートを
担当するかをヰし合い決ᐃ。⛣ㄪ作業、練習㛤ጞ。

試験曲の練習と合わせ
㻳㻚㻲㻚䝦ンデル㻛トリオ・䝋ナタ
䜖っくり合わせていきます。

試験曲の練習と合わせ



学期

⛅ 演習 実

1クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

2クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

௚のパートを⫈きながら、⮬分のパートもしっかり演奏できているか、音楽のὶれに஌って演奏で
きているか、⿦㣭音も音楽ⓗに奏でられているか䈈な䛹に╔目し、出席ཬび平ᖖⅬも考៖しなが
ら᥇Ⅼします。

試験曲の練習と合わせ
㻶㻚㻿㻚バッハ㻛トリオ・䝋ナタ
㏻奏ప音もᑡし䛪つ考えていきます。スコアを確認します。

試験曲の練習と合わせ
㻶㻚㻿㻚バッハ㻛トリオ・䝋ナタ
テーマ、ㄪの⛣りኚわりな䛹もឤ䛨ながら演奏していきます。

試験曲の練習と合わせ
㻶㻚㻿㻚バッハ㻛トリオ・䝋ナタ
㏻奏ప音も仕上げに向かいます。上声部も和音を⫈いて演奏。

試験曲の練習と合わせ
㻶㻚㻿㻚バッハ㻛トリオ・䝋ナタ
各声部が࿧ᛂする䜘䛖に演奏し、仕上げます。

公㛤試験に向けて
公㛤試験を᝿ᐃした㏻し演奏、⫈き合います。ᮏ␒䛰とᛮって演
奏してく䛰䛥い。

学期末試験評価方法

試験曲決め
䛹の曲、楽❶を演奏するかヰし合い、決ᐃ。楽器に䜘っては⛣ㄪ
を㛤ጞ、それぞれ練習にධります。

試験曲の練習と合わせ
㻶㻚㻿㻚バッハ㻛トリオ・䝋ナタ
䜖っくりと合わせてみます。

試験曲の練習と合わせ
㻶㻚㻿㻚バッハ㻛トリオ・䝋ナタ
㏻奏ప音もᑡし䛪つ考えていきます。スコアを確認します。

クオーター末試験
㡰に演奏し、⫈き合います。ミニ・コンサート䛰とᛮって演奏してく
䛰䛥い。

クォーター末試験評価方法

⮬分のパートがしっかり演奏できているか、⮬分௨እのパートも⫈きながらὶれに஌って演奏し
ているか䈈な䛹に╔目し、出席ཬび平ᖖⅬも考៖しながら᥇Ⅼします。

テーマ 授業内容

試験曲の練習と合わせ
㻶㻚㻶㻚ク䞂䜯ン䝒㻛トリオ・䝋ナタ
テーマ、ㄪの⛣りኚわりな䛹を⫈きながら、合わせていきます。

試験曲の練習と合わせ
㻶㻚㻶㻚ク䞂䜯ン䝒㻛トリオ・䝋ナタ
㏻奏ప音も仕上げに向け、᪕ᚊ楽器のேも和音を⫈いて演奏。

試験曲の練習と合わせ
㻶㻚㻶㻚ク䞂䜯ン䝒㻛トリオ・䝋ナタ
試験目๓、確認しながら仕上げにධります。

試験曲決め
やってみたい曲(バロック)のᥦ᱌も、大Ḽ㏄です。䛹の曲・楽❶を
演奏するかをヰし合い、決ᐃします。

試験曲の練習と合わせ
㻶㻚㻶㻚ク䞂䜯ン䝒㻛トリオ・䝋ナタ
音の確認をしながら、䜖っくりと合わせていきます。

試験曲の練習と合わせ
㻶㻚㻶㻚ク䞂䜯ン䝒㻛トリオ・䝋ナタ
㏻奏ప音もᑡし䛪つ考えていきます。スコアを確認します。

バロック音楽をアンサンブルで体験し、理解を῝めていく授業です。春学期䜘りも、音楽内容が῝
められることを目指します。 䈜曲目は楽器編成に䜘ってኚわります。
ᑦ、講師は㼍n㼍レコーズにᡤᒓ、バロックから㏆௦ス䝨イン音楽までᖜᗈいレパートリーをᣢ䛱、
計5ᯛのアルバムをリリース。㻰㻿㻰11㻚2㻹㻴㼦に䜘る公㛤ライ䞂・レコーディング(䠜スパイラル䝩ー
ル)にも出演し、㻻㼀㻻㼀㻻㼅サイト㓄ಙ中です。
到達目標
スコアを読䜣で曲の構成をつかみ、䜘り❧体ⓗな音楽ができることを目指します。バロック᫬௦の
䛂⿦㣭音䛃も、正しく音楽ⓗに奏でられることを目指します。㏻奏ప音では、曲᝿に合わせてアル
䝨ジオがධれられることも目標とします。

授業計画
テーマ 授業内容

科目概要

音楽総合アカデミー学科
担当講師

大ᮌ 和音

科目名

アンサンブル(バロック) 㻵 㻵㻵

科目区分



学期

㞟中 実習 実

๓༙

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

ᚋ༙

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

出席率、授業䜈の取り組みጼໃに㔜Ⅼを⨨きます。
出席率䠖5㻜䠂
平ᖖⅬ䠖25䠂
試験䠖25䠂

リハーサル① ணᐃ㏻りの㐍行で曲を㏻します。

リハーサル②
ኚ᭦した䜋䛖がⰋいⅬが↓いか、᳨ドし、䛒れ䜀ಟ正㻛リハーサ
ルを行います。

㏻しリハーサル トラブルᑐᛂをྵめ、㏻しリハーサルを行います。

発表 授業内でそれぞれのディレク䝅䝵ンのもと、発表を行います。

᳨ド（まとめ）
それぞれのディレク䝅䝵ンのⰋかったⅬ、ᝏかったⅬをディスカッ
䝅䝵ンします。

学期末試験評価方法

ディレク䝅䝵ンの実㊶① 選曲し、編成を決めます。

ディレク䝅䝵ンの実㊶② 曲全体の構成、䝋ロの割り当てを行います。

ディレク䝅䝵ンの実㊶③ 演出を考えます。

トラブルᑐᛂ②
ᮏ␒にむけて、䛹の䜘䛖なᶵᮦ面のトラブルが᝿ᐃ䛥れるか、ま
たその解決法を学びます。

クォーター末試験評価方法

テーマ 授業内容

演奏面での指ᑟ② 各パートのアンサンブルに䛚ける役割を学びます。

演奏面での指ᑟ③ 曲全体の構成、主にダイナミクスを䛹䛖つけるかを学びます。

トラブルᑐᛂ①
ᮏ␒にむけて、䛹の䜘䛖な演奏上のトラブルが᝿ᐃ䛥れるか、ま
たその解決法を学びます。

講師のディレク䝅䝵ンに䜘るトレーニング ま䛪は演奏者として、曲の内容について学びます。

講師に䜘るᵝ䚻な㐍行パターンのᥦ♧
ジャズ⣔バンドアンサンブルの中では、㐍行をその㒔度、ኚえる
ことができます。

演奏面での指ᑟ① それぞれのジャンルに䛚ける演奏法の㐪いを学びます。

この科目は㞟中授業です。
講師の実務経験（演奏、作編曲、バンドディレク䝅䝵ン）に基づき、バンドアンサンブルのまとめ方
を学び、実㝿にディレクターとして実㊶を行います。

到達目標
曲の㐍行、それに基づく構成やダイナミクス、䝋ロの割り当てを考え、1曲、ၟရ価್の䛒るレ䞂䜵
ルまで仕上げられることを目標とします。

授業計画
テーマ 授業内容

科目概要

音楽総合アカデミー学科
担当講師

熱田公紀、⸨ᮏᬡᏊ

科目名

アンサンブルディレク䝅䝵ンテクニック

科目区分



学期

㞟中 実習 実

๓༙

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

ᚋ༙

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

出席率、授業䜈の取り組みጼໃに㔜Ⅼを⨨きます。
出席率䠖5㻜䠂
平ᖖⅬ䠖25䠂
試験䠖25䠂

リハーサル
出演者を࿧び、䝉ッティングᚋ、リハーサルを㛤ጞします。
᫬㛫の⟶理も行います。

サ䜴ンド䝏䜵ック（モニター䝏䜵ック）
実㝿に演奏してもらいながら、モニターの各楽器の音㔞のㄪᩚを
行います。

㐍行確認（ステージ内）
ᅋ体内の㐍行の確認をしながら、㝈られた᫬㛫内でリハーサルを
行います。

ᮏ␒๓確認 リハーサルᚋ、各部⨫の‽ഛができているか確認します。

ᮏ␒䡚᧔཰
ᮏ␒では出演者のスタンバイ㻛䝉ッティングの指♧、᧔཰では原
≧᚟ᖐを確認します。

学期末試験評価方法

スタッ䝣ᡴ䛱合わせ ⌧ሙ㐍行をスタッ䝣とᡴ䛱合わせます。

インカムの使い方 ⯙ྎ⿇のインカムの使い方のレク䝏ャーをཷけます。

䝉ッティング確認 リハーサルがጞめられる䜘䛖に、⯙ྎ上を確認します。

㐍行ス䜿ジ䝳ールの組み᥮え これまでの᝟ሗをもとに、㐍行ス䜿ジ䝳ールを見┤します。

クォーター末試験評価方法

テーマ 授業内容

出演者の動きを考える① 出演者のᑟ⥺、䝉ッティングの取り回しを考えます。

リハーサルの㐍行ス䜿ジ䝳ール ストレスなく、スムーズなリハーサル㐍行を考えます。

出演者の動きを考える②
リハーサル、ᮏ␒㏻しての、出演者、スタッ䝣、楽器の動きを䝅
ミ䝳レー䝅䝵ンします。

コンサートの概要について 䠑㼃1㻴を明確にリストアッ䝥します。

出演者のヲ⣽ メンバー、編成、使⏝楽器、曲䛤との᫬㛫をㄪ䜉ます。

ᮏ␒の㐍行ス䜿ジ䝳ール
1ᅋ体当たりの᫬㛫を⟬出し、ᮏ␒の㐍行ス䜿ジ䝳ールを❧てま
す。

テーマ 授業内容

音楽総合アカデミー学科
科目名 科目区分 担当講師

イベントディレク䝅䝵ンテクニック ᆏᮏᾈᚿ

科目概要
この科目は㞟中授業です。
講師の実務経験（䝥ロデ䝳ーサー、ステージマ䝛ージャー）に基づき、コンサートの㐠Ⴀ方法を学
び、実㝿にステージマ䝛ージャーとして実㊶を行います。

到達目標
コンサートを㐍行する上での䛂⿬方䛃の役割を体験し、䛹の䜘䛖な部⨫が、䛹の䜘䛖に動いているか
を理解します。また、スムーズに㐍行する上で大ษなことを理解します。

授業計画



学期

㞟中 実習 実

๓༙

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

ᚋ༙

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

出席率、授業䜈の取り組みጼໃに㔜Ⅼを⨨きます。
出席率䠖5㻜䠂
平ᖖⅬ䠖5㻜䠂

ディレク䝅䝵ン実㊶
レコーディング実㊶と୪行して、C㻻コースまたは⮬作曲をᣢ䛱込䜣䛰
学⏕は、䛹䛖い䛖㢼に演奏して䜋しいか、㻻㻷㻛㻺㻳の指♧をします。

ミックス実㊶① 音㔞バランス、䜶䝣䜵クトの確認、ㄪᩚの仕方を学びます。

ミックス実㊶② 㻰㼀㻹音※をいかに⏕楽器とΰ䛬るかの実㊶を行います。

ミックス実㊶③ ミックスの᭱⤊確認を行い、データをᣢ䛱ᖐります。

まとめ
レコーディング㻛ディレク䝅䝵ンを体験してみてのឤ᝿を㆟ㄽしま
す。

学期末試験評価方法

レコーディング実㊶② ⟶楽器のレコーディング（ダビング）を行います。

レコーディング実㊶③ アコースティックピアノのレコーディング（ダビング）を行います。

レコーディング実㊶④ ①䡚③௨እの楽器のレコーディング（ダビング）を行います。

レコーディング実㊶① ᘻ楽器のレコーディング（ダビング）を行います。

クォーター末試験評価方法

テーマ 授業内容

ල体ⓗなᶵᮦの使い方① 䜻䝳ーボックスの使い方を学びます。

ල体ⓗなᶵᮦの使い方② 䝦ッド䝣ォン、イ䝲䝣ォンの使い方を学びます。

マイ䜻ングについて マイクの❧て方、㊥㞳に䜘っての㐪いを学びます。

レコーディング஦᝟ 音楽業⏺内での、レコーディングのព࿡について学びます。

レコーディング概ㄽ 㘓音の仕組みについて学びます。

㻰㻭㼃 䛂㻰i㼓it㼍㼘 㻭㼡㼐i㼛 㼃㼛㼞㼗㼟t㼍ti㼛n䛃について学びます。

テーマ 授業内容

音楽総合アカデミー学科
科目名 科目区分 担当講師

レコーディングディレク䝅䝵ンテクニック ๓田基ᙪ

科目概要
この科目は㞟中授業です。レコーディングスタジオに䛚いてᚲ要な▱㆑を習ᚓする授業です。䚷ミ䝳ージ䝅ャ
ン、䝥レー䝲ーとして↓くてはならないレコーディングス䜻ルを実㊶を㏻して学䜣でいきます。
䛒わせて、レコーディングのᶵᮦの仕組み、また、音楽業⏺でのレコーディングの఩⨨づけについても学び
ます。ᑦ、講師はレコーディング䜶ンジニアとして㼀㻻㻿㻴㻵(㼄㻶㻭㻼㻭㻺)、ᫎ画㻮i㼛h㼍㼦㼍㼞㼐な䛹の䜶ンジニアリング
実務経験をᣢ䛱ます。

到達目標
レコーディングスタジオに䛚いてᚲ要な▱㆑習ᚓ、䜻䝳ーボックス使⏝法の理解、アンサンブルຊ
習ᚓ、コミ䝳ニ䜿ー䝅䝵ンス䜻ル上達。

授業計画



学期

春 演習 実

1クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

2クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

担当講師

ᆏᮏᾈᚿ

科目概要

科目名 科目区分

総合表⌧ไ作基礎

講師の実務経験（䝥ロデ䝳ーサー、ステージマ䝛ージャー）に基づき、コンサートの௻画、㐠Ⴀ、
出演を行䛖ことで、⮬ᕫ表⌧のア䜴ト䝥ットの方法を学びます。

到達目標
୍つのコンサートを作り上げるにはఱがᚲ要か、ኻᩋの経験もྵめて学䜣でいく。

授業計画

演目決ᐃのための音䛰し会③ ೃ⿵曲をᣢ䛱ᐤり、音を出して選曲の᳨ウᮦᩱにする。

テーマᡴ䛱合わせ
選曲や䝣ライ䝲ーのイメージになる、コンサート全体のテーマのᡴ
䛱合わせを行䛖。

テーマ 授業内容

ಀ分け（⯙ྎ┘╩、演出、䝣ロア、ᗈሗ） 全ဨがఱらかの㐠Ⴀのಀを担当する。

内容ᡴ䛱合わせ① ステージ全体のὶれを考える。

内容ᡴ䛱合わせ② 演出の基ᮏ䝥ランを考える。

演目決ᐃのための音䛰し会① ೃ⿵曲をᣢ䛱ᐤり、音を出して選曲の᳨ウᮦᩱにする。

演目決ᐃのための音䛰し会② ೃ⿵曲をᣢ䛱ᐤり、音を出して選曲の᳨ウᮦᩱにする。

ೃ⿵曲をᣢ䛱ᐤり、音を出して選曲の᳨ウᮦᩱにする。

クォーター末試験評価方法

出席率、授業䜈の取り組みጼໃに㔜Ⅼを⨨きます。
出席率䠖5㻜䠂
平ᖖⅬ䠖25䠂
試験䠖25䠂

テーマ 授業内容

演目決ᐃのための音䛰し会 ೃ⿵曲をᣢ䛱ᐤり、音を出して選曲の᳨ウᮦᩱにする。

学期末試験評価方法

出席率、授業䜈の取り組みጼໃに㔜Ⅼを⨨きます。
出席率䠖5㻜䠂
平ᖖⅬ䠖25䠂
試験䠖25䠂

䝣ライ䝲ー完成 㓄ᕸのẁ取りをᡴ䛱合わせる。

音楽総合アカデミー学科

演目決ᐃ ᮏ␒で演奏する曲を決ᐃする。

ᗈሗ計画決め ᗈሗᡭẁ、⠊ᅖをᡴ䛱合わせる。

ᗈሗ計画決め ල体ⓗなᗈሗ作業のᡭ分けをする。

演目決ᐃのための音䛰し会 ೃ⿵曲をᣢ䛱ᐤり、音を出して選曲の᳨ウᮦᩱにする。

演目決ᐃのための音䛰し会 ೃ⿵曲をᣢ䛱ᐤり、音を出して選曲の᳨ウᮦᩱにする。

演目決ᐃのための音䛰し会



学期

⛅ 演習 実

1クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

2クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

出席率、授業䜈の取り組みጼໃに㔜Ⅼを⨨きます。
出席率䠖5㻜䠂
平ᖖⅬ䠖25䠂
試験䠖25䠂

当日リハーサル③ 当日のリハーサル㻛サ䜴ンド䝏䜵ックに඘てる。

ᮏ␒① ᮏ␒に඘てる。

ᮏ␒② ᮏ␒に඘てる。

ᮏ␒③ ᮏ␒に඘てる。

まとめ ‽ഛからᮏ␒までを᳨ドする。

学期末試験評価方法

リハーサル④ 各曲のブラッ䝅䝳アッ䝥。

当日リハーサル① 当日のリハーサル㻛サ䜴ンド䝏䜵ックに඘てる。

当日リハーサル② 当日のリハーサル㻛サ䜴ンド䝏䜵ックに඘てる。

リハーサル③ 各曲のブラッ䝅䝳アッ䝥。

クォーター末試験評価方法

出席率、授業䜈の取り組みጼໃに㔜Ⅼを⨨きます。
出席率䠖5㻜䠂
平ᖖⅬ䠖25䠂
試験䠖25䠂

テーマ 授業内容

䠬䠝、ステージᡴ䛱合わせ 音㡪、照明スタッ䝣とのᡴ䛱合わせ。

リハーサル① 各曲のブラッ䝅䝳アッ䝥。

リハーサル② 各曲のブラッ䝅䝳アッ䝥。

㞟ᐈ確認
↓ᩱのコンサート䛰が、䛚ᐈ䛥䜣がいないと成り❧たないので、目
標と、⌧ᅾの᮶ሙ見込みᩘを確認する。

演出䝥ランᡴ䛱合わせ 㻹Cをྵめた演出䝥ランを決ᐃする。

内容ᡴ䛱合わせ ᭱⤊ⓗな㐍行のᡴ䛱合わせ。

講師の実務経験（䝥ロデ䝳ーサー、ステージマ䝛ージャー）に基づき、コンサートの௻画、㐠Ⴀ、
出演を行䛖ことで、⮬ᕫ表⌧のア䜴ト䝥ットの方法を学びます。

到達目標
୍つのコンサートを作り上げるにはఱがᚲ要か、ኻᩋの経験もྵめて学䜣でいく。

授業計画
テーマ 授業内容

科目概要

音楽総合アカデミー学科
担当講師

ᆏᮏᾈᚿ

科目名

総合表⌧ไ作基礎

科目区分



学期

㞟中 実習

1クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

2クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

担当講師

ᆏᮏᾈᚿ

科目概要

科目名 科目区分

総合表⌧ไ作実習

この科目は㞟中授業です。これまでに学䜣䛰▱㆑・経験をάかした、⮬主コンサート・イベントの
実᪋と௻画から実᪋までの総合ⓗなሗ࿌書をᥦ出し、それを評価します。
౛䠖እ部䠨䠥䠲䠡・コンサートの௻画・㐠Ⴀ・演奏㻛カリ䜻䝳ラム௨እのコース・ᑓᨷ主ദコンサート・䠨䠥
䠲䠡の௻画・㐠Ⴀ・演奏㻛᝟ሗᗈሙコンサート・䠨䠥䠲䠡௻画・㐠Ⴀ・演奏㻛総䠎主ദのライブの㐠Ⴀサ
䝫ート
到達目標
⮬主コンサート・イベントを実᪋し、そのコンサート・䠨䠥䠲䠡の完成度を上げるための取り組みを行
な䛖。また、⮬ᕫのά動ᒚṔやᑗ᮶ⓗな実᪋マニ䝳アルとなる䜘䛖なグ㘓を作成・⵳✚する。

授業計画
テーマ 授業内容

クォーター末試験評価方法

テーマ 授業内容

学期末試験評価方法

䛆ሗ࿌方法䛇᭱⤊クォーター᭱⤊日までに担௵䜈ᥦ出。
主ദ者としての௻画書とሗ࿌書（コンサートグ㘓と཰ᨭ等のሗ࿌）ᥦ出
学⏕」ᩘேに䜘る合同௻画もྍ（ణし㈐௵者明グ）、௻画書とሗ࿌書ᥦ出

音楽総合アカデミー学科

実



学期

春 演習

1クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

2クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

担当講師

ᗈ田 㟹அ

科目概要

科目名 科目区分

䝥レ䝊ンテー䝅䝵ンⅠ

この授業はⓙ䛥䜣が♫会に出るためにᚲ要な⬟ຊ、▱㆑のಟᚓを目指すᑵ業ᨭ᥼をコン䝉䝥ト
にしています。ேに⮬分の考えやᛮいをアピールするための䝥レ䝊ンテー䝅䝵ン(発表)や、各⮬
の音楽ά動に䛚ける目標タᐃや㐍ᤖ⟶理、目標達成度についての⮬ᕫ評価を行います。また䝥
レ䝊ンテー䝅䝵ンで使⏝する㻹i㼏㼞㼛㼟㼛㼒t 㻼㼛㼣㼑㼞㻼㼛intの᧯作についても学習します。

到達目標
ேにᑐして⮬分の考えをຠᯝⓗにఏえることができる䜘䛖になる。目標タᐃから達成までのຠᯝ
ⓗな⮬ᕫ⟶理、≧ἣにᛂ䛨た目標ಟ正な䛹、ᰂ㌾なᑐᛂができる䜘䛖になる。

授業計画

レ䝫ート
1クォーターでの目標の達成度、⮬ᕫ評価についてのレ䝫ートの
ᥦ出

授業概要の説明 音楽ά動に䛚ける⮬ᕫ䝥ロデ䝳ースの㔜要ᛶについて

テーマ 授業内容

目標タᐃ
音楽ά動に䛚ける各⮬の目標タᐃを行䛖（1クォーターでの目標、
1ᖺ㛫の目標）

⮬ᕫ表⌧演習 ༳㇟にṧる⮬ᕫ⤂௓を行䛖

㻼㼛㼣㼑㼞㻼㼛intの᧯作 㻹i㼏㼞㼛㼟㼛㼒t 㻼㼛㼣㼑㼞㻼㼛intの基ᮏ᧯作方法について

㻼㼛㼣㼑㼞㻼㼛intの᧯作 㻹i㼏㼞㼛㼟㼛㼒t 㻼㼛㼣㼑㼞㻼㼛intの基ᮏ᧯作方法について

ປാ法ついて ປാ法にか䜣するၥ㢟をグルー䝥で解⟅

㼃㻱㻮サイト（㻿㻺㻿㻘ブログ）⏝音楽䝥ロ䝣ィールの作成

クォーター末試験評価方法

出席率、授業䜈の取り組みጼໃに㔜Ⅼを⨨きます。
出席率䠖5㻜䠂
平ᖖⅬ䠖25䠂
試験䠖25䠂

テーマ 授業内容

目標タᐃ
1クォーターの目標、⮬ᕫ評価を㋃まえて2クォーターの目標タᐃ
を行䛖

学期末試験評価方法

出席率、授業䜈の取り組みጼໃに㔜Ⅼを⨨きます。
出席率䠖5㻜䠂
平ᖖⅬ䠖25䠂
試験䠖25䠂

レ䝫ート
2クォーターでの目標の達成度、⮬ᕫ評価についてのレ䝫ートの
ᥦ出

音楽総合アカデミー学科

⮬ᕫ表⌧演習 㻹i㼏㼞㼛㼟㼛㼒t 㻼㼛㼣㼑㼞㻼㼛intを⏝いた䝥レ䝊ンテー䝅䝵ンを行䛖

╧╀の㔜要ᛶについて
⮬ᕫ⟶理の୍⎔として╧╀の㔜要ᛶの理解をする
（⮬ᕫの╧╀の㉁についての䝏䜵ック䝅ート）

⮬ᕫ表⌧演習
๓回の授業に関連するテーマをᐃめ㻹i㼏㼞㼛㼟㼛㼒t 㻼㼛㼣㼑㼞㻼㼛intを⏝い
た䝥レ䝊ンテー䝅䝵ンを行䛖

ᒚṔ書作成 音楽業⏺䜈のᑵ業を㋃まえたᒚṔ書作成

音楽䝥ロ䝣ィール作成 パン䝣レット⏝音楽䝥ロ䝣ィールの作成

音楽䝥ロ䝣ィール作成

実



学期

⛅ 演習

3クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

4クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

出席率、授業䜈の取り組みጼໃに㔜Ⅼを⨨きます。
出席率䠖5㻜䠂
平ᖖⅬ䠖25䠂
試験䠖25䠂

⮬ᕫ表⌧演習
๓回の授業に関連するテーマをᐃめ㻹i㼏㼞㼛㼟㼛㼒t 㻼㼛㼣㼑㼞㻼㼛intを⏝い
た䝥レ䝊ンテー䝅䝵ンを行䛖

䝥レ䝊ンテー䝅䝵ン
各⮬でテーマをᐃめ㻹i㼏㼞㼛㼟㼛㼒t 㻼㼛㼣㼑㼞㻼㼛intを⏝いた䝥レ䝊ンテー
䝅䝵ンを行䛖

䝥レ䝊ンテー䝅䝵ン
各⮬でテーマをᐃめ㻹i㼏㼞㼛㼟㼛㼒t 㻼㼛㼣㼑㼞㻼㼛intを⏝いた䝥レ䝊ンテー
䝅䝵ンを行䛖

レ䝫ート
4クォーターでの目標の達成度、⮬ᕫ評価についてのレ䝫ートの
ᥦ出

レ䝫ート
௒ᖺ度の目標の達成度、⮬ᕫ評価、௒ᚋの取り組みについての
レ䝫ートのᥦ出

学期末試験評価方法

目標タᐃ
音楽ά動に䛚ける各⮬の目標タᐃを行䛖（4クォーターでの目標、
1ᖺ㛫の目標）

䝛ットリテラ䝅ー
䝋ー䝅ャルメディアでの音楽ά動（⮬ᕫ䝥ロデ䝳ース）に䛚ける༴
㝤ᛶを理解する

䝛ットリテラ䝅ー ⓗ確な᝟ሗの฼⏝、䜘り䜘い᝟ሗ発ಙについて

レ䝫ート
3クォーターでの目標の達成度、⮬ᕫ評価についてのレ䝫ートの
ᥦ出

クォーター末試験評価方法

出席率、授業䜈の取り組みጼໃに㔜Ⅼを⨨きます。
出席率䠖5㻜䠂
平ᖖⅬ䠖25䠂
試験䠖25䠂

テーマ 授業内容

⮬ᕫ表⌧演習
๓回の授業に関連するテーマをᐃめ㻹i㼏㼞㼛㼟㼛㼒t 㻼㼛㼣㼑㼞㻼㼛intを⏝い
た䝥レ䝊ンテー䝅䝵ンを行䛖

ᗂᑡ期について
ே᱁ᙧ成に大きなᙳ㡪を୚えるᗂᑡ期についてを᣺り㏉り、その
ほⅬ䜘り⮬ᕫ分ᯒを行䛖

⮬ᕫ表⌧演習
๓回の授業に関連するテーマをᐃめ㻹i㼏㼞㼛㼟㼛㼒t 㻼㼛㼣㼑㼞㻼㼛intを⏝い
た䝥レ䝊ンテー䝅䝵ンを行䛖

目標タᐃ
音楽ά動に䛚ける各⮬の目標タᐃを行䛖（3クォーターでの目標、
1ᖺ㛫の目標）

㛗ᡤ・▷ᡤ分ᯒ
クラスの学⏕㛫でⰋいところ・㛗ᡤをᩍえ合い、⮬ᕫのᐈほ分ᯒ
を行䛖

㛗ᡤ・▷ᡤ分ᯒ ᐈほⓗどⅬを㋃まえ、⮬ᕫの㛗ᡤ・▷ᡤをまとめる

この授業はⓙ䛥䜣が♫会に出るためにᚲ要な⬟ຊ、▱㆑のಟᚓを目指すᑵ業ᨭ᥼をコン䝉䝥ト
にしています。ேに⮬分の考えやᛮいをアピールするための䝥レ䝊ンテー䝅䝵ン(発表)や、各⮬
の音楽ά動に䛚ける目標タᐃや㐍ᤖ⟶理、目標達成度についての⮬ᕫ評価を行います。また䝥
レ䝊ンテー䝅䝵ンで使⏝する㻹i㼏㼞㼛㼟㼛㼒t 㻼㼛㼣㼑㼞㻼㼛intの᧯作についても学習します。

到達目標
ேにᑐして⮬分の考えをຠᯝⓗにఏえることができる䜘䛖になる。目標タᐃから達成までのຠᯝ
ⓗな⮬ᕫ⟶理、≧ἣにᛂ䛨た目標ಟ正な䛹、ᰂ㌾なᑐᛂができる䜘䛖になる。

授業計画
テーマ 授業内容

科目概要

音楽総合アカデミー学科
担当講師

ᗈ田 㟹அ

科目名

䝥レ䝊ンテー䝅䝵ンⅠ

科目区分

実



学期

春 演習

1クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

2クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

学期末試験評価方法

出席率、授業䜈の取り組みጼໃに㔜Ⅼを⨨きます。
出席率䠖5㻜䠂
平ᖖⅬ䠖25䠂
試験䠖25䠂

レ䝫ート
2クォーターでの目標の達成度、⮬ᕫ評価についてのレ䝫ートの
ᥦ出

音楽総合アカデミー学科

⮬ᕫ表⌧演習⑤ ⮬分のዲきなアーティストについての䝥レ䝊ンテー䝅䝵ンを行䛖。

⮬ᕫ表⌧演習䐤 ⮬分のዲきな䛂（௵ព）䛃についての䝥レ䝊ンテー䝅䝵ンを行䛖。

⮬ᕫ表⌧演習䐥 ⮬分のዲきな䛂（௵ព）䛃についての䝥レ䝊ンテー䝅䝵ンを行䛖。

ᒚṔ書作成 音楽業⏺䜈のᑵ業を㋃まえたᒚṔ書作成

音楽䝥ロ䝣ィール作成 パン䝣レット⏝音楽䝥ロ䝣ィールの作成

音楽䝥ロ䝣ィール作成

⮬ᕫ表⌧演習③ ①②と㐪䛖内容で⮬ᕫ⤂௓を行䛖。

⮬ᕫ表⌧演習④ ①②③と㐪䛖内容で⮬ᕫ⤂௓を行䛖。

㼃㻱㻮サイト（㻿㻺㻿㻘ブログ）⏝音楽䝥ロ䝣ィールの作成

クォーター末試験評価方法

出席率、授業䜈の取り組みጼໃに㔜Ⅼを⨨きます。
出席率䠖5㻜䠂
平ᖖⅬ䠖25䠂
試験䠖25䠂

テーマ 授業内容

目標タᐃ
1クォーターの目標、⮬ᕫ評価を㋃まえて2クォーターの目標タᐃ
を行䛖

この授業はⓙ䛥䜣が♫会に出るためにᚲ要な⬟ຊ、▱㆑のಟᚓを目指すᑵ業ᨭ᥼をコン䝉䝥ト
にしています。ேに⮬分の考えやᛮいをアピールするための䝥レ䝊ンテー䝅䝵ン(発表)や、各⮬
の音楽ά動に䛚ける目標タᐃや㐍ᤖ⟶理、目標達成度についての⮬ᕫ評価を行います。䛂䝥レ
䝊ンテー䝅䝵ンⅠ䛃の内容を㋃くしますが、それぞれ、䜘り῝い内容を᥀り下げます。

到達目標
ேにᑐして⮬分の考えをຠᯝⓗにఏえることができる䜘䛖になる。目標タᐃから達成までのຠᯝ
ⓗな⮬ᕫ⟶理、≧ἣにᛂ䛨た目標ಟ正な䛹、ᰂ㌾なᑐᛂができる䜘䛖になる。

授業計画

レ䝫ート
1クォーターでの目標の達成度、⮬ᕫ評価についてのレ䝫ートの
ᥦ出

授業概要の説明 音楽ά動に䛚ける⮬ᕫ䝥ロデ䝳ースの㔜要ᛶについて

テーマ 授業内容

目標タᐃ
音楽ά動に䛚ける各⮬の目標タᐃを行䛖（1クォーターでの目標、
1ᖺ㛫の目標）

⮬ᕫ表⌧演習① ༳㇟にṧる⮬ᕫ⤂௓を行䛖

⮬ᕫ表⌧演習② ①と㐪䛖内容で⮬ᕫ⤂௓を行䛖。

担当講師

ᆏᮏᾈᚿ

科目概要

科目名 科目区分

䝥レ䝊ンテー䝅䝵ン䊡 実



学期

⛅ 演習

3クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

4クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

科目概要

音楽総合アカデミー学科
担当講師

ᆏᮏᾈᚿ

科目名

䝥レ䝊ンテー䝅䝵ン䊡

科目区分

この授業はⓙ䛥䜣が♫会に出るためにᚲ要な⬟ຊ、▱㆑のಟᚓを目指すᑵ業ᨭ᥼をコン䝉䝥ト
にしています。ேに⮬分の考えやᛮいをアピールするための䝥レ䝊ンテー䝅䝵ン(発表)や、各⮬
の音楽ά動に䛚ける目標タᐃや㐍ᤖ⟶理、目標達成度についての⮬ᕫ評価を行います。䛂䝥レ
䝊ンテー䝅䝵ンⅠ䛃の内容を㋃くしますが、それぞれ、䜘り῝い内容を᥀り下げます。

到達目標
ேにᑐして⮬分の考えをຠᯝⓗにఏえることができる䜘䛖になる。目標タᐃから達成までのຠᯝ
ⓗな⮬ᕫ⟶理、≧ἣにᛂ䛨た目標ಟ正な䛹、ᰂ㌾なᑐᛂができる䜘䛖になる。

授業計画
テーマ 授業内容

目標タᐃ
音楽ά動に䛚ける各⮬の目標タᐃを行䛖（3クォーターでの目標、
1ᖺ㛫の目標）

㛗ᡤ・▷ᡤ分ᯒ
クラスの学⏕㛫でⰋいところ・㛗ᡤをᩍえ合い、⮬ᕫのᐈほ分ᯒ
を行䛖

㛗ᡤ・▷ᡤ分ᯒ ᐈほⓗどⅬを㋃まえ、⮬ᕫの㛗ᡤ・▷ᡤをまとめる

⮬ᕫ表⌧演習䐦 ㌟㏆なேの⤂௓をする。（ᐙ᪘、཭達）

⮬ᕫ表⌧演習䐧 ㌟㏆なேの⤂௓をする。（ᐙ᪘、཭達）

⮬ᕫ表⌧演習䐨 ㌟㏆なேの⤂௓をする。（ᐙ᪘、཭達）

レ䝫ート
3クォーターでの目標の達成度、⮬ᕫ評価についてのレ䝫ートの
ᥦ出

クォーター末試験評価方法

出席率、授業䜈の取り組みጼໃに㔜Ⅼを⨨きます。
出席率䠖5㻜䠂
平ᖖⅬ䠖25䠂
試験䠖25䠂

テーマ 授業内容

目標タᐃ
音楽ά動に䛚ける各⮬の目標タᐃを行䛖（4クォーターでの目標、
1ᖺ㛫の目標）

䝛ットリテラ䝅ー
䝋ー䝅ャルメディアでの音楽ά動（⮬ᕫ䝥ロデ䝳ース）に䛚ける༴
㝤ᛶを理解する

䝛ットリテラ䝅ー ⓗ確な᝟ሗの฼⏝、䜘り䜘い᝟ሗ発ಙについて

出席率、授業䜈の取り組みጼໃに㔜Ⅼを⨨きます。
出席率䠖5㻜䠂
平ᖖⅬ䠖25䠂
試験䠖25䠂

⮬ᕫ表⌧演習䐩
๓回の授業に関連するテーマをᐃめ㻹i㼏㼞㼛㼟㼛㼒t 㻼㼛㼣㼑㼞㻼㼛intを⏝い
た䝥レ䝊ンテー䝅䝵ンを行䛖

䝥レ䝊ンテー䝅䝵ン
各⮬でテーマをᐃめ㻹i㼏㼞㼛㼟㼛㼒t 㻼㼛㼣㼑㼞㻼㼛intを⏝いた䝥レ䝊ンテー
䝅䝵ンを行䛖

䝥レ䝊ンテー䝅䝵ン
各⮬でテーマをᐃめ㻹i㼏㼞㼛㼟㼛㼒t 㻼㼛㼣㼑㼞㻼㼛intを⏝いた䝥レ䝊ンテー
䝅䝵ンを行䛖

レ䝫ート
4クォーターでの目標の達成度、⮬ᕫ評価についてのレ䝫ートの
ᥦ出

レ䝫ート
௒ᖺ度の目標の達成度、⮬ᕫ評価、௒ᚋの取り組みについての
レ䝫ートのᥦ出

学期末試験評価方法

実



学期

㞟中 実習

1クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

2クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

テーマ 授業内容

音楽総合アカデミー学科
科目名 科目区分 担当講師

༞業ไ作㻛༞業演奏 ᆏᮏᾈᚿ

科目概要
この科目は㞟中授業です。
4ᖺ㛫の学習のまとめとして、ᑓᨷ実技試験にむけての取り組みや作ရの楽曲分ᯒ、作曲説明
書の内容を評価します。

到達目標
4ᖺ㛫の㞟大成に䜅䛥わしい、しっかりとした理ㄽ㻛▱㆑の⿬௜けの䛒る演奏や作ရไ作ができ
るための‽ഛとして取り組みます。

授業計画

クォーター末試験評価方法

テーマ 授業内容

᭱⤊クォーター᭱⤊日までに担௵䜈楽曲分ᯒまたは作曲説明書をᥦ出する。
学期末試験評価方法

実



共通科目群



学期

春 演習

1クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

2クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

音楽総合アカデミー学科

授業計画

㻺i㼏㼑 t㼛 m㼑㼑t 㼥㼛㼡㻍 ⮬分からᣵᣜしてみ䜘䛖

テーマ 授業内容

担当講師

㧗᲍㻛㓇஭

科目概要

科目名 科目区分

音楽ⱥ会ヰึ⣭Ⅰ

このコースではいろいろなテーマを基に、⮬分がゝってみたい、⪺いてみたいとᛮ䛖体験を✚䜣
でいきます。䝏ャン䝒のリズムを楽しみながらⱥㄒ表⌧を㌟につけ、講師のヰを⪺く䛰けでなく、
䝨ア䝽ークやά動を㏻して、ⱥㄒを⪺く楽し䛥、ⱥㄒをヰす楽し䛥を実ឤします。ⱥㄒの曲もḷい
ます。

到達目標
学期の⤊わりには、⮬分のⱥㄒでఏえたいことを発表し、እᅜேと㐍䜣でコミ䝳ニ䜿ー䝅䝵ンでき
る䜘䛖になることが目標です。

㻴㼛㼣 m㼡㼏h i㼟 thi㼟 㼎㼍㼓㻫 ㈙い≀をしてみ䜘䛖

㼃h㼍t㻓㼟 h㼑㼞 n㼍m㼑㻫 ཭䛰䛱にインタビ䝳ーしてみ䜘䛖

㻵㻓m 㼒㼞㼛m 㻶㼍㼜㼍n㻚 ⮬分の出㌟ᆅを⤂௓し䜘䛖

㻼㼞㼑㼟㼑nt㼍ti㼛n（発表）
௒まで習ったⱥㄒで⮬ᕫ⤂௓や⮬分アピールの発表を行いま
す。

㼀hi㼟 i㼟 m㼥 m㼛th㼑㼞㻚 ⮬分の大ษなேやものを⤂௓し䜘䛖

そのேのことを୍ゝで表してみ䜘䛖

㻿h㼑 i㼟 int㼑㼞㼑㼟tin㼓㻚 そのேの≉ᚩをఏえ䜘䛖

出席Ⅼ 3㻜㻑、平ᖖⅬ 3㻜㻑、発表Ⅼ 4㻜㻑
௒ồめられるⱥㄒຊとはコミ䝳ニ䜿ー䝅䝵ンするຊです。評価はᬑẁの出席ཬび、㛫㐪いをᜍれ
䛪に⮬分のᛮったことをⱥㄒで表⌧し䜘䛖とするែ度を㔜どします。

テーマ 授業内容

㼀h㼞㼑㼑 㼜i㼦㼦㼍㼟㻘 㼜㼘㼑㼍㼟㼑㻚 いくつḧしいのかをఏえ䜘䛖

㼃h㼑㼞㼑 㼐㼛 㼥㼛㼡 㼘i㼢㼑㻫

学期末試験評価方法

出席Ⅼ 3㻜㻑、平ᖖⅬ 3㻜㻑、発表Ⅼ 4㻜㻑
コミ䝳ニ䜿ー䝅䝵ンにᚲ要なのは、㞴しい単ㄒやᩥ法䜘りも、ఱとか┦ᡭにఏえ䜘䛖とするẼᣢ䛱
やែ度です。評価はᬑẁの出席ཬび、学䜣䛰ⱥㄒを使って⮬分のᛮいをఏえたり、㐍䜣でコミ䝳
ニ䜿ー䝅䝵ンし䜘䛖とするែ度を㔜どします。

㻼㼞㼑㼟㼑nt㼍ti㼛n（発表） እᅜே講師に⮬ᕫ⤂௓や㐌末のணᐃを発表します。

㻵 㼓㼛 㼟h㼛㼜㼜in㼓 㼛n 㼣㼑㼑㼗㼑n㼐㼟㻚 㐌末にはఱをするかをఏえ䜘䛖

㻾㼑㼢i㼑㼣 ௒学期の総᚟習をし䜘䛖

クォーター末試験評価方法

ᐙの中にఱが䛒るかᩍえ䜘䛖

㻵㼟 th㼑㼞㼑 㼍 㼎㼡㼟 t㼛 th㼑 㼍i㼞㼜㼛㼞t㻫 行きたいሙᡤをた䛪䛽てみ䜘䛖

㼃h㼑㼞㼑 㼍㼞㼑 m㼥 㼗㼑㼥㼟㻫

㼃h㼍t tim㼑 㼐㼛㼑㼟 th㼑 㼘i㼎㼞㼍㼞㼥 㼛㼜㼑n㻫 ᫬㛫をఏえ䜘䛖



学期

⛅ 演習

3クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

4クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

出席Ⅼ 3㻜㻑、平ᖖⅬ 3㻜㻑、発表Ⅼ 4㻜㻑
コミ䝳ニ䜿ー䝅䝵ンにᚲ要なのは、㞴しい単ㄒやᩥ法䜘りも、ఱとか┦ᡭにఏえ䜘䛖とするẼᣢ䛱
やែ度です。評価はᬑẁの出席ཬび、学䜣䛰ⱥㄒを使って⮬分のᛮいをఏえたり、㐍䜣でコミ䝳
ニ䜿ー䝅䝵ンし䜘䛖とするែ度を㔜どします。

㻴㼛㼣 㼣㼍㼟 㼥㼛㼡㼞 㼢㼍㼏㼍ti㼛n㻫 ఇᬤのᛮい出をఏえ䜘䛖

㻴㼛㼣 m㼡㼏h 㼐㼛 㼥㼛㼡 㼟㼜㼑n㼐 㼑㼍㼏h m㼛nth㻫 䛚㔠の使い方をヰしてみ䜘䛖

㻴㼛㼣 㼐㼛 㻵 㼓㼑t t㼛 th㼑 㼎㼍n㼗㻫 わかりやすく㐨᱌内し䜘䛖

㻾㼑㼢i㼑㼣 ௒学期の総᚟習をし䜘䛖

㻼㼞㼑㼟㼑nt㼍ti㼛n（発表） እᅜேのඛ⏕に⮬ᕫ⤂௓やఇᬤについて発表します。

学期末試験評価方法

㻵㻓m 㼓㼛in㼓 t㼛 㼓㼛 㼟i㼓ht㼟㼑㼑in㼓㻚 ఇᬤにఱをするかヰしてみ䜘䛖

テーマ 授業内容

㻼㼘㼑㼍㼟㼑 㼐㼛n㻓t 㼜㼘㼍㼥 㼘㼛㼡㼐 m㼡㼟i㼏㻚 ルールについてヰしてみ䜘䛖

㻵 h㼍㼢㼑 㼍 h㼑㼍㼐㼍㼏h㼑㻚 ⑕≧をఏえ䜘䛖

出席Ⅼ 3㻜㻑、平ᖖⅬ 3㻜㻑、発表Ⅼ 4㻜㻑
௒ồめられるⱥㄒຊとはコミ䝳ニ䜿ー䝅䝵ンするຊです。評価はᬑẁの出席ཬび、㛫㐪いをᜍれ
䛪に⮬分のᛮったことをⱥㄒで表⌧し䜘䛖とするែ度を㔜どします。

㻵 㼏㼍n 㼜㼘㼍㼥 㼎㼍㼟㼑㼎㼍㼘㼘㻚 䛹䜣なことができるのかをఏえ䜘䛖

㻵 㼘i㼗㼑 㻵t㼍㼘i㼍n 㼒㼛㼛㼐㻚 簡単に作り方をᩍえ䜘䛖

C㼍n 㼥㼛㼡 㼏㼍㼘㼘 㼎㼍㼏㼗 㼘㼍t㼑㼞㻫 㟁ヰをしてみ䜘䛖

㼃㼛㼡㼘㼐 㼥㼛㼡 㼘i㼗㼑 t㼛 㼓㼛 t㼛 th㼑 m㼛㼢i㼑㼟㻫 上ᡭな㏉⟅の仕方を考え䜘䛖

㻼㼞㼑㼟㼑nt㼍ti㼛n（発表）
௒まで習ったⱥㄒで⮬ᕫ⤂௓や⮬分をアピールする発表を行い
ます。

クォーター末試験評価方法

㻵 㼐㼛 㼗㼍㼞㼍㼛㼗㼑 㼛n 㼃㼑㼐n㼑㼟㼐㼍㼥㼟㻚 ᬑẁしていることをヰしてみ䜘䛖

科目概要
このコースではいろいろなテーマを基に、⮬分がゝってみたい、⪺いてみたいとᛮ䛖体験を✚䜣
でいきます。䝏ャン䝒のリズムを楽しみながらⱥㄒ表⌧を㌟につけ、講師のヰを⪺く䛰けでなく、
䝨ア䝽ークやά動を㏻して、ⱥㄒを⪺く楽し䛥、ⱥㄒをヰす楽し䛥を実ឤします。ⱥㄒの曲もḷい
ます。

到達目標
学期の⤊わりには、⮬分のⱥㄒでఏえたいことを発表し、እᅜேと㐍䜣でコミ䝳ニ䜿ー䝅䝵ンでき
る䜘䛖になることが目標です。

授業計画
テーマ 授業内容

㼃h㼑㼞㼑 㼐㼛 㼥㼛㼡 㼣㼛㼞㼗㻫 䛹䜣な⫋業にᑵきたいかをఏえ䜘䛖

音楽総合アカデミー学科
担当講師

㧗᲍ 㻛 㓇஭

科目名

音楽ⱥ会ヰึ⣭䊡

科目区分



学期

春 演習 実

1クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

2クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

学期末試験評価方法

【試験方法】歌唱試験
口のフォームや英語本来のリズムに沿ったフレーズ感であるか等を評価します。
【評価項目】試験結果20%、平常点30%、出席50%

学期末試験 グループでの英語楽曲歌唱試験

音楽総合アカデミー学科

総復習 夏期休暇明けのため、第1クォーターを含む学習内容の総復習

期末試験準備(1)
少人数グループでの英語楽曲歌唱試験に向けての楽曲の開示
ならびに解説

期末試験準備(2) 同上。上記楽曲の実技演習

コミュニケーション演習(2)
同上。回数を重ねることで徐々に英語のみでのゲームの成立を
目指します

英文法(1) 冠詞および過去形・過去分詞の違い

英文法(2)

発音(2) 子音と母音の個別発音演習

歌唱 詩や楽曲構造の解説の上、英語歌曲の演習

前置詞および句動詞

クォーター末試験評価方法

【試験方法】インタビュー試験
文法的な正しさよりも、コミュニケーションとしての流暢さおよび応用性を評価します。
【評価項目】試験結果20%、平常点30%、出席50%

テーマ 授業内容

コミュニケーション演習(1)
グループで単語当て人狼ゲーム「ワードウルフ」を行い、コミュニ
ケーション能力と言い換えスキルの獲得

英会話ならびに英文法を、音楽的観点から学びます。
尚、講師はヨーロッパにて15年間の在住経験を持ち、株式会社テレビ朝日での映像翻訳の実務
経験、ならびにキングレコード株式会社での英仏独文翻訳およびライナーノート執筆の実務経験
を持ちます。

到達目標
英語は難しい勉強であるという心理的なブロックを排し、母国語と同じような仕組みの上に成り
立っているコミュニケーションツールであるということ、および西洋音楽発展の歴史のうえで極め
て密接な関係にあるということを理解する見地を育みます。

授業計画

クォーター末試験 講師と一対一でのインタビュー形式試験

科目概要 講師自己紹介ならびにコース説明

テーマ 授業内容

音楽史と西洋言語の関係性概論
教会音楽の樹立からポップミュージックの発展に至るまでの音楽
の歴史と、西洋言語の密接な関係性

SVO基本文型 英語の核となるSVO基本文型（主語・動詞・目的語）とその応用性

発音(1)
英語の基本概念となる音節についての説明、ならびに子音と母
音の分離

担当講師

岩橋 宣輔

科目概要

科目名 科目区分

音楽英会話初級 Ⅰ



学期

秋 演習 実

3クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

4クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

科目概要

音楽総合アカデミー学科
担当講師

岩橋 宣輔

科目名

音楽英会話初級 Ⅱ

科目区分

英会話ならびに英文法を、音楽的観点から学びます。
尚、講師はヨーロッパにて15年間の在住経験を持ち、株式会社テレビ朝日での映像翻訳の実務
経験、ならびにキングレコード株式会社での英仏独文翻訳およびライナーノート執筆の実務経験
を持ちます。

到達目標
春学期に引き続き、英語がコミュニケーションツールとして普遍的なものであり、音楽とも密接な
関係性にあることを学んでゆきます。秋学期は春学期から継続しての受講者と新規受講者が混
在するため、カリキュラムが大幅に変更される可能性があります。

授業計画
テーマ 授業内容

科目概要 講師自己紹介ならびにコース説明

音節(1)
英語の基本概念となる音節についての説明、ならびに子音と母
音の分離

音節(2) 音節の数え方および発音実習

SVO基本文型
英語の核となるSVO基本文型（主語・動詞・目的語）とその応用
性。春学期に引き続き、最重要テーマのため復習します

履歴書作成(1)
音楽関係者にとって重要なプロフィール文および履歴書を英語で
作成

履歴書作成(2) 同上。上記履歴書に基づく自己PRプレゼンテーション実践

クォーター末試験
第5回、第6回の授業で作成したプレゼンテーションに基づく個別
インタビュー試験

クォーター末試験評価方法

【試験方法】インタビュー試験
文法的な正しさよりも、コミュニケーションとしての流暢さおよび応用性を評価します。
【評価項目】試験結果20%、平常点30%、出席50%

テーマ 授業内容

第1回目の授業テーマ
第1回目の授業内容を50字以内で記入してください。このセルは
自動折り返しの設定になっています。

クリスマスキャロル歌唱
西洋において重要な音楽文化であるクリスマスキャロルについて
の説明と歌唱

総復習 冬期休暇明けのため、第3クォーターを含む学習内容の総復習

【試験方法】歌唱試験
口のフォームや英語本来のリズムに沿ったフレーズ感であるか等を評価します。
【評価項目】試験結果20%、平常点30%、出席50%

コミュニケーション演習(3)
グループで単語当て人狼ゲーム「ワードウルフ」を行い、コミュニ
ケーション能力と言い換えスキルの獲得

コミュニケーション演習(4)
同上。より大人数でのグループ分けによるディスカッション形式で
のゲームの成立を目標とします

期末試験準備(1)
少人数グループでの英語楽曲歌唱試験に向けての楽曲の開示
ならびに解説

期末試験準備(2) 同上。上記楽曲の実技演習

学期末試験 グループでの英語楽曲歌唱試験

学期末試験評価方法



学期

春 演習

1クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

2クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

担当講師

䝒䜯イ・䝨イルン

科目概要

科目名 科目区分

音楽ⱥ会ヰ中⣭Ⅰ

ⱥㄒに䜘る日ᖖⓗなゝㄒά動（⫈く・ヰす・読む・書く）が行える䜘䛖、⮬↛かつὶᬸにⱥ会ヰがで
きる䜘䛖にする。ᑦ、講師は音楽␃学のカ䜴ン䝉リング、大学ཷ験ⱥㄒᑐ⟇等の実務経験が䛒る
経験㇏ᐩな䝥ロ䝣䜵ッ䝅䝵ナルです。
ᩍᮦ・ཧ考書䠖担当講師䜘り指♧䛥れる。㎡書はᚲ䛪ᣢཧすること。

到達目標
⮬ಙをᣢってⱥㄒで会ヰできる䜘䛖になるス䜻ルを㌟につける。そのためにᚲ要なㄒᙡとᩥ法の
習ᚓཬび、ᵝ䚻な内容のテ䜻スト（グルー䝥ディスカッ䝅䝵ン）の使⏝に䜘り、ⱥㄒコミ䝳ニ䜿ー䝅䝵
ン⬟ຊをも㣴成する。

授業計画

期中試験 㻹i㼐t㼑㼞m 㼑㼤㼍m㻚

ᣵᣜ、⮬ᕫ⤂௓ C㼛㼡㼞㼟㼑 㼛㼢㼑㼞㼢i㼑㼣㻚 㻳㼑ttin㼓 t㼛 㼗n㼛㼣 㼑㼍㼏h 㼛th㼑㼞㻚

テーマ 授業内容

楽器⤂௓ 㻵 㼃h㼍t㻓㼟 㼥㼛㼡㼞 㼒㼍㼢㼛㼞it㼑 m㼡㼟i㼏㼍㼘 in㼟t㼞㼡m㼑nt㻫

楽器⤂௓ 㻵㻵 㻵nt㼞㼛㼐㼡㼏in㼓 㼍n㼐 㼜㼘㼍㼥in㼓 㼥㼛㼡㼞 in㼟t㼞㼡m㼑nt in 㼏㼘㼍㼟㼟㻚

䛹䜣な音楽がዲきですか䠛 㼃h㼍t 㼗in㼐 㼛㼒 m㼡㼟i㼏 㼐㼛 㼥㼛㼡 㼘i㼗㼑 㼍n㼐 㼣h㼥㻫

作曲ᐙ㻒作モᐙ⤂௓ 㻿t㼡㼐㼑nt㼟 㼣i㼘㼘 㼟h㼍㼞㼑 㼍n㼐 㼐i㼟㼏㼡㼟㼟 th㼑i㼞 㼒㼍㼢㼛㼞it㼑 㼏㼛m㼜㼛㼟㼑㼞㼟㻚

᚟習 㻾㼑㼢i㼑㼣㻚

㼃h㼍t t㼛 㼟㼍㼥 㼍t 㼞㼑㼏it㼍㼘㻫

クォーター末試験評価方法

試験䠖2㻜㻑䚷ㄢ㢟䠖1㻜㻑䚷発表䠖35㻑䚷平ᖖⅬ䠖35㻑
合計䠖1㻜㻜㻑

テーマ 授業内容

音楽⏝ㄒ 㻮㼑㼓inn㼑㼞㻓㼟 㼓㼡i㼐㼑 t㼛 㼡n㼐㼑㼞㼟t㼍n㼐in㼓 m㼡㼟i㼏㼍㼘 t㼑㼞m㼟㻚

学期末試験評価方法

試験䠖3㻜㻑䚷ㄢ㢟䠖1㻜㻑䚷発表䠖3㻜㻑䚷平ᖖⅬ䠖3㻜㻑
合計䠖1㻜㻜㻑

期末試験 㻲in㼍㼘 㼑㼤㼍m㻚

音楽総合アカデミー学科

発表会 スピー䝏 㻵㻵 㻴㼛㼣 t㼛 㼎㼡i㼘㼐 th㼑 㼜㼑㼞㼒㼑㼏t 㼞㼑㼏it㼍㼘 㼣㼑㼘㼏㼛m㼑 㼟㼜㼑㼑㼏h㻚

音楽⚍⤂௓ 㻵 㼃h㼍t i㼟 㼥㼛㼡㼞 㼒㼍㼢㼛㼞it㼑 m㼡㼟i㼏 㼒㼑㼟ti㼢㼍㼘㻫 㻿h㼍㼞㼑 㼥㼛㼡㼞 㼑㼤㼜㼑㼞i㼑n㼏㼑㻚

音楽⚍⤂௓ 㻵㻵 㼃h㼑㼞㼑 i㼟 th㼑 㼒㼑㼟ti㼢㼍㼘 㼎㼑 h㼑㼘㼐㻫 㻰i㼟㼏㼡㼟㼟i㼛n㼟 㼍n㼐 㼒㼑㼑㼐㼎㼍㼏㼗㼟㻚

ᾏእ᪑行 㻵 㼀㼞㼍㼢㼑㼘 㼑n㼓㼘i㼟h 㼛㼢㼑㼞㼢i㼑㼣

ᾏእ᪑行 㻵㻵 㼀㼞㼍㼢㼑㼘 㼑n㼓㼘i㼟h 2㻚

発表会 スピー䝏 㻵



学期

⛅ 演習

3クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

4クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

試験䠖3㻜㻑䚷ㄢ㢟䠖1㻜㻑䚷発表䠖3㻜㻑䚷平ᖖⅬ䠖3㻜㻑
合計䠖1㻜㻜㻑

コンサート⤂௓ 㻵 C㼛n㼏㼑㼞t 㼑㼤㼜㼑㼞i㼑n㼏㼑㻦 㼃h㼑n㻫 㼃h㼑㼞㼑㻫㼃h㼍t㻓㼟 th㼑 㼜㼞㼛㼓㼞㼍m㻫

コンサート⤂௓ 㻵㻵 C㼛n㼏㼑㼞t 㼞㼑㼢i㼑㼣㻚

マスタークラス 㻵m㼜㼞㼛㼢in㼓 㼟t㼡㼐㼑nt㼟㻓 㼟㼜㼑㼍㼗in㼓 㼍㼎i㼘it㼥 th㼞㼛㼡㼓h m㼍㼟t㼑㼞㼏㼘㼍㼟㼟㻚

᚟習 㻾㼑㼢i㼑㼣㻚

期末試験 㻲in㼍㼘 㻱㼤㼍m㻚

学期末試験評価方法

面᥋ (大学) 㻵m㼜㼞㼛㼢in㼓 㼏㼛㼘㼘㼑㼓㼑 int㼑㼞㼢i㼑㼣 㼟㼗i㼘㼘㼟㻚

面᥋ (仕஦) 㻵m㼜㼞㼛㼢in㼓 㼖㼛㼎 int㼑㼞㼢i㼑㼣 㼟㼗i㼘㼘㼟㻚

演奏会ឤ᝿ 㻾㼑㼏it㼍㼘 㼞㼑㼢i㼑㼣㻚

期中試験 㻹i㼐t㼑㼞m 㼑㼤㼍m㻚

クォーター末試験評価方法

試験䠖2㻜㻑䚷ㄢ㢟䠖1㻜㻑䚷発表䠖35㻑䚷平ᖖⅬ䠖35㻑
合計䠖1㻜㻜㻑

テーマ 授業内容

音楽の䝥ロ䝣ィールを書く 㻴㼛㼣 t㼛 㼣㼞it㼑 㼍 㼜㼞㼛㼒i㼘㼑㻚

リハーサル演奏技法 㻵m㼜㼞㼛㼢in㼓 㼟t㼡㼐㼑nt㼟㻓 㼟㼜㼑㼍㼗in㼓 㼍㼎i㼘it㼥 th㼞㼛㼡㼓h 㼞㼑h㼑㼍㼞㼟㼍㼘㻚

᚟習 㻾㼑㼢i㼑㼣㻚

日ᖖⱥ会ヰ（学ᰯ） C㼛㼡㼞㼟㼑 㼛㼢㼑㼞㼢i㼑㼣㻚 㻳㼑ttin㼓 t㼛 㼗n㼛㼣 㼑㼍㼏h 㼛th㼑㼞㻚

ᑗ᮶の計画 㻸㼛n㼓㻙t㼑㼞m 㼍n㼐 㼟h㼛㼞t㻙t㼑㼞m 㼓㼛㼍㼘㼟㻚

音楽のᒚṔを書く 㻴㼛㼣 t㼛 㼣㼞it㼑 㼍 㼞㼑㼟㼡m㼑㻚

ⱥㄒに䜘る日ᖖⓗなゝㄒά動（⫈く・ヰす・読む・書く）が行える䜘䛖、⮬↛かつὶᬸにⱥ会ヰがで
きる䜘䛖にする。ᑦ、講師は音楽␃学のカ䜴ン䝉リング、大学ཷ験ⱥㄒᑐ⟇等の実務経験が䛒る
経験㇏ᐩな䝥ロ䝣䜵ッ䝅䝵ナルです。
ᩍᮦ・ཧ考書䠖担当講師䜘り指♧䛥れる。㎡書はᚲ䛪ᣢཧすること。

到達目標
⮬ಙをᣢってⱥㄒで会ヰできる䜘䛖になるス䜻ルを㌟につける。そのためにᚲ要なㄒᙡとᩥ法の
習ᚓཬび、ᵝ䚻な内容のテ䜻スト（グルー䝥ディスカッ䝅䝵ン）の使⏝に䜘り、ⱥㄒコミ䝳ニ䜿ー䝅䝵
ン⬟ຊをも㣴成する。

授業計画
テーマ 授業内容

科目概要

音楽総合アカデミー学科
担当講師

䝒䜯イ・䝨イルン

科目名

音楽ⱥ会ヰ中⣭䊡

科目区分



学期

春 演習 実

1クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

2クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

学期末試験評価方法

㻼㼂作ရの完成度、オリジナリティ。平ᖖ᫬の授業ែ度と出席≧ἣ。

作ရ発表 ไ作≀の発表と、その作ရについてのコメント㻛ディスカッ䝅䝵ン。

音楽総合アカデミー学科

㻼㼂の編㞟䠎 編㞟の⥆きを行いᥦ出します。

㻼㼂の編㞟䠏 編㞟の⥆きを行いᥦ出します。

画像編㞟の᚟習 䠟䠠ジャ䜿ットの᚟習をව䛽たไ作をしそれを完成しᥦ出します。

㻼㼂 ⤮コンテを᧜ᙳ
䠬䠲の௻画書と使⏝するオリジナル曲をᥦ出します。䚷⤮コンテを
完成します。

㻼㼂の実෗
⤮コンテにἢって、ᫎ像⣲ᮦの᧜ᙳを行います。クロマ䜻ー᧜ᙳ
もྍ⬟。

㻼㼂の編㞟䠍

C㻰ジャ䜿ットไ作䠎
㻼h㼛t㼛㼟h㼛㼜のマジック䝽ンドのษりᢤきな䛹、䝒ールを使った編㞟
作業をする。

C㻰ジャ䜿ットไ作䠏
㻭㼐㼛㼎㼑 㻵㼘㼘㼡㼟t㼞㼍t㼛㼞を使い、C㻰ᕤሙのテン䝥レートに෗┿⣲ᮦやᩥ
Ꮠධれをする。

ṧりの᧜ᙳとᚲ要にᛂ䛨て䜶䝣䜵クトな䛹を⏝いて編㞟をጞめま
す。

クォーター末試験評価方法

㻼h㼛t㼛㼟h㼛㼜、㻵㼘㼘㼡㼟t㼞㼍t㼛㼞の理解度。作ရのオリジナリティ。平ᖖ᫬の授業ែ度と出席≧ἣ。

テーマ 授業内容

㻼㼂ไ作について
ᵝ䚻な䝥ロモー䝅䝵ンビデオをほてディスカッ䝅䝵ンをします。クロ
マ䜻ー᧜ᙳや編㞟౛もほます。

アーティストとして⮬ᕫの楽曲を、䜘りከくのே䚻にᒆけるため、㻭㼐㼛㼎㼑 㻰㼀㻼䝋䝣トをά⏝し、C㻰デ䝄イン、
ミ䝳ージック・ビデオไ作、䝣ライ䝲ーไ作、㼃㼑㼎デ䝄イン、C㻹や䝥ロモー䝅䝵ン・䞂ィデオの動画ไ作を目ⓗ
とします。講師はΏ㎶⨾㔛・ྜྷᕝ᫭ྖ・⡿⡿C㻸㼁㻮な䛹のライブサ䝫ート、レコーディングに作・編曲科、䜻ー
ボード䝥レー䝲ーとしてཧຍ。 ⡿ 㻺㼑㼣 㼅㼛㼞㼗にて2㻜ᖺ㛫 同ᵝの音楽ά動な䛹の実⦼が䛒る。

到達目標
㻭㼐㼛㼎㼑 㻰㼀㻼䝋䝣トを⧞り㏉しά⏝し、䞂ィジ䝳アルアートไ作をすることで、䝋䝣トのᶵ⬟を▱り、䞂ィジ䝳アル
ຠᯝを体験し、楽しみながらス䜻ルを㌟につくけることが目標です。また㼂i㼐㼑㼛にᑐする音楽のከ大な㔜要
ᛶも理解できるとᛮいます。

授業計画

C㻰ジャ䜿ット完成・ᥦ出
C㻰ジャ䜿ットไ作を完成しᥦ出する。作ရについてのコメント㻛
ディスカッ䝅䝵ン。

㼂i㼟㼡㼍㼘アートについて
㻼㼂㚷㈹やデ䝄インの౛をほて、音楽や㼂i㼟㼡㼍㼘アートについての
ディスカ䝅䝵ンします。

テーマ 授業内容

明かり・ගについて
ගのᛶ㉁の㐪いに䜘るテクス䝏ャーを体験。㟼Ṇ画をᐊ内ග・ኴ
㝧ග・スタジオライトで᧜ᙳする。

㻼h㼛t㼛㼟h㼛㼜の基ᮏ᧯作
C㻰ジャ䜿ットをᛕ㢌に᧜ᙳした㟼Ṇ画を㻭㼐㼛㼎㼑 㻼h㼛t㼛㼟h㼛㼜にධれ
て明る䛥やⰍのㄪᩚを体験する。

C㻰ジャ䜿ットไ作䠍䚷 ෗┿⣲ᮦを㞟め㻼h㼛t㼛㼟h㼛㼜でC㻰ジャ䜿ットサイズにຍᕤ・合成。

担当講師

ዉⰋ部໶平

科目概要

科目名 科目区分

㻼㼂ไ作Ⅰ



学期

⛅ 演習 実

3クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

4クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

科目概要

音楽総合アカデミー学科
担当講師

ዉⰋ部໶平

科目名

㻼㼂ไ作䊡

科目区分

アーティストとして⮬ᕫの楽曲を、䜘りከくのே䚻にᒆけるため、㻭㼐㼛㼎㼑 㻰㼀㻼䝋䝣トをά⏝し、C㻰デ
䝄イン、ミ䝳ージック・ビデオไ作、䝣ライ䝲ーไ作、㼃㼑㼎デ䝄イン、C㻹や䝥ロモー䝅䝵ン・䞂ィデオ
の動画ไ作を目ⓗとします。講師はΏ㎶⨾㔛・ྜྷᕝ᫭ྖ・⡿⡿C㻸㼁㻮な䛹のライブサ䝫ート、レ
コーディングに作・編曲科、䜻ーボード䝥レー䝲ーとしてཧຍ。 ⡿ 㻺㼑㼣 㼅㼛㼞㼗にて2㻜ᖺ㛫 同ᵝの
音楽ά動な䛹の実⦼が䛒る。
到達目標
デスクトッ䝥・パブリッ䝅ング(㻰㼀㻼)の䝋䝣トを᭦に使いこなして、テクニックを㌟に௜け、ᑗ᮶ⓗな
ᛂ⏝に役❧ててḧしいとᛮいます。

授業計画
テーマ 授業内容

画像編㞟䝋䝣ト・アドバンス 㻼h㼛t㼛㼟h㼛㼜と㻵㼘㼘㼡㼟t㼞㼍t㼛㼞のアドバンス・テクニックを学びます。

名่ไ作 画像編㞟䝋䝣トを使い名่ไ作をします。

䝣ライ䝲ーไ作 1 画像編㞟䝋䝣トを使いコンサートの䝣ライ䝲ーをไ作をします。

䝣ライ䝲ーไ作 2 䝣ライ䝲ーを完成します。

㼃㼑㼎デ䝄インไ作䠍
ከᵝな音楽⣔㼃㼑㼎デ䝄インを㚷㈹し、㼃㼑㼎䝣ロント䝨ージのデ䝄イ
ンにとりかかります。

㼃㼑㼎デ䝄インไ作䠎 㼃㼑㼎䝣ロント䝨ージのデ䝄インを完成します。

ᥦ出と作ရ発表 3㼞㼐クォーターの作ရ発表とディスカッ䝅䝵ンをします。

クォーター末試験評価方法

㻼h㼛t㼛㼟h㼛㼜、㻵㼘㼘㼡㼟t㼞㼍t㼛㼞ά⏝の理解度。作ရのオリジナリティ。平ᖖ᫬の授業ែ度と出席≧ἣ。

テーマ 授業内容

C㻹音楽とᫎ像を考える
C㻹作ရを㚷㈹・ディスカッ䝅䝵ンし、ಶ䚻が᧜ᙳไ作ྍ⬟なC㻹作
ရを௻画し、⤮コンテをᥥく。

C㻹⤮コンテを᧜ᙳ
ಶ䚻に書いた⤮コンテを㟼Ṇ画に᧜ᙳし、㻭㼐㼛㼎㼑 㻼h㼛t㼛㼟h㼛㼜でⰍ
௜け作業をする。

C㻹⤮コンテを編㞟
ຍᕤ䛥れた㟼Ṇ画の⤮コンテを㻭㼐㼛㼎㼑 㻼㼞㼑mi㼑㼞㼑に取り込み、音楽
に㍕せて編㞟する。

C㻹作ရの完成度、オリジナリティ。平ᖖ᫬の授業ែ度と出席≧ἣ。

C㻹の実෗
ไ作した⤮コンテ㼂i㼐㼑㼛に‽䛨てᫎ像の実෗をする。クロマ䜻ー᧜
ᙳཬび編㞟を説明します。

C㻹の実෗と編㞟 動画᧜ᙳの⥆きと 㻼㼞㼑mi㼑㼞㼑の編㞟作業。

C㻹の編㞟 動画編㞟作業の⥆き、ಶ䚻䜈のアドバイス。

C㻹作ရ完成・ᥦ出 編㞟・書き出し作業とᥦ出。

C㻹作ရ発表 ไ作≀の発表と、その作ရについてのコメント㻛ディスカッ䝅䝵ン。

学期末試験評価方法



学期

春 講⩏ 実

1クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

2クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

学期末試験評価方法

出席・平ᖖⅬ6㻜䠂䚷発表・ミニレ䝫ート4㻜䠂

発表ᙧᘧの試験です
ベートー䞂䜵ンの⏕ᾭや䜶ピ䝋ードを発表、又はᙼの作ရや関連
する曲の演奏な䛹を、各⮬が行います。

音楽総合アカデミー学科

䝉ビリアの理㧥師の㚷㈹
ロッ䝅ーニ作曲のオ䝨ラ䛂䝉ビリアの理㧥師䛃を㚷㈹し、ឤ᝿をミニ
レ䝫ートに書きます。

楽器の㐍໬と、⟶ᘻ楽の㡪き
オー䜿ストラの編成をㄪ䜉てみまし䜗䛖䟿それから䞂䜯イオリニス
ト、パガニーニについて⤂௓します。

な䛬指᥹者がᚲ要になったのか䠛
作曲ᐙの⏕άや、曲が作られる目ⓗがኚ໬してきたことを理解し
ます。⤯ᑐ音楽と標㢟音楽についても学びます。

ベートー䞂䜵ンの作ရ
ᚋの作曲ᐙにたく䛥䜣ᙳ㡪を୚えた஺㡪曲・ピアノ䝋ナタを中ᚰ
に、作ရを楽譜と音でぬえまし䜗䛖。

ロッ䝅ーニ
イタリアオ䝨ラ作曲ᐙのᙼは、⿱⚟で大ኚなグルメでした。作ရ・
䜶ピ䝋ードを⤂௓します。

これまで書かれたオ䝨ラの⤂௓

ྂ඾ὴについて・ハイドン
䠍䠌䠌曲௨上の஺㡪曲を作ったハイドンと、䝋ナタᙧᘧ・஺㡪曲な䛹
ᙧᘧについてを、楽譜と音で理解しまし䜗䛖。

モー䝒アルト
䠏䠑ᖺの▷い⏕ᾭに6㻜㻜䡚7㻜㻜曲も曲を作り⚄❺といわれたモー䝒
アルトと、当᫬のᐑᘐと音楽ᐙの関ಀについてみまし䜗䛖。

バロックオ䝨ラの作曲ᐙやその内容、モー䝒アルトの書いた主な
オ䝨ラ、ベートー䞂䜵ンの䝣ィデリオな䛹について⤂௓します。

クォーター末試験評価方法

出席・平ᖖⅬ6㻜䠂、レ䝫ート4㻜䠂

テーマ 授業内容

ベートー䞂䜵ンの⏕ᾭと⫼ᬒ
⏕い❧䛱、ᐙ᪘関ಀやᛶ᱁、⏕ά᣺りにᜊឡ䜶ピ䝋ード、曲㢼に
ついてと、᫬௦⫼ᬒについて学びます。

⏕άの中にいつも音楽が䛒ります。୍体いつからᏑᅾしたのでし䜗䛖䠛ルー䝒はྂ௦ですが、授
業では楽譜らしいものがᏑᅾし音が෌⌧できた᫬௦からጞめます。この科目では講師の実務経
験（ᵝ䚻な分野での作曲編曲ᐙ、ᩍ⫱⌧ሙでのά動）に基づき、ᵝ䚻な᫬௦を▱ると同᫬に、当
᫬ά㌍した作曲ᐙやその音楽のスタイルな䛹についてを、▱㆑と音楽から学䜣で行きます。

到達目標
バロック・ྂ඾・ロマンὴ๓期を主に学びます。᫬௦⫼ᬒとともに作曲ᐙ⮬㌟の⏕ᾭや作曲䛥れ
た音楽を▱ることは⮬分のά動にάか䛥れます。メロディーを⪺いて᫬௦、作曲者、曲名が分か
る䜘䛖になります。

授業計画

モー䝒アルトついてのレ䝫ート作成
モー䝒䜯ルトの⏕ᾭや䜶ピ䝋ード・作ရや作㢼な䛹をㄪ䜉、レ䝫ー
トを作成します。

ガイダンス・音楽ྐのὶれ
各᫬௦のᖺ௦と名⛠、主なᅜや作曲ᐙな䛹をを⤂௓し、曲ㄪが␗
なるのを⪥で確認してみます。

テーマ 授業内容

䞂ィ䞂䜯ルディ
ル䝛サンスまでの音楽とバロックの㐪いを理解し、༠奏曲・㏻奏
ప音な䛹、この᫬௦に関わるゝⴥを音楽を⪺きながらぬえます。

バッハ
ᚋୡにከ大なるᙳ㡪を୚えた大作曲ᐙ䝶ハン・䝉バス䝏ャン・バッ
ハの作㢼や、主な作ရについて⤂௓します。

バッハと䝦ンデル
同䛨ᖺに同ᅜ⏕まれ、目の⑓の担当་まで୍⥴䛰った䠎ேをẚ㍑
しながら、⏕い❧䛱・当᫬の音楽ᐙのことについて学びます。

担当講師

ᒸ⃝理⤮

科目概要

科目名 科目区分

基礎音楽ྐⅠ



学期

⛅ 講⩏ 実

3クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

4クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

科目概要

音楽総合アカデミー学科
担当講師

ᒸ⃝理⤮

科目名

基礎音楽ྐ䊡

科目区分

ロマンὴから㏆⌧௦までを学びます。作曲ᐙのᛮ᝿・཭ேとの஺ὶ・⏕ά᣺りな䛹にゐれ、作㢼
も学びます。この科目では講師の実務経験（ᵝ䚻な分野での作曲編曲ᐙ、ᩍ⫱⌧ሙでのά動）
に基づき、ᵝ䚻な曲の中に取りධれられた中ୡの音楽グレ䝂リオ⪷ḷ、⮬ᅜのẸㅴをメロディー
に⏝いた作ရを分ᯒします。䊣ク䜴ォーターでは各⮬がテーマをᣢ䛱、発表ᙧᘧで授業を行いま
す。
到達目標
ᅜ䛤との᫬௦⫼ᬒなくして作ရは⏕まれなかったことを理解する。曲の≉ᚩな䛹は当᫬のᛮ᝿、
作曲ᐙの䜻ャラクターやே㛫関ಀに䜘るところもከい。⮬らがㄪ䜉ることに䜘り、䜘り୍ᒙ㌟に௜
きます。

授業計画
テーマ 授業内容

ロマンὴとは䠛䚷メンデルス䝌ーン
⮬作⮬演が中ᚰでከ作がồめられる᫬௦から、䛨っくり作曲が行
われる䜘䛖になりました。ಶᛶ・ឤᛶが㔜ど䛥れるロマンὴです。

䝅䝳ーベルト
䠏䠍ṓの▷い⏕ᾭでḷ曲の⋤ᵝとゝわてるᙼについてと、䝀ーテ・
ミ䝳ラーな䛹リேとのᩥ学ⓗ஺ὶについて学びます。

䝅䝳ーマン
ᾋきỿみが⃭しい⏕ᾭ、ዪὶピアニストでጔのクララとの関ಀ、作
曲の௚にᇳ➹も行っていた䝅䝳ーマンについて学びます。

䝅䝵パン・リスト
ピアノのリேといわれた䝅䝵パンと、䠍ṓᖺ下でピアノの㨱⾡師と
いわれたリスト。䠎ேの┦㐪を、作ရと共にみていきます。

ベルリオーズ㻛オー䜿ストレー䝅䝵ン
ドラマ䝏ックな⏕ᾭを㏦ったベルリオーズについて、ᙼの௦表作
䛂ᗁ᝿஺㡪曲䛃の分ᯒを行います。஺㡪リについても学びます。

ブラームス・䝽ーグナー
ᚋ期ロマンὴで作㢼もᛶ᱁も␗なる䠎ேについて、その⏕ᾭやᚋ
に୚えたᙳ㡪・作ရを⤂௓します。

ྂ඾・ロマンὴをẚ㍑し䜘䛖
ྂ඾・ロマンὴをᵝ䚻な面からẚ㍑するグ㏙と、曲当てを行いま
す。

クォーター末試験評価方法

出席・平ᖖⅬ6㻜䠂、試験4㻜䠂

テーマ 授業内容

䝣ランス①
ロマンὴのドイ䝒音楽と、ハーモニーな䛹ẚ㍑してみ䜘䛖。サン
サーンス・サティについて。䠒ே組の名๓もぬえ䜘䛖。

䝣ランス②ドビ䝳ッ䝅ー、ラ䞂䜵ル
ドビ䝳ッ䝅ー、ラ䞂䜵ルのຌ⦼、༳㇟ὴの作㢼をㄪ䜉てみ䜘䛖。全
音音㝵・ᩍ会᪕法が使⏝䛥れている曲をみつけてみ䜘䛖。

ロ䝅ア①
䝏ャイコ䝣ス䜻ーとストラ䞂ィンス䜻ーが作曲した3大バレー組曲
について。ラ䝣マニノ䝣についても学びます。

出席・平ᖖⅬ6㻜䠂、発表4㻜䠂

ロ䝅ア②
䠑ே組の名๓をぬえ、䝅䝵スタコー䞂ィ䝏・䝥ロコ䝣ィ䜶䝣と共に、作
ရの≉ᚩ、⏕ᾭについても学びまし䜗䛖。

ハンガリー・໭Ḣその௚
バルトーク・コダーイ・䝅ベリ䜴ス・グリーグ・ドボル䝄ーク・スメタナ
のᅜと作ရ⤂௓、作㢼について学びます。

アメリカ
ジャズのᙳ㡪をཷけて作曲を行ったガー䝅䝳䜴ィン・コー䝥ランド、
ᖜᗈくά㌍したバーンスタインについて学びます。

᪂しい表⌧方法を⏝いた音楽
ドイ䝒表⌧主⩏の作曲ᐙと作ရ・ミニマル・അ↛ᛶ・コンピ䝳ータ
ミ䝳ージック・そしてピア䝋ラのタン䝂等を⤂௓します。

୍ᖺ㛫の授業を᣺り㏉る
ロマンὴからはᛴピッ䝏で㐍めてきました。⯆࿡をᣢったⅬについ
て各⮬が῝く᥀り下げて下䛥れ䜀幸いです。

学期末試験評価方法



学期

春 講⩏ 実

1クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

4クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第6回

第7回

学期末試験評価方法

授業䜈の取り組み方を出席Ⅼにて、内容の理解度を䝥レ䝊ンテー䝅䝵ンにて、それぞれ評価しま
す。
出席Ⅼ5㻜䠂䚷䝥レ䝊ンテー䝅䝵ン5㻜䠂

䝥レ䝊ンテー䝅䝵ン（春学期䚷ᚋ༙）
䝫ピ䝳ラー⣔のアーティスト1名をᣲげ、ᒓするジャンルや᮶Ṕ等について
の䝥レ䝊ンテー䝅䝵ンを実᪋する。（春学期䚷ᚋ༙）

音楽総合アカデミー学科

䝣䜯ンクとディスコ
オークランド䝣䜯ンク、オハイオ䝣䜯ンク、ディスコ等。
6㻜ࠥ7㻜ᖺ௦に出⌧した≉␗ᛶの䛒る䝫ピ䝳ラー音楽について。

パンクロック
ニ䝳ー䠋オールドスクールハードコアパンク、䜶モ・スクリーモ等。
7㻜ᖺ௦に出⌧した≉␗ᛶの䛒る䝫ピ䝳ラー音楽について。

䝥レ䝊ンテー䝅䝵ン（春学期䚷๓༙）
䝫ピ䝳ラー⣔のアーティスト1名をᣲげ、ᒓするジャンルや᮶Ṕ等について
の䝥レ䝊ンテー䝅䝵ンを実᪋する。（春学期䚷๓༙）

ロックンロール、ロカビリーと䝣ォーク䝋ング
ピ䝳アロカ、䝛オロカ、サイコビリー、䝥ロテスト䝣ォーク等。
オールディーズとい䛖࿧⛠について。

6㻜ࠥ7㻜䇻㼟ブリティッ䝅䝳ロック
第୍ḟブリティッ䝅䝳インベイ䝅䝵ン。
6㻜ࠥ7㻜ᖺ௦のイ䜼リス⏘ロックとその⫼ᬒについて。

6㻜ࠥ7㻜䇻㼟アメリカンロック

リズム䠃ブルースと䝋䜴ル
ノー䝄ン䝋䜴ル、ブルーアイド䝋䜴ル、ニ䝳ー䝋䜴ル等。
公Ẹᶒ㐠動との関連ᛶについて。

䝂ス䝨ル
ジ䝳ビリー、䝂ス䝨ルク䝽イ䝲ー、コンテン䝫ラリー䝂ス䝨ル等。
ၟ業主⩏と཯ၟ業主⩏の┦㐪Ⅼについて。

サイ䜿デリックロック、䝣ォークロック、䜴䜶ストコーストロック等。
6㻜ࠥ7㻜ᖺ௦のアメリカ⏘ロックとその⫼ᬒについて。

クォーター末試験評価方法

授業䜈の取り組み方を出席Ⅼにて、内容の理解度をリスニングテストと➹グ試験にて、それぞれ
評価します。
出席Ⅼ5㻜䠂䚷リスニングテストと➹グ試験5㻜䠂

テーマ 授業内容

カントリーミ䝳ージック
ブルー䝶ーデル、ブルーグラス、ニ䝳ーカントリー等。
Ḣᕞ⛣Ẹがᣢ䛱込䜣䛰音楽ⓗᩥ໬のアメリカでの発ᒎᆺについて。

䝫ピ䝳ラー音楽が⏕まれてから䠍䠕䠓䠌ᖺ௦までの㛫に発ᒎしていった㐣⛬とその期㛫に構築・ᙧ
成䛥れたᵝ䚻な音楽ジャンルについて学習します。ᑦ、講師はこの科目の内容に関連する実務経
験（㼀㼂、ᫎ画、C㻹の音楽ไ作な䛹、作曲ᐙ、編曲ᐙ、マニ䝳ピレーターとしてのά動）をᣢって䛚り
ます。

到達目標
この期㛫にⓏሙするたく䛥䜣のアーティスト、作ရ⩌をは䛨め、それらに関ಀするᩥ໬や♫会᝟ໃ
等を▱ることに䜘って、各⮬が᪂しい発見をして、音楽ᛶのᖜをᗈげられるためのษっ᥃けにする
ことを目標とします。

授業計画

1クオーター末試験
リスニングテスト、୪びに主にᑠㄽᩥᙧᘧに䜘る➹グ試験。
1クオーター授業内容の総合ⓗな理解度確認を行います。

䝫ピ䝳ラー音楽の㉳※
ルー䝒ミ䝳ージック（ブルース、䝂ス䝨ル、ジャズ）の発⚈。
䝫ピ䝳ラー音楽のルー䝒を᥈ります。

テーマ 授業内容

ブルース
ブルースを౛にみた䝫ピ䝳ラー音楽の発ᒎᙧ。
サブジャンルについて。

ジャズ①
1㻥4㻜ᖺ௨๓のジャズ（ニ䝳ーオリンズジャズ、ス䜴ィング等）。
䝫ピ䝳ラー音楽の発ᒎと♫会経῭の関連ᛶについて。

ジャズ②
1㻥4㻜ᖺ௨㝆のジャズ（モダンジャズ、アバン䜼ャルドジャズ等）
ၟ業音楽とⱁ⾡音楽の┦㐪Ⅼについて。

担当講師

✄見䚷ⱥኵ

科目概要

科目名 科目区分

䝫ピ䝳ラー音楽ྐⅠ



学期

⛅ 講⩏ 実

3クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

4クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

授業䜈の取り組み方を出席Ⅼにて、内容の理解度を䝥レ䝊ンテー䝅䝵ンにて、それぞれ評価しま
す。
出席Ⅼ5㻜䠂䚷䝥レ䝊ンテー䝅䝵ン5㻜䠂

䝽ールドミ䝳ージック①
中༡⡿⣔（䜻䝳ーバ、ブラジル、ボリビア、アル䝊ン䝏ン等）の音楽。
ᆅᇦ䛤とのṔྐ、ᩥ໬、ゝㄒに䜘って␗なる音楽ᛶについて。

䝽ールドミ䝳ージック②
Ḣᕞ⣔（アイルランド、イタリア、䝣ランス、ス䜴䜵ーデン等）の音楽。
ᆅᇦ䛤とのṔྐ、ᩥ໬、ゝㄒに䜘って␗なる音楽ᛶについて。

日ᮏの䝫ピ䝳ラー音楽
䝫ピ䝳ラー音楽の総ᣓ。
日ᮏの䝫ピ䝳ラー音楽のルー䝒とアイデンティティーについて。

䝥レ䝊ンテー䝅䝵ン（⛅学期䚷๓༙）
䝫ピ䝳ラー⣔のアーティスト1名をᣲげ、ᒓするジャンルや᮶Ṕ等について
の䝥レ䝊ンテー䝅䝵ンを実᪋する。（⛅学期䚷๓༙）

䝥レ䝊ンテー䝅䝵ン（⛅学期䚷ᚋ༙）
䝫ピ䝳ラー⣔のアーティスト1名をᣲげ、ᒓするジャンルや᮶Ṕ等について
の䝥レ䝊ンテー䝅䝵ンを実᪋する。（⛅学期䚷ᚋ༙）

学期末試験評価方法

䝠ッ䝥䝩ッ䝥
イースト䠋䜴䜶ストコースト⣔、䜼ャングスタ、㻳䝣䜯ンク等。
ア䝣ロアメリカンの᪂たなアイデンティティーとそのᩥ໬について。

㻾㻒㻮（アールアンドビー）
ニ䝳ークラ䝅ック䝋䜴ル、、オーガニック䝋䜴ル、トラッ䝥等。
㻥㻜ᖺ௦௨㝆のブラックミ䝳ージックの総ᣓ。

㻥㻜ᖺ௦௨㝆のロック
オルタナティ䞂ロック、䝫ストロック、ニ䝳ーメタル等。
㻥㻜ᖺ௦௨㝆のロック⣔音楽を総ᣓ。

3クオーター末試験
リスニングテスト、୪びに主にᑠㄽᩥᙧᘧに䜘る➹グ試験。
3クオーター授業内容の総合ⓗな理解度確認を行います。

クォーター末試験評価方法

授業䜈の取り組み方を出席Ⅼにて、内容の理解度をリスニングテストと➹グ試験にて、それぞれ
評価します。
出席Ⅼ5㻜䠂䚷リスニングテストと➹グ試験5㻜䠂

テーマ 授業内容

䜈䞂ィメタル
㻺㼃㻻㻮㻴㻹、䝅ン䝣ォニックメタル、デスメタル、メタルコア等。
サブジャンルが≉にከい音楽ジャンルの発ᒎ౛（1）。

ダンスミ䝳ージック
㻱㻰㻹⣔、ダブステッ䝥、トランス、ハ䜴ス、ア䝅ッドジャズ等。
サブジャンルが≉にከい音楽ジャンルの発ᒎ౛（2）。

ジャマイカの音楽
スカ、ロックステディ、ルー䝒レ䝀䜶、ダンス䝩ールレ䝀䜶等。
⡿ⱥ௨እのᆅᇦでの䝫ピ䝳ラー音楽の≉Ṧな発ᒎ౛について。

㟁Ꮚ⣔音楽
テクノ䝫ッ䝥、アンビ䜶ント、䜶レクトロニカ等。
㟁Ꮚ楽器のᑟධ、発ᒎと䝫ピ䝳ラー音楽の関連ᛶについて。

ニ䝳ー䜴䜵ー䞂とニ䝳ーロマンティック
第஧ḟブリティッ䝅䝳インベイ䝅䝵ン。
8㻜ᖺ௦のイ䜼リス⏘䝫ッ䝥スとその⫼ᬒについて。

8㻜䇻㼟アメリカンロック
㻭㻻㻾、アメリカン䝫ッ䝥ロック、ハートランドロック等。
8㻜ᖺ௦のアメリカ⏘䝫ッ䝥スとその⫼ᬒについて。

䠍䠕䠔䠌ᖺ௦から⌧௦までの㛫に䝫ピ䝳ラー音楽が発ᒎしていった㐣⛬とその期㛫に構築・ᙧ成䛥
れたᵝ䚻な音楽ジャンルについて学習します。ᑦ、講師はこの科目の内容に関連する実務経験
（㼀㼂、ᫎ画、C㻹の音楽ไ作な䛹、作曲ᐙ、編曲ᐙ、マニ䝳ピレーターとしてのά動）をᣢって䛚り
ます。

到達目標
この期㛫にⓏሙするたく䛥䜣のアーティスト、作ရ⩌をは䛨め、それらに関ಀするᩥ໬や♫会᝟ໃ
等を▱ることに䜘って、各⮬が᪂しい発見をして、音楽ᛶのᖜをᗈげられるためのษっ᥃けにす
ることを目標とします。

授業計画
テーマ 授業内容

科目概要

音楽総合アカデミー学科
担当講師

✄見䚷ⱥኵ

科目名

䝫ピ䝳ラー音楽ྐ䊡

科目区分



学期

春 演習 実

1クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

2クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

学期末試験評価方法

作ရᥦ出を䛚こないます。
授業で学䜣䛰㻵㼘㼘㼡㼟t㼞㼍t㼛㼞の各✀ᶵ⬟をά⏝しているか、また作ရの完成度を評価します。
出席䠖3㻜㻑 平ᖖⅬ䠖3㻜㻑 試験䠖4㻜䠂

作ရᥦ出 㻵㼘㼘㼡㼟t㼞㼍t㼛㼞で䝛ームカードを完成䛥せます。

音楽総合アカデミー学科

ロ䝂ไ作2
㻵㼘㼘㼡㼟t㼞㼍t㼛㼞のᵝ䚻なᶵ⬟をά⏝しロ䝂マークをデ䝄インします。
（パス䝣䜯インダ、パス上ᩥᏐ䝒ールの理解）

䝛ームカードไ作1 䝛ームカードのグ㍕᝟ሗ、デ䝄インアイデアをまとめます。

䝛ームカードไ作2
㻵㼘㼘㼡㼟t㼞㼍t㼛㼞で䝛ームカードの作成を行います。
（レイ䝲ー、トリムマークタᐃの理解）

表を作る 㼑㼤㼏㼑㼘を使ってスコア表を作成します。

㻵㼘㼘㼡㼟t㼞㼍t㼛㼞を使䛖 㻵㼘㼘㼡㼟t㼞㼍t㼛㼞の基ᮏ᧯作説明をします。

ロ䝂ไ作1

䝥ロ䝣ィール䝅ートไ作1 䝥ロ䝣ィール䝅ートグ㍕⏝の⮬ᕫ㻼㻾᝟ሗをまとめます。

䝥ロ䝣ィール䝅ートไ作2
㼣㼛㼞㼐を使って䝥ロ䝣ィールの作成を行います。
（䝽ードアート、ᤄධ、ẁⴠタᐃな䛹のά⏝）

㻵㼘㼘㼡㼟t㼞㼍t㼛㼞の基ᮏᶵ⬟を使いロ䝂マークをデ䝄インします。
（各✀ᅗᙧ䝒ール、ᩥᏐ䝒ールの理解）

クォーター末試験評価方法

作ရᥦ出を䛚こないます。
授業で学䜣䛰㼣㼛㼞㼐の各✀ᶵ⬟をά⏝しているか、また作ရの完成度を評価します。
出席䠖3㻜㻑 平ᖖⅬ䠖3㻜㻑 試験䠖4㻜䠂

テーマ 授業内容

㼑㼤㼏㼑㼘を使䛖 㼑㼤㼏㼑㼘の᧯作説明をします。

コンピ䝳ータの基ᮏ᧯作を学びます。㻹i㼏㼞㼛㼟㼛㼒t㻻㼒㼒i㼏㼑（㼣㼛㼞㼐・㼑㼤㼏㼑㼘）、㻭㼐㼛㼎㼑 㻵㼘㼘㼡㼟t㼞㼍t㼛㼞、㻭㼐㼛㼎㼑
㻼h㼛t㼛㼟h㼛㼜の᧯作方法、ཬびデ䝄イン、༳ๅ≀のไ作についてを学習し作ရไ作を行います。
ᑦ、講師はインター䝛ット業⏺、䝀ーム・䜶ンターテイメント業⏺でのデ䝄イン、䝥ランニング、䝥ロ
デ䝳ース経験をᣢ䛱ます。

到達目標
音楽ά動、ᑵ業ά動を行䛖㝿にᚲ要となる᱌内≧をは䛨めとしたビジ䝛スᩥ書、ཬび䝥ロ䝣ィール
䝅ートや䝣ライ䝲ー、C㻰ジャ䜿ットレーベルな䛹のไ作方法の習ᚓを目標とします。

授業計画

作ရᥦ出 䝥ロ䝣ィール䝅ートを完成䛥せます。

㻼Cの基ᮏ᧯作
㻼Cの᧯作、࿘㎶ᶵ器の取ᢅい、䜴イルス䝏䜵ック
（正しい㟁※オンオ䝣、データಖᏑ、ア䝥リ䜿ー䝅䝵ンの㉳動）

テーマ 授業内容

メールをᡴつ ᩥ書（メール）の書ᘧを説明します。

᱌内≧を作る 㼣㼛㼞㼐を使ってイベント᱌内≧を作成します。

ᅗをᥥく
㼣㼛㼞㼐を使ってᆅᅗを作成します。
（オート䝅䜵イ䝥、ᅗᙧのㄪᩚのά⏝）

担当講師

ᗈ田䚷㟹அ

科目概要

科目名 科目区分

㻰㼀㻼ไ作



学期

⛅ 演習 実

3クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

4クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

科目概要

音楽総合アカデミー学科
担当講師

ᗈ田䚷㟹அ

科目名

㼃㻱㻮ไ作

科目区分

デ䝄イン⣔ア䝥リ䜿ー䝅䝵ンの基ᮏ᧯作を習ᚓします。㻭㼐㼛㼎㼑 㻵㼘㼘㼡㼟t㼞㼍t㼛㼞・㻭㼐㼛㼎㼑 㼜h㼛t㼛㼟h㼛㼜な䛹の
ア䝥リ䜿ー䝅䝵ンをά⏝して作ရไ作を行います。またインター䝛ットでの⮬ᕫ発ಙのため、㼃㻱㻮
䝒ールのά⏝を行います。ᑦ、講師はインター䝛ット業⏺、䝀ーム・䜶ンターテイメント業⏺でのデ
䝄イン、䝥ランニング、䝥ロデ䝳ース経験をᣢ䛱ます。

到達目標
音楽ά動、ᑵ業ά動を行䛖㝿にᚲ要となる᱌内≧をは䛨めとしたビジ䝛スᩥ書、ཬび䝥ロ䝣ィール
䝅ートや䝣ライ䝲ー、C㻰ジャ䜿ットレーベルな䛹のไ作方法の習ᚓを目標とします。

授業計画
テーマ 授業内容

㼜h㼛t㼛㼟h㼛㼜を使䛖 㼜h㼛t㼛㼟h㼛㼜の基ᮏ᧯作説明をします。

画像レタッ䝏1
㼜h㼛t㼛㼟h㼛㼜を使って画像の取り込み、ຍᕤを行います。
（画像サイズኚ᭦、䝣ィルタのά⏝）

画像レタッ䝏2
㼜h㼛t㼛㼟h㼛㼜を使ってコラージ䝳を行います。
（レイ䝲ー、Ⰽㄪ⿵正のά⏝）

䝣ライ䝲ーไ作1
コンサート・䝣ライ䝲ーのグ㍕᝟ሗについてを理解し、デ䝄インア
イデアをまとめます。

䝣ライ䝲ーไ作2 㻵㼘㼘㼡㼟t㼞㼍t㼛㼞でコンサート・䝣ライ䝲ーの作成を行います。

䝣ライ䝲ーไ作3 㻵㼘㼘㼡㼟t㼞㼍t㼛㼞でコンサート・䝣ライ䝲ーの作成を行います。

作ရᥦ出 㻵㼘㼘㼡㼟t㼞㼍t㼛㼞でコンサート・䝣ライ䝲ーを完成䛥せます。

クォーター末試験評価方法

作ရᥦ出を䛚こないます。
授業で学䜣䛰㻵㼘㼘㼡㼟t㼞㼍t㼛㼞、㻼h㼛t㼛㼟h㼛㼜の各✀ᶵ⬟をά⏝しているか、また作ရの完成度を評価し
ます。
出席䠖3㻜㻑 平ᖖⅬ䠖3㻜㻑 試験䠖4㻜䠂

テーマ 授業内容

インター䝛ット（᝟ሗ཰㞟）
ブラ䜴ジングに䛚けるὀពⅬの説明をします。
᳨⣴サイトで᝟ሗ཰㞟を行います。

インター䝛ット（᝟ሗ発ಙ） 音楽ά動のための㼃㻱㻮のά⏝についてを説明します。

インター䝛ット（䝒ールのά⏝）
ຠᯝⓗな᝟ሗ発ಙのために㼃㻱㻮䝒ール（㻿㻺㻿、ブログ）の理解と
ά⏝を考えます。

作ရᥦ出を䛚こないます。
授業で学䜣䛰㻵㼘㼘㼡㼟t㼞㼍t㼛㼞、㻼h㼛t㼛㼟h㼛㼜の各✀ᶵ⬟をά⏝しているか、また作ရの完成度を評価し
ます。
出席䠖3㻜㻑 平ᖖⅬ䠖3㻜㻑 試験䠖4㻜䠂

C㻰ジャ䜿ットไ作1 C㻰ジャ䜿ットのグ㍕᝟ሗを理解し、アイデアをまとめます。

C㻰ジャ䜿ットไ作2 㻵㼘㼘㼡㼟t㼞㼍t㼛㼞でC㻰ジャ䜿ットの作成を行います。

C㻰ジャ䜿ットไ作3 㻵㼘㼘㼡㼟t㼞㼍t㼛㼞でC㻰ジャ䜿ットの作成を行います。

C㻰ジャ䜿ットไ作4 㻵㼘㼘㼡㼟t㼞㼍t㼛㼞でC㻰┙面デ䝄インの作成を行います。

作ရᥦ出 㻵㼘㼘㼡㼟t㼞㼍t㼛㼞でC㻰ジャ䜿ット、C㻰┙面を完成䛥せます。

学期末試験評価方法



学期

春 講⩏ 実

1クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

2クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

担当講師

᭷㤿▱❶

科目概要

科目名 科目区分

音楽⏘業◊✲

この科目では、講師の実務経験（䝅ン䝉サイ䝄ー・䝥ログラマー、サ䜴ンド䝥ロデ䝳ーサ）に基づ
き音楽⏘業を音楽のᙧែのኚ໬を㏣䛖ことに䜘って理解します。⏘業としての音楽を理解しま
す。これから音楽の仕஦をጞめるに䛒たって、⮬分のᡯ⬟をఙ䜀せる⫋ሙを見つけられる䜘䛖
に、音楽のジャンルやᙧែに䜘る発ᒎを᣺り㏉り、䛹の䜘䛖に発ᒎしたかを理解します。

到達目標
音楽の⏘業、音楽の仕஦について理解し、⮬分との関わり方を理解します。

授業計画

理解の確認
➹グ試験

⏘業としての音楽
音楽の⏘業とは䛹䛖い䛖ものか䠛音楽を仕஦にすることを考えま
す。

テーマ 授業内容

音楽⏘業のṔྐ
⏘業としての音楽について考えます。クラ䝅ック音楽の⏘業。

音楽⏘業のᙧែ䚷㻵
᐀ᩍ音楽、ᐑᘐ音楽がጞまったすὒ音楽がᕷẸのᩥ໬䜈のኚ
໬していく㐣⛬について◊✲します。

音楽⏘業のᙧែ䚷㻵㻵
௒ὶ行りのダンス音楽の※ὶを䛥䛠ります。

音楽⏘業のᙧែ䚷㻵㻵㻵
オ䝨ラからミ䝳ージカル䜈⯆行について◊✲します。

音楽⏘業のᙧែ䚷㻵㼂
ᫎ画音楽について◊✲します

音楽メディアの㐍໬と音楽ᕷሙについて◊✲します。
ジ䝳ークボックス、レコード、C㻰、インター䝛ットについて。

クォーター末試験評価方法

授業の指♧をᏲっているか、内容を理解しているか等をᑂᰝ・評価します。Ḟ席5Ⅼ、㐜้3Ⅼを
平ᖖⅬからῶⅬします。

テーマ 授業内容

メディアと音楽䚷㻵
テレビコマー䝅ャルの音楽について、ไ作体ไについて◊✲しま
す。

学期末試験評価方法

授業の指♧をᏲっているか、内容を理解しているか等をᑂᰝ・評価します。Ḟ席5Ⅼ、㐜้3Ⅼを
平ᖖⅬからῶⅬします。

理解の確認
➹グ試験

音楽総合アカデミー学科

音楽メディアのኚ໬䚷 㻵㻵
音楽⏘業と୍⯡ᕷሙの関わりとኚ໬について◊✲します

音楽௻画・ไ作 㻵
⫋業音楽ᐙについて◊✲します。

音楽௻画・ไ作 㻵㻵
⮬分で௻画する音楽について◊✲します。音楽⏘業の合理໬に
ついて考えます。

メディアと音楽䚷㻵㻵
テレビドラマ䚷๻伴について◊✲します。

㻵㼀⏘業と音楽
音楽㓄ಙについて◊✲します。ダ䜴ンロードからストリーミングに
ついて。

音楽メディアのኚ໬䚷㻵



学期

⛅ 講⩏ 実

3クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

4クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

授業の指♧をᏲっているか、内容を理解しているか等をᑂᰝ・評価します。Ḟ席5Ⅼ、㐜้3Ⅼを
平ᖖⅬからῶⅬします。

ハイテクと楽器業⏺
䝅リコンバレーからጞまった᪂しい楽器について◊✲します。

㻺㻭㻹㻹䝅䝵ー
日ᮏの楽器ᕷሙとୡ⏺・ୡ⏺の楽器業⏺のイベント について◊
✲します

楽器㍺ධ
ᾏእから日ᮏ䜈㍺ධ䛥れる楽器について、㍺ධ௦理ᗑの仕஦を
◊✲します。

᪂しい楽器とこれからの楽器⏘業
䝋䝣ト䜴䜶アに䜘る楽器について、ၟရ໬する楽器の䛒りかたに
ついて・᪂しい楽器のὶ㏻について◊✲します

理解の確認
➹グ試験

学期末試験評価方法

日ᮏの楽器⏘業䚷㻵
ᡓ๓からの日ᮏの楽器⏘業について◊✲します。

日ᮏの楽器⏘業䚷㻵㻵
ᡓᚋの日ᮏの楽器⏘業について◊✲します

ୡ⏺䜈㐍出する日ᮏの楽器
ୡ⏺の音楽をኚえる日ᮏの楽器⏘業について◊✲します。

理解の確認
➹グ試験

クォーター末試験評価方法

授業の指♧をᏲっているか、内容を理解しているか等をᑂᰝ・評価します。Ḟ席5Ⅼ、㐜้3Ⅼを
平ᖖⅬからῶⅬします。

テーマ 授業内容

᪂しい楽器の出⌧
ジャズ、㻾㻒㻾で使⏝䛥れる楽器について◊✲します。䜶レ䜻䜼
ターについて。

音楽をኚえた楽器
㟁Ẽ楽器の出⌧と音楽のኚ໬について◊✲します。

㟁Ꮚ楽器の発明
䝅ン䝉サイ䝄ーのṔྐ、それに䜘ってኚわった音楽について◊
✲します。

楽器の⏘業とは䠛
音楽⏘業と楽器⏘業の関ಀについて◊✲します。

Ḣ⡿の楽器メーカー䚷㻵
୕大ピアノメーカーについて◊✲します。

Ḣ⡿の楽器メーカー䚷㻵㻵
䞂䜯イオリンメーカーについて◊✲します。䝶ーロッパからアメリカ
䜈Ώった主要楽器⏘業について◊✲します。

この科目では、講師の実務経験（䝅ン䝉サイ䝄ー・䝥ログラマー、サ䜴ンド䝥ロデ䝳ーサ）に基づ
きఏ⤫ⓗな楽器をไ作しているṔྐ䛒る楽器メーカー、⌧௦のハイテクを฼⏝した楽器メーカー
を◊✲します。

到達目標
⮬分が使䛖楽器についてṔྐ・ไ作ᕤ⛬・ᮦ㉁な䛹についての▱㆑を㌟につけます。
ఏ⤫ⓗな楽器メーカーについて理解します。

授業計画
テーマ 授業内容

科目概要

音楽総合アカデミー学科
担当講師

᭷㤿▱❶

科目名

楽器業⏺◊✲

科目区分



学期

春 講⩏ 実

1クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

2クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

学期末試験評価方法

ⴭ作ᶒには✀㢮が䛒ること、期㝈が䛒ることを理解しているか䠛ⴭ作ᶒのᅜ㝿㛫のಖㆤの実ែ
をᢕᥱしているか䠛

理解の確認
ⴭ作ᶒについての䝨ーパーテスト

音楽総合アカデミー学科

ⴭ作㞄᥋ᶒ
ⴭ作≀はそれをఏえるものをᚲ要とする、ⴭ作ᶒに‽䛨るᶒ฼としてのⴭ
作㞄᥋ᶒを理解する

ⴭ作ᶒのไ㝈
ⴭ作ᶒはᙉຊなᶒ฼で䛒るが、䛒るᒁ面に䛚いてはᙉくไ㝈䛥れる、ⴭ
作ᶒは䛹の䜘䛖なᒁ面でไ㝈䛥れるのかを学ぶ

┐作⿢ุとⴭ作ᶒ
┐作かྰかのุ᩿は䛹こでな䛥れるのか䠛
┐作⿢ุ（アメリカ䠍௳、日ᮏ䠎௳）を㏻䛨てその基‽を学ぶ

ⴭ作ᶒのኚ動
ⴭ作者とⴭ作ᶒ者は㐪䛖䟿ⴭ作ᶒはな䛬ビジ䝛スにな䛨むのか䠛それは
ⴭ作ᶒはኚ動するからで䛒ることを理解する

ベル䝚᮲⣙と୓ᅜⴭ作ᶒ᮲⣙
䜘く見かける㼴表♧とはఱですか䠛㼴表♧に㢟ᮦを取りながら、␗なるᅜ
の㛫で䛹の䜘䛖にⴭ作ᶒをಖㆤし䛒䛖のか䠛を理解する

ⴭ作ᶒの期㝈

ⴭ作者とはఱか䠛
ⴭ作≀はᚲ䛪しも䛂ே䛃が๰作するとはか䛞らない。
ⴭ作≀、ⴭ作者、ⴭ作ᶒの㐪いを明解に理解する。

ⴭ作者ே᱁ᶒ
ே᱁にᶒ฼が௜୚䛥れる法ᚊは䛂ⴭ作ᶒ法䛃䛰け䟿ே᱁ᶒの௜୚がⴭ作
ᶒ法の䝴ニーク䛥を⿬௜けることを理解する。

ⴭ作ᶒはỌ㐲୙⁛のᶒ฼ではない䟿な䛬ⴭ作ᶒには期㝈が䛒るのか、
を学び、ⴭ作ᶒ法のព⩏を᥈る

クォーター末試験評価方法

ⴭ作ᶒ䊻ⴭ作ᶒとⴭ作㞄᥋ᶒ䊻ⴭ作ᶒとⴭ作者ே᱁ᶒの┦㐪ができているか䠛

テーマ 授業内容

ⴭ作（㈈⏘）ᶒ
ⴭ作ᶒはᶒ฼の᮰
ⴭ作ᶒは୍つのᶒ฼ではなく、ఱ✀㢮も䛒ることを学ぶ

䝴ニクロは䠰䝅ャ䝒を኎ったところでそのビジ䝛スが⤊わりますが䠟䠠は኎れた᫬Ⅼからビジ䝛スがጞまります。༶䛱䠟䠠はⴭ作ᶒ௚の
ᶒ฼の㞟合体なので、ⴭ作ᶒ法やዎ⣙のᐃめるところにᚑい、しかる䜉きᶒ฼者に正当な分㓄が⤊わるまでビジ䝛スは完⤖しませ
䜣。⊂≉なビジ䝛ス構㐀を理解しないか䛞り音楽業⏺でാくことはᅔ㞴です。その構㐀を分かり᫆く講⩏していきます。
講師の実務経験䠖メジャーレコード会♫でのⴭ作ᶒ業務を⓶ษりに、௰㛫らと共に๰タしたレコード会♫を経Ⴀ、そのᚋ、ⴭ作ᶒの⟶
理コンサルティング会♫を๰タ、㐠Ⴀ。

到達目標
ⴭ作ᶒの目ⓗや成❧、発達のṔྐを学び、
ⴭ作ᶒが୍部のᡯ⬟䛒る者のⅭに䛒るのではなくᗈくⓙのⅭに䛒ることを理解する。

授業計画

理解の確認
クォーター末試験

ⴭ作ᶒとはなにか䠛
ⴭ作ᶒとはなにか䠛を䛂ⴭ䛃䛂作䛃䛂ᶒ䛃とい䛖୕ᩥᏐを使ってᐃ⩏づけてみ
る。

テーマ 授業内容

ⴭ作ᶒのㄌ⏕
ⴭ作≀はኴྂの᫇からᏑᅾしていたが、䛂ⴭ作ᶒ䛃とい䛖アイデアが⏕ま
れたのはẚ㍑ⓗ᪂しい。

ⴭ作≀とはఱか䠛
それはⴭ作≀か䠛それは䛂な䛬䛃ⴭ作≀で䛒り、それは䛂な䛬䛃ⴭ作≀で
ないのか、䛂な䛬䛃を理解する。

ⴭ作≀の要௳で䛒る䛂๰作ᛶ䛃とはఱか䠛
ⴭ作ᶒで㔜要な概ᛕで䛒る䛂๰作ᛶ䛃に≉に╔目する
ⴭ作ᶒ法が要ồする䛂๰作ᛶ䛃とは䛹こまでかを学ぶ

担当講師

ᯇᒣ䚷ㄔ

科目概要

科目名 科目区分

音楽ⴭ作ᶒⅠ



学期

⛅ 講⩏ 実

3クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

4クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

科目概要

音楽総合アカデミー学科
担当講師

ᯇᒣ䚷ㄔ

科目名 科目区分

音楽ⴭ作ᶒ䊡

䝴ニクロは䠰䝅ャ䝒を኎ったところでそのビジ䝛スが⤊わりますが䠟䠠は኎れた᫬Ⅼからビジ䝛スがጞまります。༶䛱䠟䠠はⴭ作ᶒ௚の
ᶒ฼の㞟合体なので、ⴭ作ᶒ法やዎ⣙のᐃめるところにᚑい、しかる䜉きᶒ฼者に正当な分㓄が⤊わるまでビジ䝛スは完⤖しませ
䜣。⊂≉なビジ䝛ス構㐀を理解しないか䛞り音楽業⏺でാくことはᅔ㞴です。その構㐀を分かり᫆く講⩏していきます。
講師の実務経験䠖メジャーレコード会♫でのⴭ作ᶒ業務を⓶ษりに、௰㛫らと共に๰タしたレコード会♫を経Ⴀ、そのᚋ、ⴭ作ᶒの⟶
理コンサルティング会♫を๰タ、㐠Ⴀ。

到達目標
音楽ビジ䝛スを計ᩘⓗにᤊえることができるレベルまでに到達する

授業計画
テーマ 授業内容

音楽⏘業の基ᮏ構㐀とᶒ฼関ಀ
アーティストがデビ䝳ーするとき஺わす䠏✀㢮のዎ⣙。䝅ンガー䝋ングライ
ターがᣢつ䠏つのᶒ฼。䠟䠠はⴭ作ᶒと䠎つのⴭ作㞄᥋ᶒの୕ᒙ構㐀

䠦䠝䠯䠮䠝䠟とⴭ作ᶒ
䠦䠝䠯䠮䠝䠟ってఱするところ䠛音楽ⴭ作ᶒの᰿ᖿをなすⴭ作ᶒとその⟶
理ᅋ体䠦䠝䠯䠮䠝䠟をその成❧のいき䛥つから理解する

音楽出∧♫の役割その䠍
ᮏを出䛥ないのにఱᨾ音楽出∧♫ってい䛖の䠛レコード業⏺の㝜の主役
音楽出∧♫のṔྐをた䛹りその役割を学ぶ

音楽出∧♫の役割その䠎
䜘く⪥にする原┙ってఱ䠛レコード業⏺の表の主役レコード会♫がไ作す
る原┙を理解しながらレコード〇作者のⴭ作㞄᥋ᶒを学ぶ

音楽出∧♫の役割その䠎
䜘く⪥にする原┙ってఱ䠛レコード業⏺の表の主役レコード会♫がไ作す
る原┙を理解しながらレコード〇作者のⴭ作㞄᥋ᶒを学ぶ

෌㈍ไ度とⴭ作ᶒ（⊂⚗法）
な䛬䠟䠠は⮬⏤主⩏経῭では౛እで䛒る෌㈍ၟရに指ᐃ䛥れているの
か䠛を理解する

理解の確認
クォーター末試験

クォーター末試験評価方法

原┙と出∧、෌㈍ไ度、ジャスラックな䛹、音楽業⏺でのᚲ㡲⏝ㄒを正確にຊできているか䠛

テーマ 授業内容

㈚しレコードのṔྐと⚾ⓗ」〇ᶒ
日ᮏ⊂⮬のビジ䝛スᙧែで䛒る㈚しレの⫼ᬒと実㝿と⚾ⓗ㘓音行Ⅽの⠊
ᅖを学ぶ

⫝̸像ᶒ
ⴭ作者とⴭ作ᶒ者は㐪䛖䟿ⴭ作ᶒはな䛬ビジ䝛スにな䛨むのか䠛それは
ⴭ作ᶒはኚ動するからで䛒ることを理解する

እᅜ曲のⴭ作ᶒ
እᅜ曲を使⏝するのもᅜ内曲と同䛨䠛
㑥楽曲とእᅜ曲で␗なる取りᢅいを学ぶ

እᅜ曲と㑥楽曲の取りᢅいのᕪ␗が理解できているか䠛
⩻ヂや㏫カバーの仕組みを理解できているか䠛
ᫎ画・䠟䠩・ᨺ㏦に䛚ける音楽฼⏝の仕組みを理解できているか䠛

㐺法ヂモとⴭ作ᶒ
௚ேの楽曲をヂするのは⮬⏤䠛
እᅜ曲を日ᮏㄒにヂすሙ合のὀពⅬを理解する

ᫎ画音楽とⴭ作ᶒ
ᫎ画で音楽を使⏝するに䛒たってのὀពⅬは䠛ᫎ画䜈の音楽使⏝に䛒
たりオリジナルと᪤成曲を使䛖に㝿してのᕪ␗を学ぶ

䠟䠩音楽とⴭ作ᶒ
ⴭ作ᶒはᙉຊなᶒ฼で䛒るが、䛒るᒁ面に䛚いてはᙉくไ㝈䛥れる、ⴭ
作ᶒは䛹の䜘䛖なᒁ面でไ㝈䛥れるのかを学ぶ

実演ᐙ・レコード〇作者と㈚しレコード
㈚しレコードで使⏝䛥れるレコードの音※の使⏝ᩱは䛹䛖なっているの
か䠛㈚しレコードで使⏝䛥れる音楽とその使⏝ᩱの実㝿を学ぶ

理解の確認
ⴭ作ᶒについての䝨ーパーテスト

学期末試験評価方法



学期

春 講⩏ 実

1クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

2クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

音楽総合アカデミー学科
担当講師

ᯇᒣ䚷ㄔ

科目概要

科目区分科目名

音楽ⴭ作ᶒ実務Ⅰ

䛂ビジ䝛スⴭ作ᶒ᳨ᐃ䠘ึ⣭䠚䛃とい䛖㈨᱁取ᚓを目標に、ᗈく音楽䛰けにと䛹まることなくⴭ作ᶒ全⯡につ
いての▱㆑の習ᚓを目指すことに䜘り、ⴭ作ᶒ法の目ⓗについての▱㆑を㧗めることを目ⓗとします。
講師の実務経験䠖メジャーレコード会♫でのⴭ作ᶒ業務を⓶ษりに、௰㛫らと共に๰タしたレコード会♫を
経Ⴀ、そのᚋ、ⴭ作ᶒの⟶理コンサルティング会♫を๰タ、㐠Ⴀし、䠍䠑ᖺ๓から当学ᰯにてⴭ作ᶒ講師。

到達目標
㈨᱁を取ᚓし、音楽業⏺でാくព࿡を理解する。

授業計画
テーマ 授業内容

イントロダク䝅䝵ン
ビジ䝛スと法に関する基礎▱㆑ࠥ䛂ዎ⣙する䛃とはఱのこと䠛

ⴭ作ᶒ法の目ⓗ
ⴭ作ᶒ法とは䛹䜘䛖な法ᚊか䠛

そもそもⴭ作≀とはఱか䠛
ఱがⴭ作≀でないか䟿

⊷がᥥいた⤮はⴭ作≀か䠛コッ䝥とガラスᕤⱁᐙが作ったコッ䝥
のᕪは䛹こに䛒るか䠛

஧ḟⓗⴭ作≀・編㞟ⴭ作≀・
データベースのⴭ作≀とは䠛

オリジナル䛰けがⴭ作ᶒではない、ビジ䝛スに䛚いては⩻ヂ・⩻
᱌・ኚᙧ・⬮Ⰽ・ᫎ画໬な䛹஧ḟⓗ฼⏝ᙧែが㠀ᖖにከい

ⴭ作者とⴭ作者ே᱁ᶒ
ⴭ作者とはㄡか䠛ே᱁ᶒとはఱか䠛

ⴭ作ᶒの௦表ⓗᶒ฼
」〇ᶒな䛹┤᥋ビジ䝛スに⤖びつくᶒ฼を学ぶ

理解の確認
ⴭ作ᶒについての䝨ーパーテスト

クォーター末試験評価方法

評価の方法䠖レ䝫ート1㻜㻜䠂、ణし、Ḟ席୍回につき5ⅬをῶⅬ

テーマ 授業内容

ⴭ作㞄᥋ᶒ
実演ᐙ・レコード〇作者・ᨺ㏦஦業者のᶒ฼

ⴭ作ᶒ・ⴭ作㞄᥋ᶒのಖㆤ期㛫
期㝈つきのᶒ฼としてのⴭ作ᶒ

ⴭ作≀を↓᩿で฼⏝できる౛እ
ⴭ作ᶒは↓㝈のᶒ฼ではなく、ไ㝈䛥れている

評価の方法䠖レ䝫ート1㻜㻜䠂、ణし、Ḟ席୍回につき5ⅬをῶⅬ

ⴭ作ᶒの౵ᐖ
ⴭ作ᶒが౵ᐖ䛥れたときは䛹䛖するのか䠛

インター䝛ットや䝋䝣ト䜴䜵アをめ䛠るⴭ作ᶒၥ㢟
䠤䠬にᘬ⏝するのは⮬⏤か、リンクは⮬⏤に㈞れるかな䛹
㌟㏆に㉳こる䠥䠰⎔ቃ下でのၥ㢟Ⅼ

ⴭ作ᶒ法࿘㎶の基礎・᝟ሗモラルのၥ㢟
▱ⓗ㈈⏘全⯡の基礎・᝟ሗ೔理ၥ㢟

ᶍᨃテスト
ᶍᨃテスト（䠍）

㈨᱁取ᚓ試験
ᶍᨃテスト（䠍）解説

学期末試験評価方法



学期

⛅ 講⩏ 実

3クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

4クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

音楽総合アカデミー学科
担当講師

音楽ⴭ作ᶒ実務䊡 ᯇᒣ䚷ㄔ

科目概要

科目名 科目区分

䛂ビジ䝛スⴭ作ᶒ᳨ᐃ㈨᱁䠘ึ⣭䠚䛃の㈨᱁取ᚓを目標に、音楽䛰けにと䛹まら䛪、ⴭ作ᶒ୍⯡の▱㆑の
習ᚓを目指します。試験実᪋は䠓᭶᭱⤊授業᫬をணᐃしています。
講師の実務経験䠖メジャーレコード会♫でのⴭ作ᶒ業務を⓶ษりに、௰㛫らと共に๰タしたレコード会♫を
経Ⴀ、そのᚋ、ⴭ作ᶒの⟶理コンサルティング会♫を๰タ、㐠Ⴀし、䠍䠑ᖺ๓から当学ᰯにてⴭ作ᶒ講師。

到達目標
全ဨ合᱁を目標とする

授業計画
テーマ 授業内容

ᶍᨃテスト（2）
ᶍᨃテスト（2）

ᶍᨃテスト（2）解説
ᶍᨃテスト（2）の解説

ᶍᨃテスト（3）
ᶍᨃテスト（3）

ᶍᨃテスト（3）解説
ᶍᨃテスト（3）解説

㐣ཤၥ㢟（1）
㐣ཤၥ㢟（1）

㐣ཤၥ㢟（1）解説
㐣ཤၥ㢟（1）の解説

㐣ཤၥ㢟（2）
㐣ཤၥ㢟（2）

クォーター末試験評価方法

レ䝫ート䠍䠌䠌䠂、ణし、Ḟ席୍回につき䠑ⅬをῶⅬ

テーマ 授業内容

㐣ཤၥ㢟（2）解説
㐣ཤၥ㢟（2）の解説

㐣ཤၥ㢟（3）
㐣ཤၥ㢟（3）

㐣ཤၥ㢟（2）解説
㐣ཤၥ㢟（3）の解説

➹グ試験に䜘り評価します。

㐣ཤၥ㢟（4）
㐣ཤၥ㢟（4）

㐣ཤၥ㢟（4）解説
㐣ཤၥ㢟（4）の解説

総᚟習（1）
総᚟習（1）

総᚟習（2）
総᚟習（2）

㈨᱁取ᚓ試験
ビジ䝛スⴭ作ᶒ᳨ᐃ䚷ึ⣭試験

学期末試験評価方法



学期

春 講⩏ 実

1クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

2クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

学期末試験評価方法

出席率、授業䜈のጼໃ、➹グ試験のሙ合も䛒り。

関連法
✀ⱑ法・⊂༨⚗Ṇ法・Ẹ法・関連᮲⣙等

音楽総合アカデミー学科䚷

ၟ標法③
ၟ標法

୙正➇த㜵Ṇ法
ⴭ作ᶒ法①

୙正➇த㜵Ṇ法
ⴭ作ᶒ法

ⴭ作ᶒ法②
ⴭ作ᶒ法

ព໶法②
ព໶法

ၟ標法①
ၟ標法

ၟ標法②

≉チ法④
≉チ法

≉チ法⑤䡚実⏝᪂᱌法䡚
≉チ法

ၟ標法

クォーター末試験評価方法

出席率、授業䜈のጼໃ

テーマ 授業内容

ព໶法①
ព໶法

ᮏ講ᗙは、ᅜᐙ試験䛂▱ⓗ㈈⏘⟶理技⬟᳨ᐃ䠏⣭䛃の取ᚓを目ⓗとし、合᱁にᚲ要な▱㆑のᩍ
授と᳨ᐃᑐ⟇を行います。講⩏に䛚いては、᳨ᐃᑐ⟇のみなら䛪、音楽業⏺に䛚いて、⮬らも▱
㈈関連業務をᡭ᥃けるᘚ理ኈでも䛒る講師が、その経験ㄯや音楽業⏺の䛂௒䛃、ᑵ⫋に役❧つ
᝟ሗ等を䛱り䜀めながら、୍ᖺ㛫の授業を㐍行します。ཷ講⏕は᳨ᐃཷ験がᚲ㡲です。

到達目標
▱ⓗ㈈⏘⟶理技⬟᳨ᐃ䠏⣭取ᚓを目標とします

授業計画

≉チ法䐤䡚実⏝᪂᱌法䡚
≉チ法・実⏝᪂᱌法

▱ⓗ㈈⏘ᶒ総ㄽ
▱ⓗ㈈⏘⟶理技⬟ኈとは。▱ⓗ㈈⏘とは。

テーマ 授業内容

≉チ法①
≉チ法

≉チ法②
≉チ法

≉チ法③
≉チ法

担当講師

ᇛ田䚷ᬕᰤ

科目概要

科目名 科目区分

音楽ビジ䝛スに䛚ける法ᚊㄽⅠ



学期

⛅ 講⩏ 実

3クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

4クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

ᮏ試験が㏆づく1㻜᭶と11᭶には、全ဨ合᱁を目指して≉講をタけ、試験ᑐ⟇を行います。
⳹やかな䜶ンターテイメントのୡ⏺ですが、▱ⓗ㈈⏘の理解なくして䜶ンターテイメントビジ䝛スは
成り❧䛱ませ䜣。それ䛰けに、業⏺では▱ⓗ㈈⏘にᙉいேᮦがồめられて䛚り、ᮏ講ᗙではそ
の䜘䛖なேᮦの⫱成を目指した講⩏を行ってまいります。

到達目標
▱ⓗ㈈⏘⟶理技⬟᳨ᐃ䠏⣭取ᚓを目標とします

授業計画
テーマ 授業内容

科目概要

音楽総合アカデミー学科䚷
担当講師

ᇛ田䚷ᬕᰤ

科目名

音楽ビジ䝛スに䛚ける法ᚊㄽ䊡

科目区分

䠏⣭▱ⓗ㈈⏘⟶理技⬟
᳨ᐃ演習と解説①

演習と解説①

䠐⣭▱ⓗ㈈⏘⟶理技⬟
᳨ᐃ演習と解説②

演習と解説②

䠑⣭▱ⓗ㈈⏘⟶理技⬟
᳨ᐃ演習と解説③

演習と解説③

䠒⣭▱ⓗ㈈⏘⟶理技⬟
᳨ᐃ演習と解説④

䠓⣭▱ⓗ㈈⏘⟶理技⬟
᳨ᐃ演習と解説⑤

䠔⣭▱ⓗ㈈⏘⟶理技⬟
᳨ᐃ演習と解説䐤

䠕⣭▱ⓗ㈈⏘⟶理技⬟
᳨ᐃ演習と解説䐥

演習と解説䐥

演習と解説䐤

演習と解説⑤

演習と解説④

クォーター末試験評価方法

出席率、授業䜈のጼໃ

テーマ 授業内容

䠏⣭▱ⓗ㈈⏘⟶理技⬟
᳨ᐃ演習と解説䐦

演習と解説䐦

䠐⣭▱ⓗ㈈⏘⟶理技⬟
᳨ᐃ演習と解説䐧

演習と解説䐧

䠑⣭▱ⓗ㈈⏘⟶理技⬟
᳨ᐃ演習と解説䐨

演習と解説䐨

出席率、授業䜈のጼໃ、㈨᱁試験の成⦼に䜘る評価。
䈜12᭶௨㝆の授業を、1㻜᭶、11᭶のᅵ᭙日に、試験ᑐ⟇≉ู（㞟中）講ᗙとして᣺り᭰えます。
ヲ⣽な日⛬は㏣って連⤡することとなりますので、䛤ὀពく䛰䛥い。

䠒⣭▱ⓗ㈈⏘⟶理技⬟
᳨ᐃ演習と解説䐩

演習と解説䐩

䠓⣭▱ⓗ㈈⏘⟶理技⬟
᳨ᐃ演習と解説䐪

演習と解説䐪

䠔⣭▱ⓗ㈈⏘⟶理技⬟
᳨ᐃ演習と解説䐫

演習と解説䐫

ᮏ試験
3⣭▱ⓗ㈈⏘⟶理技⬟᳨ᐃ
ཷ験

ཷ験した回の᳨ᐃ試験の解説
3⣭▱ⓗ㈈⏘⟶理技⬟᳨ᐃ

学期末試験評価方法



学期

春 演習 実

1クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

2クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

学期末試験評価方法

䛆試験方法䛇ḷၐ試験
ཱྀの䝣ォームやⱥㄒᮏ᮶のリズムにἢった䝣レーズឤで䛒るか等を評価します。
䛆評価㡯目䛇試験⤖ᯝ2㻜㻑、平ᖖⅬ3㻜㻑、出席5㻜㻑

学期末試験 グルー䝥でのⱥㄒ楽曲ḷၐ試験

音楽総合アカデミー学科

総᚟習 ኟ期ఇᬤ明けのため、第1クォーターをྵむ学習内容の総᚟習

期末試験‽ഛ(1)
ᑡேᩘグルー䝥でのⱥㄒ楽曲ḷၐ試験に向けての楽曲の㛤♧
ならびに解説

期末試験‽ഛ(2) 同上。上グ楽曲の実技演習

コミ䝳ニ䜿ー䝅䝵ン演習(2)
同上。回ᩘを㔜䛽ることでᚎ䚻にⱥㄒのみでの䝀ームの成❧を
目指します

ⱥᩥ法(1) ෙモ䛚䜘び㐣ཤᙧ・㐣ཤ分モの㐪い

ⱥᩥ法(2)

発音(2) Ꮚ音とẕ音のಶู発音演習

ḷၐ リや楽曲構㐀の解説の上、ⱥㄒḷ曲の演習

๓⨨モ䛚䜘びྃ動モ

クォーター末試験評価方法

䛆試験方法䛇インタビ䝳ー試験
ᩥ法ⓗな正し䛥䜘りも、コミ䝳ニ䜿ー䝅䝵ンとしてのὶᬸ䛥䛚䜘びᛂ⏝ᛶを評価します。
䛆評価㡯目䛇試験⤖ᯝ2㻜㻑、平ᖖⅬ3㻜㻑、出席5㻜㻑

テーマ 授業内容

コミ䝳ニ䜿ー䝅䝵ン演習(1)
グルー䝥で単ㄒ当てே⊋䝀ーム䛂䝽ード䜴ル䝣䛃を行い、コミ䝳ニ
䜿ー䝅䝵ン⬟ຊとゝい᥮えス䜻ルの⋓ᚓ

ⱥ会ヰならびにⱥᩥ法を、音楽ⓗほⅬから学びます。
ᑦ、講師は䝶ーロッパにて15ᖺ㛫のᅾఫ経験をᣢ䛱、ᰴᘧ会♫テレビᮅ日でのᫎ像⩻ヂの実務
経験、ならびに䜻ングレコードᰴᘧ会♫でのⱥ௖⊂ᩥ⩻ヂ䛚䜘びライナーノートᇳ➹の実務経験
をᣢ䛱ます。

到達目標
ⱥㄒは㞴しいຮᙉで䛒るとい䛖ᚰ理ⓗなブロックを᤼し、ẕᅜㄒと同䛨䜘䛖な仕組みの上に成り
❧っているコミ䝳ニ䜿ー䝅䝵ン䝒ールで䛒るとい䛖こと、䛚䜘びすὒ音楽発ᒎのṔྐの䛖えでᴟめ
てᐦ᥋な関ಀに䛒るとい䛖ことを理解する見ᆅを⫱みます。

授業計画

クォーター末試験 講師と୍ᑐ୍でのインタビ䝳ーᙧᘧ試験

科目概要 講師⮬ᕫ⤂௓ならびにコース説明

テーマ 授業内容

音楽ྐとすὒゝㄒの関ಀᛶ概ㄽ
ᩍ会音楽のᶞ❧から䝫ッ䝥ミ䝳ージックの発ᒎに⮳るまでの音楽
のṔྐと、すὒゝㄒのᐦ᥋な関ಀᛶ

㻿㼂㻻基ᮏᩥᆺ ⱥㄒの᰾となる㻿㼂㻻基ᮏᩥᆺ（主ㄒ・動モ・目ⓗㄒ）とそのᛂ⏝ᛶ

発音(1)
ⱥㄒの基ᮏ概ᛕとなる音⠇についての説明、ならびにᏊ音とẕ
音の分㞳

担当講師

ᒾᶫ ᐉ㍜

科目概要

科目名 科目区分

実⏝ⱥ会ヰⅠ



学期

⛅ 演習 実

3クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

4クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

科目概要

音楽総合アカデミー学科
担当講師

ᒾᶫ ᐉ㍜

科目名

実⏝ⱥ会ヰ䊡

科目区分

ⱥ会ヰならびにⱥᩥ法を、音楽ⓗほⅬから学びます。
ᑦ、講師は䝶ーロッパにて15ᖺ㛫のᅾఫ経験をᣢ䛱、ᰴᘧ会♫テレビᮅ日でのᫎ像⩻ヂの実務
経験、ならびに䜻ングレコードᰴᘧ会♫でのⱥ௖⊂ᩥ⩻ヂ䛚䜘びライナーノートᇳ➹の実務経験
をᣢ䛱ます。

到達目標
春学期にᘬき⥆き、ⱥㄒがコミ䝳ニ䜿ー䝅䝵ン䝒ールとしてᬑ㐢ⓗなもので䛒り、音楽ともᐦ᥋な
関ಀᛶに䛒ることを学䜣で䜖きます。⛅学期は春学期から⥅⥆してのཷ講者と᪂つཷ講者がΰ
ᅾするため、カリ䜻䝳ラムが大ᖜにኚ᭦䛥れるྍ⬟ᛶが䛒ります。

授業計画
テーマ 授業内容

科目概要 講師⮬ᕫ⤂௓ならびにコース説明

音⠇(1)
ⱥㄒの基ᮏ概ᛕとなる音⠇についての説明、ならびにᏊ音とẕ
音の分㞳

音⠇(2) 音⠇のᩘえ方䛚䜘び発音実習

㻿㼂㻻基ᮏᩥᆺ
ⱥㄒの᰾となる㻿㼂㻻基ᮏᩥᆺ（主ㄒ・動モ・目ⓗㄒ）とそのᛂ⏝
ᛶ。春学期にᘬき⥆き、᭱㔜要テーマのため᚟習します

ᒚṔ書作成(1)
音楽関ಀ者にとって㔜要な䝥ロ䝣ィールᩥ䛚䜘びᒚṔ書をⱥㄒで
作成

ᒚṔ書作成(2) 同上。上グᒚṔ書に基づく⮬ᕫ㻼㻾䝥レ䝊ンテー䝅䝵ン実㊶

クォーター末試験
第5回、第6回の授業で作成した䝥レ䝊ンテー䝅䝵ンに基づくಶู
インタビ䝳ー試験

クォーター末試験評価方法

䛆試験方法䛇インタビ䝳ー試験
ᩥ法ⓗな正し䛥䜘りも、コミ䝳ニ䜿ー䝅䝵ンとしてのὶᬸ䛥䛚䜘びᛂ⏝ᛶを評価します。
䛆評価㡯目䛇試験⤖ᯝ2㻜㻑、平ᖖⅬ3㻜㻑、出席5㻜㻑

テーマ 授業内容

第1回目の授業テーマ
第1回目の授業内容を5㻜Ꮠ௨内でグධしてく䛰䛥い。この䝉ルは
⮬動ᢡり㏉しのタᐃになっています。

クリスマス䜻ャロルḷၐ
すὒに䛚いて㔜要な音楽ᩥ໬で䛒るクリスマス䜻ャロルについて
の説明とḷၐ

総᚟習 ෤期ఇᬤ明けのため、第3クォーターをྵむ学習内容の総᚟習

䛆試験方法䛇ḷၐ試験
ཱྀの䝣ォームやⱥㄒᮏ᮶のリズムにἢった䝣レーズឤで䛒るか等を評価します。
䛆評価㡯目䛇試験⤖ᯝ2㻜㻑、平ᖖⅬ3㻜㻑、出席5㻜㻑

コミ䝳ニ䜿ー䝅䝵ン演習(3)
グルー䝥で単ㄒ当てே⊋䝀ーム䛂䝽ード䜴ル䝣䛃を行い、コミ䝳ニ
䜿ー䝅䝵ン⬟ຊとゝい᥮えス䜻ルの⋓ᚓ

コミ䝳ニ䜿ー䝅䝵ン演習(4)
同上。䜘り大ேᩘでのグルー䝥分けに䜘るディスカッ䝅䝵ンᙧᘧで
の䝀ームの成❧を目標とします

期末試験‽ഛ(1)
ᑡேᩘグルー䝥でのⱥㄒ楽曲ḷၐ試験に向けての楽曲の㛤♧
ならびに解説

期末試験‽ഛ(2) 同上。上グ楽曲の実技演習

学期末試験 グルー䝥でのⱥㄒ楽曲ḷၐ試験

学期末試験評価方法



学期

春 講⩏ 実

1クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

2クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

担当講師

ᅧᯞ康㞝

科目概要

科目名 科目区分

音楽ビジ䝛ス概ㄽⅠ

この科目では、講師の実務経験（⊂❧・㉳業）に基づき、会♫を㉳こす（㉳業する）ことのព࿡、
会♫タ❧、஦業計画、ᡓ⾡を学び、仕஦をするとい䛖ことは、䛹䛖い䛖ことなのか䠛を学びます。

到達目標
㉳業ᚋ、ඃれた経Ⴀᡓ␎を作るためにはఱがᚲ要なのかがわかる䜘䛖にします。

授業計画

中㛫試験 ➹グ試験

㉳業とは 会♫を㉳業するとは䛹䛖い䛖ことか䠛

テーマ 授業内容

会♫とはⅠ 会♫タ❧のメリット

会♫とは䊡 ♫㛗になるព࿡を▱る

会♫とは䊢 会♫をつくるにはఱがᚲ要䠛

会♫経Ⴀ ᡓ␎୕ゅ㗹を学ぶ

ᕷሙᢕᥱⅠ マー䜿ットをᢕᥱ（1）

ၟရの㨩ຊを▱る

クォーター末試験評価方法

㉳業のព⩏と会♫の概要、♫会に䛚ける会♫のᏑᅾព⩏な䛹基ᮏをᩍえ、基礎▱㆑ၥ㢟の理
解度で評価。会♫タ❧に大ษなものの理解度確認します。

テーマ 授業内容

ᕷሙᢕᥱ䊡 マー䜿ットをᢕᥱ（䠎）

学期末試験評価方法

会♫をタ❧して経Ⴀしていくのに大ษなものの理解度を確認。
㉳業を考えてから、会♫を経Ⴀしていくまでのὶれをトータルⓗに理解しているか䛹䛖かを試験
で確認します。

期末試験 ➹グ試験

音楽総合アカデミー学科

ビジ䝛スモデルとは 䛚㔠のもらいかたを▱る

ᡓ⾡とは ビジ䝛スでの䛂ᡓい䛃を▱る

ᡓ␎とは ᡓ␎とᡓ⾡の㐪いを▱る

決⟬とは ㈈務ㅖ表を▱る（1）

஦業計画とは ㈈務ㅖ表を▱る（䠎）

ၟရとは



学期

⛅ 講⩏ 実

1クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

2クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

会♫の経Ⴀに䛚けるマ䝛ジメントの㔜要ᛶを理解しているか䛹䛖かを、ᮍ᮶の⮬分の⫋ሙを᝿
像し䛂もし⮬分がマ䝛ジメントをしたとしたら䛃とい䛖䝅ミ䝳レー䝅䝵ン作ᩥを作成してもらいます。

ドラッカー理ㄽ䊡 組⧊に䛚けるマ䝛ジメントの㔜要ᛶ

ドラッカー理ㄽ䊢 䛂もしドラ䛃で使われたマ䝛ジメントとは䠛

ドラッカー理ㄽ䊣 ᙉみとᙅみ

ドラッカー理ㄽ䊤 リーダー䝅ッ䝥とは䠛

期末試験 ➹グ試験

学期末試験評価方法

成ᯝとは 成ᯝの㔜要ᛶを▱る

マ䝛ジメント総ᣓ 䝉ル䝣マ䝛ジメントとは

ドラッカー理ㄽⅠ な䛬、マ䝛ジメントがᚲ要か䠛

中㛫試験 ➹グ試験

クォーター末試験評価方法

༞業ᚋാく組⧊の䛒る䜉きጼをマ䝛ジメントどⅬで作ᩥ。
学⏕各䚻の理᝿の組⧊（会♫、ᗑ㗤、௚）像を、学䜣䛰ドラッカー理ㄽを使って表⌧することに䜘
り、マ䝛ジメント䝉ンスを☻きます。

テーマ 授業内容

イノベー䝅䝵ンⅠ 成㛗にはఱがᚲ要䠛

イノベー䝅䝵ン䊡 イノベー䝅䝵ンとは䠛

トッ䝥マ䝛ジメント 䜂とりではこなしきれない仕஦、䛹䛖する䠛

マ䝛ジメントとは マ䝛ージャーの㈨㉁とは䠛

マー䜿ティングⅠ ┿のマー䜿ティングは䛹かからスタートする䠛

マー䜿ティング䊡 マー䜿ティングとは䠛

この科目では、講師の実務経験（会♫の経Ⴀマ䝛ジメント䠋アーティスト・マ䝛ジメント）に基づ
き、㉳業したᚋに大஦な䛂マ䝛ジメント䛃を、䛂もしドラ䛃で㌟㏆になったドラッカー理ㄽを使って学
び、成ᯝを出せる組⧊の䛒りかたを学びます。

到達目標
ドラッカー理ㄽで大஦な䜻ー䝽ードを学び、それを㉳業ᚋ、実㊶ⓗに使える䜘䛖にします。

授業計画
テーマ 授業内容

科目概要

音楽総合アカデミー学科
担当講師

ᅧᯞ康㞝

科目名

音楽ビジ䝛ス概ㄽ䊡

科目区分



学期

春 講⩏ 実

1クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

2クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

担当講師

᭷㤿▱❶

科目概要

科目名 科目区分

メディア概ㄽⅠ

この科目では、講師の実務経験（マル䝏メディアコンテン䝒ไ作䝥ロデ䝳ー䝄ー、㼃㼑㼎デ䝄イ
ナー）に基づき、᪂⪺、テレビ、ラジオ、インター䝛ット等毎日の⏕άでḞかせないメディア、につ
いて、そのṔྐⓗな⫼ᬒ、技⾡の発達にᐤるኚ໬、᪂しいメディアのⓏሙ、ಶ䚻のメディア等に
ついて解説します。᭱᪂のメディアの᝟ሗを㝶᫬⤂௓します。

到達目標
⏕άにḞかせないከくのメディアについてそのṔྐを理解します。༳ๅ技⾡からጞまるメディア
の発ᒎについて理解します。

授業計画

理解の確認
➹グ試験またはノートᥦ出

メディアとはఱか䠛
日ᖖ⏕άで関わるメディアについて㻘これから学習内容について
説明します

テーマ 授業内容

༳ๅ技⾡の発明がもたらしたもの
グーテンベルクが発明したά∧༳ๅᶵについて学習します。

メディア᫬௦のᖥ㛤け
䠍䠕ୡ紀に発達したメディアについて学習します。

テクノロジーとメディア
䠎䠌ୡ紀のメディアについて学習します

メディアと⏕ά
メディアのኚ໬が⏕άに୚えるᙳ㡪について学習します。

メディアについて考える
⮬分の関わるメディアについて、᝟ሗのཷけᡭ、㏦りᡭ୧方の❧
ሙから考えます。

8㻜ᖺ௦ᚋ༙からは䛨まった、音楽、ᩥᏐ、動画、෗┿が共Ꮡする
マル䝏メディア、インタラクティブについて学習します。

クォーター末試験評価方法

平ᖖⅬ25䠂 試験䠖75䠂 ⮬主ⓗな学習ពḧと向上ᚰ、᥈✲ᚰを評価します。授業での指♧を⪺
いているか䛹䛖か䠛Ḟ席5Ⅼ、㐜้3Ⅼを平ᖖⅬからῶⅬします。

テーマ 授業内容

ᩥᏐのメディア
᪂⪺、書⡠な䛹のᩥᏐのメディアについてṔྐⓗに考ᐹします。

学期末試験評価方法

平ᖖⅬ25䠂 試験䠖75䠂 ⮬主ⓗな学習ពḧと向上ᚰ、᥈✲ᚰを評価します。授業での指♧を⪺
いているか䛹䛖か䠛Ḟ席5Ⅼ、㐜้3Ⅼを平ᖖⅬからῶⅬします。

理解の確認
➹グ試験またはノートᥦ出

音楽総合アカデミー学科

㻵㼀メディア
インター䝛ットに䜘ってኚわったこと、ጞまったことについて学習し
ます。

音楽のメディア
䜶ジ䝋ンの発明௨᮶の音楽のメディアについて考ᐹします。

᝟ሗとコンテン䝒
メディアでఱをఏえるのか、その内容とᡭẁについて考えます。

㟁Ἴのメディア
㐲㝸ᆅとの᝟ሗఏ達をྍ⬟にした㟁Ἴについて学習します。

㟁ヰ
ᐙᗞに䠍ྎの᫬௦から୍ே୍ྎの᫬௦䜈、㟁ヰと♫会について
考えます。

マル䝏メディア



学期

⛅ 講⩏ 実

3クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

4クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

平ᖖⅬ25䠂 試験䠖75䠂 ⮬主ⓗな学習ពḧと向上ᚰ、᥈✲ᚰを評価します。授業での指♧を⪺
いているか䛹䛖か䠛Ḟ席5Ⅼ、㐜้3Ⅼを平ᖖⅬからῶⅬします。

᭱᪂のメディア䚷㻵
インター䝛ットでの᝟ሗのᢅい方。᳨⣴サイト、サイトのᗈ࿌、
ビッグデータについて。

᭱᪂のメディア䚷㻵㻵
スマート䝣ォン、㟁Ꮚ書⡠、C㻸㻻㼁㻰、㻵㻻㼀について

᭱᪂のメディア䚷㻵㻵㻵
㻲int㼑㼏について学習します。ブロック䝏䜵ーンの仕組み。௬᝿㏻
㈌について。

これからのメディア
ಶே᝟ሗのᢅいな䛹⌧௦のメディアのၥ㢟Ⅼとᑗ᮶について。

理解の確認
➹グ試験またはレ䝫ートᥦ出

学期末試験評価方法

ᛮいをఏえるメディア
⮬分のᛮいを┦ᡭにఏえるメディア䚷メール䠛㟁ヰ䠛

䝉ピアカラー
ឤ᝟をఏえるメディアについて

インター䝛ットのコミ䝳ニ䜿ー䝅䝵ン
㻿㻺㻿な䛹の᪂しいコミ䝳ニ䜿ー䝅䝵ンについて

理解の確認
➹グ試験またはレ䝫ートᥦ出

クォーター末試験評価方法

平ᖖⅬ25䠂 試験䠖75䠂 ⮬主ⓗな学習ពḧと向上ᚰ、᥈✲ᚰを評価します。授業での指♧を⪺
いているか䛹䛖か䠛Ḟ席5Ⅼ、㐜้3Ⅼを平ᖖⅬからῶⅬします。

テーマ 授業内容

⨁ワのアート
アンディー䜴ォー䝩ールの作ရや䝫ッ䝥アートに䜘る、メディアと
アートの関わりについて学習します。

ධれ≀の↓い音楽
音楽㓄ಙな䛹のコンテン䝒㓄ಙについて学習します

メディアとアート
メディアを฼⏝したアートについて、作ရを㚷㈹します

メディアはメッ䝉ージ䠛

メディアリテラ䝅ー䚷㻵
メディアリテラ䝅ーとはఱか学習します。

メディアリテラ䝅ー䚷㻵
メディアリテラ䝅ーのいろいろな実౛を考ᐹします。テレビ␒組な
䛹

この科目では、講師の実務経験（マル䝏メディアコンテン䝒ไ作䝥ロデ䝳ー䝄ー、㼃㼑㼎デ䝄イ
ナー）に基づき、メディアリテラ䝅ーについて、ⱁ⾡とメディアについて、ᫎ像、音楽、ᩥ学等のⱁ
⾡作ရにメディアが䛹の䜘䛖に関わっているのか䠛日ᖖ⏕άでメディアと䛹の䜘䛖に関わってい
るか䠛これからඛ䛹の䜘䛖に関わっていくか䠛について。

到達目標
メディアからの᝟ሗを⮬分でุ᩿して取ᤞできる䜘䛖になります。⮬分が発ಙする᝟ሗ、コンテン
䝒にメディアを選ᢥするุ᩿ຊが㌟につきます。

授業計画
テーマ 授業内容

科目概要

音楽総合アカデミー学科
担当講師

᭷㤿▱❶

科目名

メディア概ㄽ䊡

科目区分



学期

春 演習 実

1クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

2クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

担当講師

☾田ᫀᏹ

科目概要

科目名 科目区分

イベント௻画概ㄽⅠ

実㝿の௻業を᝿ᐃし䝥レ䝊ンテー䝅䝵ン、コンサルテー䝅䝵ンも஺えて実㊶ⓗに学䜣でいく。
書⡠での学び䛰けではᥗめない、⌧ሙや௻業、䛚ᐈからのព見を総合ⓗに分ᯒしていく。
ⱝい発᝿、᪂しいឤぬをイベントにⴠとし込み、᪂しいものをᥦ᱌していく。
Ṕྐ、♫会᝟ໃ、ୡㄽ、㻿㻺㻿な䛹ከゅⓗなど野を㣴䛖。この科目は講師の実務経験（௻画Ⴀ業、
ライブハ䜴スのブッ䜻ング、各✀イベントไ作）に基づき、㐠Ⴀ䛥れる。
到達目標
⮬ᕫ‶㊊ではなくಠ▔でᤊえたイベント௻画が考えられる。
その௻画をもって、௻業に่䛥る䝥レ䝊ンができる。

授業計画

䠍䠭末試験
㝈られた᫬㛫で」ᩘのアイデアをᥦ出

オリ䜶ンテー䝅䝵ン

テーマ 授業内容

イベント理解①
イベントを▱り、
ビジ䝛スの㝽㛫を䛥がし、アイデアに⧅げる

イベント理解②
イベントを▱り、
ビジ䝛スの㝽㛫を䛥がし、アイデアに⧅げる

ブレスト
イベント᱌௳についてリサー䝏

ブレスト
イベント᱌௳についてリサー䝏

まとめ
௻画ᥦ᱌内容を⧳める

イベント、ビジ䝛スモデル・஦業計画、㉳業䜈のᥦ᱌書の作成

クォーター末試験評価方法

平ᖖⅬ、ㄢ㢟ᥦ出、Ḟ席Ⅼ、末試験

テーマ 授業内容

ブレスト
᱌௳について、᭦に考えを῝める

学期末試験評価方法

䝥レ䝊ンの評価。出席Ⅼ、Ḟ席Ⅼ

䝥レ䝊ン②
䝥レ䝊ンテー䝅䝵ンを行い評価

音楽総合アカデミー学科

ᥦ᱌書作成
イベント、ビジ䝛スモデル・஦業計画、㉳業䜈のᥦ᱌書の作成

䝥レ䝊ン実౛
䝥レ䝊ンコンテストでの実౛学び、่䛥る䝥レ䝊ンテー䝅䝵ンを▱
る

䝥レ䝊ン①
䝥レ䝊ンテー䝅䝵ンを行い評価

ブレスト
᱌௳について、᭦に考えを῝める

ᥦ᱌書作成
イベント、ビジ䝛スモデル・஦業計画、㉳業䜈のᥦ᱌書の作成

ᥦ᱌書作成



学期

⛅ 演習 実

3クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

4クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

௻画ᥦ᱌のブレスト
௻画ᥦ᱌᱌௳についてリサー䝏、༠㈶௻業

௻画ᥦ᱌のブレスト
௻画ᥦ᱌᱌௳についてリサー䝏、༠㈶௻業

䝥レ䝊ンの評価。出席Ⅼ、Ḟ席Ⅼ

ᥦ᱌書作成
イベントビジ䝛スモデル、஦業計画᱌、䝥レ䝊ン㈨ᩱ

ᥦ᱌書作成
イベントビジ䝛スモデル、஦業計画᱌、䝥レ䝊ン㈨ᩱ

䝥レ䝊ン①
䝥レ䝊ンテー䝅䝵ン

䝥レ䝊ン②
䝥レ䝊ンテー䝅䝵ン

評価と⧳め
௻業評価・科目評価

学期末試験評価方法

クォーター末試験評価方法

平ᖖⅬ、ㄢ㢟ᥦ出、Ḟ席Ⅼ

テーマ 授業内容

䝣ィードバック①
ㄢ㢟をὙい出し、ᩚ理

ᥦ᱌書作成

ᥦ᱌書作成

䝥レ䝊ン①

䝥レ䝊ン②
䝥レ䝊ンテー䝅䝵ン

䝥レ䝊ンテー䝅䝵ン

イベントビジ䝛スモデル、஦業計画᱌、䝥レ䝊ン㈨ᩱ

イベントビジ䝛スモデル、஦業計画᱌、䝥レ䝊ン㈨ᩱ

䝣ィードバック①
ㄢ㢟をὙい出し、ᩚ理

௻画ᥦ᱌のブレスト
௻画ᥦ᱌᱌௳についてリサー䝏、༠㈶௻業

௻画ᥦ᱌のブレスト
௻画ᥦ᱌᱌௳についてリサー䝏、༠㈶௻業

科目概要

音楽総合アカデミー学科
担当講師

☾田ᫀᏹ

科目名

イベント௻画概ㄽ䊡

科目区分

春学期の成ᯝを㋃まえ、௻業にイベント௻画をᥦ᱌をする。
ᥦ᱌にはල体ⓗなビジ䝛ス䝥ラン⏝いて฼┈が出せるところまでを考える。
この科目は講師の実務経験（௻画Ⴀ業、ライブハ䜴スのブッ䜻ング、各✀イベントไ作）に基づ
き、㐠Ⴀ䛥れる。

到達目標
⌧実ⓗなイベントを௻画し、ビジ䝛スとして成❧䛥せるところまでをイメージしたᥦ᱌ができる

授業計画
テーマ 授業内容



学期

春 講⩏ 実

1クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

2クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

担当講師

బ⸨ᫀ弘

科目概要

科目名 科目区分

すὒ音楽ᵝᘧ≉ㄽⅠ

この科目では、講師の実務経験（音楽ྐに関するㅖⴭ作、作曲、音楽理ㄽ、音楽ྐのᩍ授ά動
な䛹）に基づき、グレ䝂リオ⪷ḷからにྂ඾ὴにいたるまでのすὒ音楽について、各᫬௦で䛹の
䜘䛖な音楽ᵝᘧが⏕まれ、発ᒎし、ᚋの᫬௦にᙳ㡪をཬ䜌したかについて学びます。

到達目標
音楽をᚿす者にとってᚲ要と䛥れる、すὒの音楽ྐとその各᫬௦の音楽ᵝᘧについて基礎▱
㆑、基ᮏⓗ理解ຊを㌟に௜けます。

授業計画

1ク䜴ォーター総ᣓ
中ୡからル䝛サンスまでの音楽ᵝᘧと、バロックึ期までの器楽
音楽を総ᣓします。

ガイダンス
授業概要を説明します。

テーマ 授業内容

グレ䝂リオ⪷ḷ
すὒ音楽のルー䝒について概説します。

中ୡの声楽曲
ከ声部໬するグレ䝂リオ⪷ḷについて概説します。

ル䝛サンスの声楽曲
䜼䝵ーム・デ䝳䝣䜯イ、ジ䝵スカン・デ・䝥レな䛹の声楽曲を౛に、䝫
リ䝣ォニーᵝᘧについて概説します。

パレストリーナの音楽
䝫リ䝣ォニーᵝᘧの完成ᙧで䛒るパレストリーナの音楽について
概説します。

ル䝛サンスとバロックึ期の器楽
リ䝳ート、䝏䜵ンバロの音楽を概説します。

平ᆒᚊクラ䞂ィーア曲㞟をᑐ㇟に、䝣ーガについて概説します。

クォーター末試験評価方法

授業にᑐするཧຍጼໃと試験⤖ᯝを照合して総合ⓗに評価します。

テーマ 授業内容

バロックオ䝨ラ
モンテ䞂䜵ルディな䛹の作ရを中ᚰに、バロックオ䝨ラのᵝᘧを概
説します。

学期末試験評価方法

授業にᑐするཧຍጼໃと試験⤖ᯝを照合して総合ⓗに評価します。

2クオーター総ᣓ
バロックからྂ඾ὴまでの音楽ᵝᘧを総ᣓします。

音楽総合アカデミー学科

ྂ඾ὴの音楽ᵝᘧ
䝋ナタᙧᘧ、ᘻ楽ᅄ㔜奏曲、஺㡪曲について概説します。

モー䝒䜯ルトの音楽
༠奏曲、声楽曲、オ䝨ラを中ᚰに、モー䝒䜯ルトの作ရについて
概説します。

ベートー䞂䜵ンの஺㡪曲
ベートー䞂䜵ンの㻥曲の஺㡪曲を概説します。

䠦㻚㻿㻚バッハ①
ブランデンブルク༠奏曲や組曲作ရな䛹、バロック༠奏曲とྂ඾
組曲の音楽ᵝᘧを概説しますます。

䠦㻚㻿㻚バッハ②
カンタータやマタイཷ㞴曲な䛹、バッハの声楽曲について概説しま
す。

䠦㻚㻿㻚バッハ③



学期

⛅ 講⩏ 実

3クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

4クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

授業にᑐするཧຍጼໃと試験⤖ᯝを照合して総合ⓗに評価します。

ᚋ期ロマンὴ④
ラ䝣マニノ䝣の音楽について概説します。

㏆௦①
ドビ䝳ッ䝅ーとラ䞂䜵ルの音楽について概説します。

㏆௦②
ストラ䞂ィンス䜻ーのバレ䜶音楽䛀春の⚍඾䛁について概説しま
す。

㏆௦③・⌧௦
12音技法と1㻥45ᖺ௨㝆の⌧௦曲について概説します。

4クオーター総ᣓ
2㻜ୡ紀のすὒ音楽を総ᣓします。

学期末試験評価方法

ᚋ期ロマンὴ①
マーラーの஺㡪曲について概説します。

ᚋ期ロマンὴ②
リ䝠ャルト・䝅䝳トラ䜴スの஺㡪リとḷ曲について概説します。

ᚋ期ロマンὴ③
リ䝠ャルト・䝅䝳トラ䜴スのオ䝨ラについて概説します。

3クオーター総ᣓ
1㻥ୡ紀ロマンὴ音楽について概説します。

クォーター末試験評価方法

授業にᑐするཧຍጼໃと試験⤖ᯝを照合して総合ⓗに評価します。

テーマ 授業内容

ロマンὴ④
リストと䝽ーグナーの音楽について概説します。

ロマンὴ⑤
ブラームスの音楽について概説します。

ロマンὴ䐤
䝏ャイコ䝣ス䜻ーの音楽について概説します。

ロマンὴ①
ベルリオーズの䛀ᗁ᝿஺㡪曲䛁について概説します。

ロマンὴ②
䝅䝳ーベルトとメンデルス䝌ーンの音楽について概説します。

ロマンὴ③
䝅䝵パンと䝅䝳ーマンの音楽について概説します。

この科目では、講師の実務経験( 音楽ྐに関するㅖⴭ作、作曲、音楽理ㄽ、音楽ྐのᩍ授ά動
な䛹)に基づき、ロマンὴからに⌧௦にいたるまでのすὒ音楽について、各᫬௦で䛹の䜘䛖な音楽
ᵝᘧが⏕まれ、発ᒎし、ᚋの᫬௦にᙳ㡪をཬ䜌したかについて学びます。

到達目標
音楽をᚿす者にとってᚲ要と䛥れる、すὒの音楽ྐとその各᫬௦の音楽ᵝᘧについて基礎▱
㆑、基ᮏⓗ理解ຊを㌟に௜けます。

授業計画
テーマ 授業内容

科目概要

音楽総合アカデミー学科
担当講師

బ⸨ᫀ弘

科目名 科目区分

すὒ音楽ᵝᘧ≉ㄽ䊡



学期

春 講⩏ 実

1クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

2クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

テン䝅䝵ンをྵむコード䝽ーク①
ピアノや䜻ーボードの伴奏アレンジで使われる᭱も基ᮏⓗな
コードボイ䝅ングについて学習

テーマ 授業内容

音楽総合アカデミー学科
科目名 科目区分 担当講師

䝫ピ䝳ラー音楽ᵝᘧ◊✲Ⅰ ᶟᒣ₶୍㑻

科目概要
この科目では、講師の実務経験（㘽┙楽器演奏ཬび作曲㻛編曲の経験）に基づき、ಶ䚻の作
編曲経験䛒る↓しをၥわ䛪な䜣となく▱っている䝫ピ䝳ラー音楽を、㏻ᖖの音楽理ㄽと㻸㻸C（リ
ディアンクロマティックコン䝉䝥ト）のほⅬから᥀り下げていきます。㞴しいゝⴥが出てきますが
出᮶る㝈り分かり᫆く説明します。

到達目標
た䛰譜面を演奏する䛰けでなく、⮬分がఱをやっているのかをᑡしでも理解したい、基礎▱㆑
は䛒るが௒䜂とつ䝫ッ䝥スやジャズが䜘くわからない、とい䛖ேに‶㊊してもらえるコースにし
たいとᛮいます。

授業計画

コードス䜿ールとテン䝅䝵ンについて
コードとぶつからないメロディーや༶⯆演奏な䛹にḞかせない
コードス䜿ール、そしてテン䝅䝵ンについて学習

評価基‽䠖出席5㻜䠂、平ᖖⅬ25䠂、試験25䠂

テン䝅䝵ンをྵむコード䝽ーク②
ジャズピアノの基ᮏで䛒る䛂ス䝥レッドボイ䝅ング䛃でຊᙉいコー
ドボイ䝅ングを作る

テン䝅䝵ンをྵむコード䝽ーク③
主にジャズで使われる、ベースをྵま䛪テン䝅䝵ンを䝣ィー
䝏ャーしたコードボイ䝅ングについて学習

コード䝽ーク実㊶編
ビートルズの䛂㼅㼑㼟t㼑㼞㼐㼍㼥䛃のコードでテン䝅䝵ンを䛹䛖௜けるか
考える

4 㼃㼍㼥 C㼘㼛㼟㼑 㼂㼛i㼏in㼓
メロディー全てを4声にし、これをコードボイ䝅ング・テクニックと
してトライしてみる

クォーター末試験
トッ䝥ノートからのコードボイ䝅ング

クォーター末試験評価方法

テーマ 授業内容

㻸㻸C①
リディアンクロマティックコン䝉䝥トとはఱか
アンバランスト・インター䞂䜯ルとジ䝵ージラッ䝉ルの考え方

㻸㻸C②
๓回の⥆きから、実験ⓗに作曲にά⏝してみる
䜘り⮬⏤な発᝿でライティングする

評価基‽䠖出席5㻜䠂、平ᖖⅬ25䠂、試験25䠂

モードの曲作り
それぞれのモードでメロディーとコードを書く練習

䜘り⮬⏤な作曲技法①
䝫ピ䝳ラー音楽に᪊ける䜘り⮬⏤な作曲テクニックの⤂௓と᭷
名ᫎ画音楽の◊✲

䜘り⮬⏤な作曲技法②
䝩リ䝌ンタルなㄪᛶᘬຊ（䝣ラット）を考えた作曲技法の◊✲

総᚟習とまとめ
୚えられた᮲௳から選び4ࠥ8ᑠ⠇の作曲（メロディーとコード）

クォーター末試験
๓回に⥆き、↓᮲௳での⮬⏤な作曲（メロディーとコード）

学期末試験評価方法

モードについて
ཝᐦなព࿡でのモードと䝫ピ䝳ラー音楽で使われるモーダルイ
ンター䝏䜵ンジについて



学期

⛅ 講⩏ 実

3クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

4クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

テン䝅䝵ンをྵむコード䝽ーク 1
䜻ーボードや伴奏のアレンジで使われる᭱も基ᮏⓗなコード・
ボイ䝅ングについてです

テーマ 授業内容

音楽総合アカデミー学科
科目名 科目区分 担当講師

䝫ピ䝳ラー音楽ᵝᘧ◊✲䊡 ᶟᒣ₶୍㑻

科目概要
この科目では、講師の実務経験（㘽┙楽器演奏ཬび作曲㻛編曲の経験）に基づき、ᚋ期では
テン䝅䝵ンとコードス䜿ール、目ⓗูボイ䝅ング方法、モードのᮏ᮶のព࿡な䛹について解説
し、䜘り⮬⏤な作曲技法を学習する。

到達目標
ᮏ授業の内容上䛒る⛬度の基礎▱㆑が要ồ䛥れますが、䛒まりᚑ᮶の法๎や▱㆑にとらわ
れ䛪⮬⏤にオリジナル曲やアレンジが出᮶る䜘䛖になれ䜀幸いで䛒る。

授業計画

コードス䜿ールとテン䝅䝵ンについて
コードとぶつからないメロディや༶⯆演奏やな䛹にḞかせない
コード・ス䜿ール、そしてテン䝅䝵ンについてです

᥇Ⅼ基‽は授業の理解度を㔜どして試験が8㻜䠂、そして出席が2㻜䠂となっています。

テン䝅䝵ンをྵむコード䝽ーク 2
୍⯡に䛂ス䝥レッド・ボイ䝅ング䛃と࿧䜀れている、ベースをྵむ
ຊᙉいサ䜴ンドを作るコード・ボイ䝅ングです。

テン䝅䝵ンをྵむコード䝽ーク 3
主にジャズな䛹で使われる、ベースをྵま䛪にテン䝅䝵ンを
䝣ィー䝏ャーしたコード・ボイ䝅ングについてです。

コード䝽ーク・実㊶編
ビートルズの䝠ット曲䛂㼅㼑㼟t㼑㼞㼐㼍㼥䛃を使ってテン䝅䝵ンをྵまない
㻛ྵむボイ䝅ングの練習をします。

4 㼃㼍㼥 C㼘㼛㼟㼑 㼂㼛i㼏in㼓
これもコード・ボイ䝅ング・テクニックの୍つですが、な䜣とメロ
ディす䜉ての音を4声でハモリます。

テスト
トッ䝥・ノートが䛒らか䛨め୚えられたいくつかのコードを᮲௳に
合わせてボイ䝅ングします。

クォーター末試験評価方法

テーマ 授業内容

㻸CC概説・๓༙
ㄪᛶにᑐして䝴ニークな発᝿をᣢつリディアン・クロマティック・
コン䝉䝥トについて、ま䛪基ᮏⓗな考え方をຮᙉします。

㻸CC概説・ᚋ༙
๓回の⥆きで、᚟習もྵめて䜘りල体ⓗな౛を見ながら᭦に
㻸CCの᰿ᮏⓗ考え方を説明します。

᥇Ⅼ基‽は授業の理解度を㔜どして試験が8㻜䠂、そして出席が2㻜䠂となっています。

モードの曲作り
๓回にᘬき⥆き、それぞれのモードでメロディとコードを書く練
習です。

䜘り⮬⏤な作曲技法 1
䝫ピ䝳ラー音楽に䛚ける䜘り⮬⏤な作曲テクニックの⤂௓です。
いろ䜣なジャンルのཧ考曲をど⫈します。

䜘り⮬⏤な作曲技法 2
᭱⤊ㄢ㢟の説明と䝩リ䝌ンタルなㄪᛶᘬຊ（䝣ラット方向）を考
えた作曲技法の⤂௓です。

総᚟習と曲のアナライズ
ㄢ㢟の説明とཧ考曲のアナライズです。

テスト
୚えられた4つの᮲௳から୍つを選䜣で8ࠥ16ᑠ⠇⛬度の曲(メ
ロディとコード)を作ります。

学期末試験評価方法

モードについて
ཝᐦなព࿡でのモードと䝫ピ䝳ラー音楽な䛹で使われるモーダ
ル・インター䝏䜵ンジについてです。



学期

春 講⩏ 実

1クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

2クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

テーマ 授業内容

音楽総合アカデミー学科
科目名 科目区分 担当講師

㻶㻭㼆㼆◊✲Ⅰ 熱田公紀

科目概要
2㻜ୡ紀ึ㢌からጞまったジャズのṔྐを、それぞれのジャンルを௦表するアーティストの音※を⫈きながらᕠって
䜖く授業です。๓期はラグタイムにጞまり、ス䜴ィングを経てハイライトで䛒るビバッ䝥までを音※とᫎ像で᣺り㏉り
ます。また、๓・ᚋ期1回䛪つ㻎⚾の1ᯛ㻎と㢟して୍ே䛪つ発表してもらいます。⮬分⮬㌟の㻎䛚Ẽにධり㻎の音※を
⏝ពしてく䛰䛥い。
ᑦ、講師は㼀㼂、C㻹な䛹の作・編曲。⚾⮬㌟が主ദする㻮i㼓 㻮㼍n㼐(㼅㻓㻹㼑㼤)の作・編曲、指᥹。䝲マハ音楽᣺⯆䜈の楽
曲ᥦ౪。ピアニストとしてከくの演奏会やライブハ䜴スでの演奏な䛹の実務経験をᣢ䛱ます。
到達目標
ジャズとい䛖音楽を㏻して、その㇏かな音楽ᛶや、䝥レイ䝲ーの熱Ẽな䛹を音※を⫈きながら体ឤしま
す。又、ス䜴ィングな䛹のそれぞれのジャンルの⏕まれた᫬௦⫼ᬒな䛹にも目を向け、理解を῝めてい
きます。

授業計画

1ᖺ㛫の講⩏の説明

出席(8㻜㻑)、平ᖖⅬ(2㻜㻑)

 䝅カ䝂・ジャズの᫬௦䠋ローリングト䜳䜶ンティーズࠥハーレム・ル䝛ッサンス
㻷㻚オリバー、㻸㻚アームストロングの音※を⫈く。
䇿ジャズのṔྐ䇿(㻰㼂㻰)๓༙(45分)を㚷㈹。

 ブ䜼䜴䜼・ス䜴ィング䠋カン䝄ス䝅ティ・ジャズとビッグバンド䜶イジ
㻭㻚䝅䝵䜴、㻰㻚䜶リントン、㻳㻚ミラー、㻮㻚グッドマン、C㻚
ベイ䝅ー、㻭㻚テイタムの音※を⫈く。

バッ䝥(ビバッ䝥のㄌ⏕)
C㻚クリス䝏ャン、C㻚パーカー、㻮㻚パ䜴䜶ル、㻰㻚ガレスピー、㻿㻚䜿ン
トン、C㻚䝩ー䜻ンスの音※を⫈く。

 ア䝣ロ・䜻䝳ーバン・ジャズ䠋クール・ジャズ
㻿㻚マルティ䝛ス、㻰㻚ガレスピー、㻷㻚ドーハム、㻹㻚ディ䞂ィス、㻸㻚トリ
スターノの音※を⫈く。

 䜴䜶スト・コースト・ジャズとイースト・コースト・ジャズ
C㻚ベッカー、㻭㻚䝨ッパー、㻿㻚マン、㻴㻚䝅ル䞂䜯ー、㻹㻚ジャク䝋ン、㻿㻚
ロリンズ、㻼㻚䝏䜵ンバーズの音※を⫈く。

クォーター末試験評価方法

 ジャズの発⚈䠋ニ䝳ーオーリンズとクレオール、ラグタイム
㻿㻚ジ䝵ッ䝥リン、ジ䜵リー・ロール・モートンな䛹の音※を⫈く。

ガイダンス

テーマ 授業内容

4ビート・ジャズとハード・バッ䝥
㻹㻚ディ䞂ィス、C㻚ブラ䜴ン、㻶㻚コルトレーン、 㻿㻚クラーク、㼀㻚モン
ク、㻶㻚㻶㻚ジ䝵ン䝋ンの音※を⫈く。

まとめ(๓༙の)
㻎ジャズのṔྐ㻎(㻰㼂㻰)を㚷㈹(㻥㻜分)

⚾の୍ᯛ 㼂㼛㼘㻚1
学⏕の発表

出席(6㻜㻑)、平ᖖⅬ(2㻜㻑)、⚾の୍ᯛ発表内容(2㻜㻑)

⚾の୍ᯛ 㼂㼛㼘㻚2
学⏕の発表

⚾の୍ᯛ 㼂㼛㼘㻚3
学⏕の発表

⚾の୍ᯛ 㼂㼛㼘㻚4
学⏕の発表

⚾の୍ᯛ 㼂㼛㼘㻚5
学⏕の発表

⚾の୍ᯛ 㼂㼛㼘㻚6
学⏕の発表

学期末試験評価方法



学期

⛅ 講⩏ 実

3クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

4クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

テーマ 授業内容

音楽総合アカデミー学科
科目名 科目区分 担当講師

㻶㻭㼆㼆◊✲䊡 熱田公紀

科目概要
ᚋ期では、1㻥5㻜㻘6㻜のジャズの㯤㔠期(䝣䜯ン䜻ー・ジャズ)を経て、䝣リー・ジャズ、クロスオーバー(䝣䝳ー
ジ䝵ン)、᪂ఏᢎὴジャズと目ま䛠るしくᵝኚわりするジャズのṔྐを音※をᫎ像でᕠります。௒日の䝫
ピ䝳ラー音楽の礎を築いたジャズのṔྐをఏえていきます。
ᑦ、講師は㼀㼂、C㻹な䛹の作・編曲。⚾⮬㌟が主ദする㻮i㼓 㻮㼍n㼐(㼅㻓㻹㼑㼤)の作・編曲、指᥹。䝲マハ音楽
᣺⯆䜈の楽曲ᥦ౪。ピアニストとしてከくの演奏会やライブハ䜴スでの演奏な䛹の実務経験をᣢ䛱ま
す。

到達目標
䛥らに⛅学期では、⌧ᅾまでのジャズの1㻜㻜ᖺのṔྐをಠ▔し、
それぞれの᫬௦の≉ᚩを理解していきます。

授業計画

C㻚ミンガス、㻹㻚ロー䝏、㻷㻚クラーク、㻴㻚䝅ル䞂䜯ーの
音※を⫈く。

出席(8㻜㻑)、平ᖖⅬ(2㻜㻑)

 サード・ストリーム(第3のὶれ)䠋モード・ジャズ
㻶㻚ルイス、㻹㻚ディ䞂ィスの音※を⫈く。

䝣リージャズ 㼂㼛㼘㻚1
㻶㻚コルトレーン、㻻㻚コールマンの音※を⫈く。

䝣リージャズ 㼂㼛㼘㻚2
㻭㻚アイラー、㻿㻚テイラー、㻰㻚䝏䜵リー、㻱㻚ドル䝣ィーの
音※を⫈く。

 ジャズの1㻜᭶㠉࿨䠋ジャズ・ロック䠋ボサノ䞂䜯のὶ行䠋クロスオーバー
C㻚ブレイ、㻰㻚䝏䜵リー、㻹㻚デイ䞂ィス、㻿㻚䝀ッ䝒の
音※を⫈く。

クロスオーバーと䝣䝳ージ䝵ン
㻶㻚マクラ䝣リン、㻳㻚バルビ䜶リ、クル䝉ダース、C㻚コリア、
䜴䜵䝄ー・リ䝫ート、䝦ッドハンターズの音※を⫈く。

クォーター末試験評価方法

䝣䜯ン䜻ー・ジャズ
㼃㻚䜿リー、C㻚䝣ラー、C㻚アダレイ、㻭㻚ブレイ䜻ー、
㻸㻚モーガンの音※を⫈く。

 ニ䝳ー䝫ート・ジャズ・䝣䜵スと䝣䜯イティング・ニグロ

テーマ 授業内容

 䝫スト・䝣リー䠋䜴ィントン・マルサリスの出⌧のព࿡
アート・アンサンブル・オブ・䝅カ䝂、㻮㻚マルサリス、
㻽㻚ジ䝵ーンズ、㻾㻚グラスバーの音※を⫈く。

まとめ(୍ᖺ㛫の)
㻎ジャズのṔྐ㻎(㻰㼂㻰)を㚷㈹(㻥㻜分)

⚾の୍ᯛ 㼂㼛㼘㻚1
学⏕の発表

出席(6㻜㻑)、平ᖖⅬ(2㻜㻑)、⚾の୍ᯛ発表内容(2㻜㻑)

⚾の୍ᯛ 㼂㼛㼘㻚2
学⏕の発表

⚾の୍ᯛ 㼂㼛㼘㻚3
学⏕の発表

⚾の୍ᯛ 㼂㼛㼘㻚4
学⏕の発表

⚾の୍ᯛ 㼂㼛㼘㻚5
学⏕の発表

⚾の୍ᯛ 㼂㼛㼘㻚6
学⏕の発表

学期末試験評価方法



学期

春 講⩏

1クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

2クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

学期末試験評価方法

レ䝫ート評価。出席率。そして発ゝの✚ᴟᛶ。

理解の確認
レ䝫ートᥦ出

䝣ォークからニ䝳ーミ䝳ージック䜈とい䛖大きなὶれの෌確認

音楽総合アカデミー学科

ḷの⏥Ꮚᅬ䇾䝫䝥コン䇿
中ᓥみ䜖きな䛹䝫䝥コン全┒期

ླྀ᝟ὴ䝣ォーク᚟ά
ᯇᒣ༓春、㛗ῲ๛のྎ㢌

C㻹とニ䝳ーミ䝳ージック
C㻹タイアッ䝥から䝠ット連発

ኚ㠉期②
つまᜊ6୓ேコンサート

ニ䝳ーミ䝳ージック
䝴ーミンのྎ㢌

ニ䝳ーミ䝳ージック第3ୡ௦

ླྀ᝟ὴ䝣ォーク
か䛠やጲ、஭上㝧Ỉな䛹が䝠ットをと䜀す

㯤㔠の䝣ォーク・ブーム
ᒣᮏコータローと䜴ィーク䜶ンド、グレー䝥、䜅きのと䛖な䛹

原田┿஧、Ch㼍㼞、䝒イスト、Ώ㎶┿▱Ꮚな䛹

クォーター末試験評価方法

レ䝫ート評価。出席率。そして発ゝの✚ᴟᛶ。

テーマ 授業内容

ኚ㠉期①
䝣ォーライ䝣・レコードタ❧

1㻥6㻜ᖺ௦ึ㢌にアメリカのコンテン䝫ラリー・䝣ォークが日ᮏにධってきてから、日ᮏにも䝣ォー
ク・ムーブメントが㉳こった。ጞめは大学⏕た䛱がコピーをጞめ、やがてオリジナル曲が⏕まれ
た。そしてྜྷ田ᣅ㑻が出⌧してブームとなり、ミ䝳ージック䝅ーンの大きなὶれとなる。ニ䝳ー
ミ䝳ージックがビジ䝛スとなるまでの䝥ロ䝉スを学ぶ。

到達目標
⏕れる๓のミ䝳ージック䝅ーン全体の大きなὶれを読み解く。

授業計画

理解の確認
レ䝫ートᥦ出

カレッジ。䝣ォーク、関す䝣ォーク、䝣ォーク・ブームの総ᣓ

アメリカン・コンテン䝫ラリー・䝣ォーク
䜻ングストン・トリオがもたらしたもの

テーマ 授業内容

カレッジ・䝣ォーク
関ᮾの学⏕た䛱がコピーをጞめる

関す䝣ォーク
㧗▼ともや、ᒸᯘಙ康がオリジナルを作りጞめる

䝣ォーク・ムーブメント
ྜྷ田ᣅ㑻の出⌧でブームがጞまる

担当講師

బ఑䚷㐍

科目概要

科目名 科目区分

日ᮏの㻭㻒㻾ྐⅠ



学期

⛅ 講⩏

1クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

2クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

科目概要

音楽総合アカデミー学科
担当講師

బ఑䚷㐍

科目名

日ᮏの㻭㻒㻾ྐ䊡

科目区分

ニ䝳ーミ䝳ージックとなりミ䝳ージック・ビジ䝛スの主ὶの୍ゅを༨める䜘䛖になる。8㻜ᖺ௦にධっ
て、䝫ッ䝥ス・ブーム、バンド・ブームを経て、㻥㻜ᖺ௦にධると䛥らにḷのル䝛ッサンスが㉳こり、や
がて㻾㻒㻮、ダンスミ䝳ージック・ブームとなる。そして、テクノ、䝠ッ䝥䝩ッ䝥、䛒ら䜖るジャンルがそ
ろいⓒⰼ⧏஘となって⌧ᅾに⮳っている。

到達目標
㻭㻒㻾ྐを学び、
目ま䛠るしくኚ໬するこれからのミ䝳ージック䝅ーンの、௒ᚋのᒎ㛤を考えることが出᮶る

授業計画
テーマ 授業内容

ニ䝳ー・䜴䜵ーブ
㻾Cサク䝉䝅䝵ン、䝅ーナ䠃ロ䜿ットྎ㢌

テクノ・䝫ッ䝥
㼅㻹㻻のྎ㢌からテクノ・ブーム

第3期ዪᛶ䝅ンガー・ブーム
ḷᚰを大ษにし䜘䛖とい䛖ὶれ

ዪᛶロッカー
ⓑ஭㈗Ꮚ、中ᮧ䛒䜖み、Ώ㎶⨾㔛のྎ㢌

レディース・バンド
レベッカ、䝥リン䝉ス・䝥リン䝉スな䛹

バンド・ブーム
㻮㻻㽣㼃㼅をきっかけに✵๓のバンド・ブームに

理解の確認
レ䝫ートᥦ出

ニ䝳ー・䜴䜵ーブ、テクノ・䝫ッ䝥・ブームからᮏ᱁ⓗなロック᫬௦
䜈

クォーター末試験評価方法

レ䝫ート評価。出席率。そして発ゝの✚ᴟᛶ。

テーマ 授業内容

ḷのル䝛ッサンス
㻷㻭㻺䛂ឡは຾つ䛃からὶれがኚわる

ḷもの᚟ά
ᑠ田和正䛂ラブ・ストーリーは✺↛に䛃、
C㻴㻭㻳㻱㻒㻭㻿㻷㻭䛂㻿㻭㼅 㼅㻱㻿䛃大䝠ット

ビーイング⣔ブーム
㼆㻭㻾㻰、㼃㻭㻺㻰㻿な䛹䝠ット連発

レ䝫ート評価。出席率。そして発ゝの✚ᴟᛶ。

ᑠᐊ⣔ブーム
㼀㻾㻲、Ᏻᐊዉ⨾ᜨ、⳹原᭸⨾な䛹ブレイク

ジャパニーズ㻾㻒㻮ブーム
㻹㻵㻿㻵㻭、Ᏹከ田䝠カル、平஭㈼な䛹ྎ㢌

ダンス・ミ䝳ージック・ブーム
䜶イベックス⣔アーティストのྎ㢌

㻶 䝠ッ䝥䝩ッ䝥・ブーム
✵๓の䝠ッ䝥䝩ッ䝥・ブーム到᮶

理解の確認
レ䝫ートᥦ出

䛒ら䜖るジャンルが出つくしたឤの䛒るミ䝳ージック・䝅ーンの௒
ᚋのᒎ㛤は䠛

学期末試験評価方法



学期

春 講義 実

1クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

2クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

学期末試験評価方法

出席率15%、授業態度15%、試験70%

テスト
筆記試験。

音楽総合アカデミー学科

ＰＯＰＳ、ＦＯＬＫ、ＳＯＵＬへの新展開＃４
５０’ｓから６０’ｓのＳＯＵＬを知る。＃１
James Brownほか。

ＰＯＰＳ、ＦＯＬＫ、ＳＯＵＬへの新展開＃５
５０’ｓから６０’ｓのＳＯＵＬを知る。＃２
Sam Cookeほか。

マージー・ビート～ビートルズの登場＃１
ビートルズが生まれた音楽的背景と時代背景を解説します。
The Hoｌliesほか。

ＰＯＰＳ、ＦＯＬＫ、ＳＯＵＬへの新展開＃１
５０’ｓから６０’ｓのＰＯＰＳを知る。
Carol Kingほか。

ＰＯＰＳ、ＦＯＬＫ、ＳＯＵＬへの新展開＃２
５０’ｓから６０’ｓのＦＯＬＫを知る。＃１
「天使のハンマー」ほか。

ＰＯＰＳ、ＦＯＬＫ、ＳＯＵＬへの新展開＃３

アメリカン・ミュージックの成立
アメリカン・ミュージックのルーツとその時代背景を学びます。
フォークソング、カントリーミュージックの魅力って？「５００miles」
ほか

もうひとつのアメリカン・ミュージック
ジャズの誕生とポピュラーソングの発展。「Moon River」ほか。

５０’ｓから６０’ｓのＦＯＬＫを知る。＃２
「花はどこへ行った」ほか。

クォーター末試験評価方法

出席率15%、授業態度15%、試験70%

テーマ 授業内容

ロックンロールの誕生
ロックンロールが世界を変えた。その楽曲は？アーティストは？
Elvis Presleyほか。

イギリスからアメリカへと渡った民謡をもとに、世界のポピュラーソングが生まれた。時代や世相によって変
わっていく音楽。歌詞と曲、歌い手の三面で解説を進めていきます。春学期はイギリス民謡からロックン
ロールの誕生まで。尚、講師はメジャーレコード会社2社(ポニーキャニオン、バップ)で30年以上制作ディレ
クターとして多数のアーティストを担当し、音楽制作部長として管理職を務めた実務経験を持ちます。

到達目標
音楽制作者にとって必要なルーツミュージックの歴史的な深い音楽的知識を身につけてもらいま
す。

授業計画

テスト
筆記試験。

オリエンテーションと学生の自己紹介
講師と学生全員の自己紹介。本授業の今後の内容、および評価
についての説明。

テーマ 授業内容

スコットランドとアイルランド、
そしてイングランド＃１

ポピュラーソングの原点であるスコットランドとアイルランド民謡さ
らにイングランド民謡を学びます。「Danny Boy」ほか。

スコットランドとアイルランド、
そしてイングランド＃２

ポピュラーソングの原点であるスコットランドとアイルランド民謡さ
らにイングランド民謡を学びます。「Auld Lang Syne」ほか。

英国からアメリカ大陸へ
アメリカン・ミュージックのルーツとその時代背景を学びます。
「Barbara Allen」ほか。

担当講師

渡辺博

科目概要

科目名 科目区分

世界のA&R史Ⅰ



学期

⛅ 講⩏ 実

1クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

2クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

科目概要

音楽総合アカデミー学科
担当講師

Ώ㎶༤

科目名

ୡ⏺の㻭㻒㻾ྐ䊡

科目区分

⛅学期はイ䜼リスとアメリカの䝫ッ䝥ミ䝳ージックのኚ㑄。ビートルズのⓏሙ、そしてボブ・ディランのⓏሙ。
ロックが䛹䛖やって⏕まれたのか。䠍䠕䠓䠌ᖺ௦௨㝆の䝫ッ䝥ミ䝳ージックのከᵝᛶを、音とᫎ像に䜘って᳨ド
していきます。ᑦ、講師はメジャーレコード会♫2♫(䝫ニー䜻ャニオン、バッ䝥)で3㻜ᖺ௨上ไ作ディレクター
としてከᩘのアーティストを担当し、音楽ไ作部㛗として⟶理⫋を務めた実務経験をᣢ䛱ます。

到達目標
ビートルズ௨㝆、ከᵝ໬し、㐍໬してきた䝫ッ䝥スやロックを体ឤし、音楽ไ作にᦠわるためにᚲ
要なᖜᗈい音楽▱㆑を㌟につけてもらいます。

授業計画
テーマ 授業内容

マージー・ビート䡚ビートルズのⓏሙ䠀䠎
ビートルズが⏕まれた音楽ⓗ⫼ᬒと᫬௦⫼ᬒ。
䛂㻼㼘㼑㼍㼟㼑 㻼㼘㼑㼍㼟㼑 㻹㼑䛃䜋か。

は䛨まりの䛖た䠀䠍
ジ䝵ン・カーニー┘╩に䜘る音楽ᫎ画を㏻䛨、䝥ロデ䝳ーサーと
は䠛を学びます。

は䛨まりの䛖た䠀䠎
ジ䝵ン・カーニー┘╩に䜘る音楽ᫎ画を㏻䛨、䝥ロデ䝳ーサーと
は䠛を学びます。

ブリティッ䝅䝳・インベイジ䝵ン䠀䠍
イ䜼リスのロックがアメリカに大きなᙳ㡪を୚えた、そのヲ⣽を体
ឤします。䝋䜴ル・ミ䝳ージック編。マービン・䝀イ䜋か。

ブリティッ䝅䝳・インベイジ䝵ン䠀䠎
イ䜼リスのロックがアメリカに大きなᙳ㡪を୚えた、そのヲ⣽を体
ឤします。䝣ォーク、アメリカン・ロック編。ボブ・ディラン䜋か。

ロックの᫬௦䜈䠀䠍
䝣ラ䝽ー・ムーブメントと࿧䜀れる᫬௦・・・䛹の䜘䛖な音楽が⏕ま
れたのか䠛㼀h㼑 㻮㼑㼍㼏h 㻮㼛㼥㼟䜋か。

ロックの᫬௦䜈䠀䠎
䜴ッドストックの野እイベントの成ຌとそのᚋのミ䝳ージック・䝅ー
ンに୚えたᙳ㡪は䠛ジミ䝦ン䜋か。

クォーター末試験評価方法

出席率5㻜㻑、授業ែ度5㻜㻑

テーマ 授業内容

䝫スト・ビートルズのイ䜼リス䠀䠍
䠓䠌䇻䡏のイ䜼リスのミ䝳ージック・䝅ーン。䠒䠌ᖺ௦の音楽が䛹の䜘
䛖に㐍໬したのか䠛䠀䠍 㻽㼡㼑㼑n䜋か。

䝫スト・ビートルズのイ䜼リス䠀䠎
䠓䠌䇻䡏のイ䜼リスのミ䝳ージック・䝅ーン。䠒䠌ᖺ௦の音楽が䛹の䜘
䛖に㐍໬したのか䠛䠀䠎 㻼in㼗 㻲㼘㼛㼥㼐䜋か。

䝫スト・ビートルズのアメリカ䠀䠍
䠓䠌䇻䡏のアメリカのミ䝳ージック・䝅ーン。䠒䠌ᖺ௦の音楽が䛹の䜘䛖
に㐍໬したのか䠛䜴䜶スト・コースト編 㼀h㼑 㻱㼍㼓㼘㼑㼟䜋か。

出席率15㻑、授業ែ度15㻑、試験7㻜㻑

䝫スト・ビートルズのアメリカ䠀䠎
䠓䠌䇻䡏のアメリカのミ䝳ージック・䝅ーン。䠒䠌ᖺ௦の音楽が䛹の䜘䛖
に㐍໬したのか䠛イースト・コースト編䚷㻮i㼘㼘㼥 㻶㼛㼑㼘䜋か。

䝴ーロ・ミ䝳ージックのṔྐ
イタリア、䝣ランス、໭Ḣの䝫ッ䝥スのṔྐを学びます。㻭㻮㻮㻭、
ミッ䝅䜵ル・䝫ルナレ䝣な䛹。

ローリング・ストーンㄅが選ぶ
ୡ⏺で᭱も೧大なアーティスト䠍䠌䠌䠀䠍

授業の総まとめ。トッ䝥䠎䠌に名を連䛽るアーティストはㄡ䠛

ローリング・ストーンㄅが選ぶ
ୡ⏺で᭱も೧大なアーティスト䠍䠌䠌䠀䠎

授業の総まとめ。トッ䝥䠎䠌に名を連䛽るアーティストはㄡ䠛

テスト
➹グ試験。

学期末試験評価方法



学期

春䠋⛅ 講⩏ 実

1クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

2クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

担当講師

ᒣᮏ䚷正ኖ

科目概要

科目名 科目区分

ᫎ画音楽◊✲

ᫎ画音楽はᫎ像に䜘る演出をຓけ䛥らにその表⌧ຠᯝをቑすことがྍ⬟です。音楽作ᐙはᵝ䚻
なㄒ法やᡭ法を使⏝または᪂たに考᱌し作曲しています。授業はその作曲ᐙの取組みについて
分ᯒを行います。ᫎ像⣲ᮦは㝶᫬ኚ᭦するணᐃです。この科目では、講師の実務経験（作曲ᐙ、
編曲ᐙ）に基づき担当をします。

到達目標
この授業では䛒ら䜖る音楽を୪ิにᢅ䛖表⌧ᙧែとしてその表⌧方法を分ᯒしていきます。ఱẼ
ない音や音楽のព࿡についてアーティストやクリ䜶イターの❧ሙになるேに理解をしてもらいそ
れぞれの表⌧に⤖びつきまたは䝠ントになることを期ᚅしています。

授業計画

レ䝫ートの体⿢と㡯目
䝉メスター末のレ䝫ート（ㄽᩥ）ᥦ出に向けた指ᑟ

ᫎ画音楽の構成と主㢟法
モリコー䝛䛂ニ䝳ー・䝅䝛マ・パラダイス䛃䠍

テーマ 授業内容

ᫎ画に使われる音
ᯇᮏ᫭ᙪ䛂㋀る大ᤚᰝ⥺䚷㼀㻴㻱 㻹㻻㼂㻵㻱䛃

 主㢟とストーリーᫎ像と音楽の䝅ンクロ
モリコー䝛䛂ニ䝳ー・䝅䝛マ・パラダイス䛃䠎

主㢟と⣲ᮦ䠍
䠑䠳䠍䠤

䝉ラ䛂䝣ィ䝣ス・䜶レメント䛃䠍

主㢟と⣲ᮦ䠎
ᮍ᮶を㢟ᮦにしたᫎ画

䝉ラ䛂䝣ィ䝣ス・䜶レメント䛃䠎

 音のリアリティー音と音楽の䝅ンクロ
䝉ラ䛂グラン・ブルー䛃

ᆏᮏ㱟୍䛂ᡓሙのメリークリスマス䛃䠍

クォーター末試験評価方法

レ䝫ート䠐䠌䠂、平ᖖⅬ䠒䠌䠂
䝉メスター末にレ䝫ートするᫎ画について、分ᯒを行䛖㡯目をᢳ出しレ䝫ートとしてᥦ出

テーマ 授業内容

๻中音楽と䠞䠣䠩䠍
モリコー䝛䛂ᾏの上のピアニスト䛃䠍

学期末試験評価方法

レ䝫ート䠔䠌䠂、平ᖖⅬ䠎䠌䠂
レ䝫ート䠖音楽作ᐙの表⌧方法についてᵝ䚻なゅ度からレ䝫ートする
体⿢䠖レ䝫ート（㻭4)ᯛᩘ⮬⏤

レ䝫ートの体⿢と㡯目
レ䝫ート（ㄽᩥ）ᥦ出に向けた指ᑟ

音楽総合アカデミー学科

モードとコード
᪂しいㄒ法の๰出

ᆏᮏ㱟୍䛂ᡓሙのメリークリスマス䛃䠎

オー䜿ストレー䝅䝵ンとサ䜴ンドの≉Ⰽ
䜴イリアムズ䛂スター䜴ォーズ䊣䛃䠍

主㢟とストーリーと音楽
䜴イリアムズ䛂スター䜴ォーズ䊣䛃䠎

๻中音楽と䠞䠣䠩䠎
モリコー䝛䛂ᾏの上のピアニスト䛃䠎

 メ䝅アンとナイマンල体音と音楽
ナイマン䛂ピアノ・レッスン䛃

イメージの共᭷と⣲ᮦのᢳ出



学期

春㻛⛅ 講⩏ 実

1クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

2クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

学期末試験評価方法

試験評価は、授業䜈のཧຍ度6㻜䠂（毎回ᥦ出するミニレ䝫ートの内容と授業䜈の✚ᴟⓗな取り
組み）、期末レ䝫ート4㻜䠂で行います。

⌧௦の㑥楽
⌧௦の㑥楽をከゅⓗにᤊえ、䠎クォーターのテーマに䜘る期末レ
䝫ートをᥦ出します。

音楽総合アカデミー学科

ᩥ楽とㄒり≀
ᩥ楽の技法と構㐀として、⯙ྎ・音楽・ேᙧの構㐀を学䜣䛰上で、
ᩥ楽の作ရ㚷㈹を行います。

ḷ⯙ఄの㨩ຊ①
ḷ⯙ఄの技法と構㐀として、⯙ྎ・音楽・⾰⿦・演出について学び
ます。

ḷ⯙ఄの㨩ຊ②
᫬௦≀とୡヰ≀から、それぞれ␗なった㨩ຊのḷ⯙ఄ作ရを㚷
㈹します。

⍇⍈音楽
ྂ௦から⌧௦までの⍇⍈のఏᢎのὶれを概ほし、楽器の≉ᚩと
✀㢮を理解します。

୕࿡⥺音楽
୕࿡⥺のఏ᮶、楽器の≉ᚩと✀㢮を▱り、それぞれの୕࿡⥺音
楽を㚷㈹します。

ᑻඵ音楽

声明
成❧⫼ᬒ、グ譜法、ᙧᘧな䛹、基ᮏⓗなことを理解した上で、᐀
ὴの㐪䛖声明を㚷㈹します。

⬟と⯙ྎ✵㛫
⬟の技法と構㐀として、⯙ྎ・音楽・⾰⿦・演出について学䜣䛰上
で、⬟の作ရ㚷㈹を行います。

ᑻඵ音楽のṔྐ、楽器の≉ᚩと✀㢮を理解した上で、ᑻඵの⊂
奏・୕曲合奏を㚷㈹します。

クォーター末試験評価方法

試験評価は、授業䜈のཧຍ度6㻜䠂（毎回ᥦ出するミニレ䝫ートの内容と授業䜈の✚ᴟⓗな取り
組み）、期末レ䝫ート4㻜䠂で行います。

テーマ 授業内容

⟥音楽
⟈音楽のጞまりとᒎ㛤を音楽ྐⓗにᤊえ、楽器の≉ᚩと✀㢮を
理解します。。

日ᮏの音楽がᵝ䚻な᫬௦や♫会を⫼ᬒとしたᩥ໬の中で䛹の䜘䛖に఩⨨づけられてきたか、ኚ໬してきた
か、またኚ໬していくかを考えます。ල体ⓗには㞞楽、声明、⬟、୕曲、ᩥ楽、ḷ⯙ఄな䛹を㚷㈹しながら、
グローバルなどⅬに❧って日ᮏの音楽について考ᐹします。ᑦ、講師はẸ᪘音楽の公演・講ᗙ・䝽ーク
䝅䝵ッ䝥な䛹の௻画・㐠Ⴀ・コーディ䝛ートの実務経験をᣢ䛱、ᾏእの◊✲者との共同◊✲も行っています。

到達目標
᫬௦䛤とに日ᮏの音楽が䛹の䜘䛖にኚ㑄してきたかを理解できる䜘䛖になり、日ᮏの音楽の≉ᚩ
をᥗ䜣でその㨩ຊをឤ䛨られる䜘䛖になることを目指します。䛥らに、日ᮏの音楽とその⢭⚄ᛶと
は、日ᮏேのồめてきた音楽⨾とは䛹の䜘䛖なものかとい䛖ことを考ᐹしていきます。

授業計画

๻の中の➗い
≬ゝの作ရ㚷㈹を行い、䠍クォーターのテーマに䜘る期末レ䝫ー
トをᥦ出します。

日ᮏの音楽ダイジ䜵スト
日ᮏの௦表ⓗなఏ⤫ⱁ⬟・ఏ⤫音楽の㚷㈹を㏻して、全体ⓗな
授業内容のイメージをᥗめる䜘䛖にします。

テーマ 授業内容

ྂ௦日ᮏの音楽
日ᮏ音楽の᭖として、⦖ᩥ・ᘺ⏕᫬௦な䛹のྂ௦日ᮏの音楽ᩥ
໬は䛹䛖で䛒ったか考ᐹします。

㞞楽と大㝣の音楽
大㝣の音楽のཷ容とኚ容、正಴㝔の楽器な䛹について、音楽ྐ
ⓗなほⅬから㞞楽をᤊえます。

㞞楽の日ᮏ໬
㞞楽が日ᮏ໬䛥れ、⌧ᅾまでఏᢎ䛥れてきた基ᮏⓗな構㐀と⣔
⤫を学びます。

担当講師

ᒣᮏ⳹Ꮚ

科目概要

科目名 科目区分

㑥楽◊✲



学期

春㻛⛅ 講⩏ 実

1クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

2クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

担当講師

ᒣᮏ⳹Ꮚ

科目概要

科目名 科目区分

Ẹ᪘音楽◊✲

ୡ⏺のㅖẸ᪘の音楽を⌧௦のどⅬから見┤し、それぞれの音楽ᩥ໬のᒎ㛤について考えます。
音楽学の◊✲・方法ㄽに基づき、音楽の⫼ᬒに䛒るᵝ䚻な要⣲にもὀ目しながら、グローバルな
どⅬに❧ってㅖẸ᪘の音楽とは䛹の䜘䛖なものか考ᐹします。ᑦ、講師はẸ᪘音楽の公演・講
ᗙ・䝽ーク䝅䝵ッ䝥な䛹の௻画・㐠Ⴀ・コーディ䝛ートの実務経験をᣢ䛱、ᾏእの◊✲者との共同
◊✲も行っています。
到達目標
毎回の授業ではど⫈ぬ㈨ᩱに䜘ってㅖẸ᪘の音楽の実౛にゐれ、 ᆅᇦ・Ẹ᪘䛤との音楽の㐪
いをᢕᥱできる䜘䛖にします。䛥らに、௒日⚾た䛱が⪥にするᵝ䚻な音楽とのẚ㍑を試みながら、
音楽とはఱか考える䜘䛖にします。

授業計画

༡アジア
インド音楽を中ᚰに㚷㈹し、䠍クォーターのテーマに䜘る期末レ
䝫ートをᥦ出します。

ୡ⏺の音楽ダイジ䜵スト
ୡ⏺のከᵝな音楽の㚷㈹を㏻して、全体ⓗな授業内容のイメー
ジをᥗめる䜘䛖にします。

テーマ 授業内容

ୡ⏺音楽のどⅬ
ୡ⏺音楽とは䛹の䜘䛖なものか、ア䝥ロー䝏法、ᵝ䚻などⅬな䛹
を概ほします。

䝶ーロッパ
䝶ーロッパのఏ⤫音楽のᆅᇦ䛤との≉ᚩ、クラ䝅ック音楽とఏ⤫
音楽の⼥合な䛹について理解を῝めます。

ア䝣リカ
ア䝣リカのኴ㰘にまつわるᩥ໬、楽器と㌟体との関わりについて
考えます。

アメリカ
ඛఫẸ・䝶ーロッパ⣔・ア䝣リカ⣔に分けて、໭・中ኸ・༡アメリカの
音楽をᤊえます。

すアジア・中ኸアジア
イスラムୡ⏺の音楽とい䛖ᣓりから、音楽・音楽ᐙの䛒り方につい
て理解します。

ᮾアジアのᩥ໬ⓗ⫼ᬒを概ほし、⌧௦中ᅜの音楽（₎Ẹ᪘とᑡᩘ
Ẹ᪘）を㚷㈹します。

クォーター末試験評価方法

試験評価は、授業䜈のཧຍ度6㻜䠂（毎回ᥦ出するミニレ䝫ートの内容と授業䜈の✚ᴟⓗな取り
組み）、期末レ䝫ート4㻜䠂で行います。

テーマ 授業内容

ᮾ༡アジア①
ᮾ༡アジアのᩥ໬ⓗ⫼ᬒと音楽を学び、インド䝛䝅アのガムラン
音楽に↔Ⅼを当てます。

学期末試験評価方法

試験評価は、授業䜈のཧຍ度6㻜䠂（毎回ᥦ出するミニレ䝫ートの内容と授業䜈の✚ᴟⓗな取り
組み）、期末レ䝫ート4㻜䠂で行います。

䝽ールドミ䝳ージック
ᵝ䚻な䝽ールドミ䝳ージックを㚷㈹し、䠎クォーターのテーマに䜘る
期末レ䝫ートをᥦ出します。

音楽総合アカデミー学科

ᮾアジア②
モン䝂ルの音楽㢼ᬒを学䜣䛰上で、௦表ⓗな楽器と声のᩥ໬を
࿡わいます。

ᮾアジア③
ᮅ㩭༙ᓥのఏ⤫音楽として、㡑ᅜのᅜ楽をᐑᘐ音楽、Ẹ಑音楽
に分けてア䝥ロー䝏します。

概ㄽ（ఏ᧛・ఏᢎ）
ㅖẸ᪘の音楽のఏわり方、ఏえ方を、ල体౛を㏻して概ほしなが
ら考えます。

ᮾ༡アジア②
䝣ィリピン、ベトナム、タイ、ミャンマーな䛹の楽器と音楽、๻、⯙㋀
について学びます。

オ䝉アニア
ミクロ䝛䝅ア・メラ䝛䝅ア・䝫リ䝛䝅ア・アボリジニの音楽ⱁ⬟をᩥ
໬ⓗ⫼ᬒとともにᤊえます。

ᮾアジア①



学期

春 講⩏ 実

1クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

2クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

担当講師

᭷㤿▱❶

科目概要

科目名 科目区分

音楽♫会ᩥ໬◊✲Ⅰ

この科目では、講師の実務経験（䝅ン䝉サイ䝄ー・䝥ログラマー、サ䜴ンド䝥ロデ䝳ーサ、マル䝏
メディア・䝥ロデ䝳ーサー）に基づき音楽と♫会の関わりについて考ᐹします。ୡ⏺ྐの中で音
楽が䛹の䜘䛖に発ᒎしてきたかを見つめ┤します。音楽ྐとୡ⏺ྐを同䛨᫬㛫㍈で考えます。≉
に㻾㻒㻾、ジャズ、ブルース等⌧௦の音楽のඖになっている音楽のルー䝒とୡ⏺の関ಀを◊✲し
ます。
到達目標
ブルースから⌧௦の音楽まで発ᒎしてきた経⦋、♫会の出᮶஦とのつながりを理解します。

授業計画

理解の確認
➹グ試験またはレ䝫ートᥦ出

授業内容の説明
ఱを学ぶのか䠛䠍クオータに学習する内容について説明します。
㻥㻜ᖺ௦、8㻜ᖺ௦の音楽と㐣ཤのつながりを⫈いてみます。

テーマ 授業内容

8㻜㻓㼟 㻥㻜㻓㼟の音楽と♫会
㻹㼀㼂、第஧ḟブリティッ䝅䝳イン䞂䜵イジ䝵ンについて◊✲します。

7㻜㻓㼟の音楽と♫会
7㻜ᖺ௦のロック、䝣䝳ージ䝵ン、ダンス音楽と♫会⌧㇟を◊✲しま
す。

ロックとᫎ画
7㻜ᖺ௦、8㻜ᖺ௦のᫎ画と音楽について◊✲します

6㻜䇻の音楽と♫会⌧㇟
サマー・オブ・ラブと䝠ッピーᩥ໬について、◊✲します。
ビートルズのᙳ㡪について◊✲します。

5㻜䇻の音楽䚷ロックンロールのⓏሙ
ビートルがᙳ㡪をཷけたアメリカのロックンロールについて◊✲
します。

䝋䜴ルミ䝳ージックのṔྐとレコードレーベルについて◊✲しま
す。

クォーター末試験評価方法

授業の指♧をᏲっているか、内容を理解しているか等をᑂᰝ・評価します。Ḟ席5Ⅼ、㐜้3Ⅼを
平ᖖⅬからῶⅬします。

テーマ 授業内容

ブルーズඖᖺ
ブルースのṔྐと♫会について◊✲します。

学期末試験評価方法

授業の指♧をᏲっているか、内容を理解しているか等をᑂᰝ・評価します。Ḟ席5Ⅼ、㐜้3Ⅼを
平ᖖⅬからῶⅬします。

理解の確認
➹グ試験またはレ䝫ートᥦ出

音楽総合アカデミー学科

ルー䝒
䜻䝳ーバ、アメリカのያ㞔㈠᫆と音楽ᩥ໬について◊✲します。

カントリーミ䝳ージック
䜿ルト⣔䝶ーロッパからの音楽のᙳ㡪とアメリカேのᚰをḷ䛖とゝ
われているカントリーミ䝳ージックについて◊✲します。

音楽ᕷሙの原Ⅼ
䠍䠕䠑䠑ᖺ௨๓のアメリカの䝠ット曲について◊✲します。

ジャズ
ニ䝳ーオリンズでጞまったジャズが䝅カ䝂䜈⛣り全⡿䜈ᗈがった
᫬௦について◊✲します。

ジャズ䜶イジ
⚗㓇法᫬௦の䝅カ䝂のジャズ、第஧ḟ大ᡓᚋのビバッ䝥、につい
て◊✲します。

ス䜴ィート・䝋䜴ル・ミ䝳ージック



学期

⛅ 講⩏ 実

3クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

4クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

平ᖖⅬ25䠂 試験䠖75䠂 ⮬主ⓗな学習ពḧと向上ᚰ、᥈✲ᚰを評価します。授業での指♧を⪺
いているか䛹䛖か䠛内容を理解しているか䛹䛖か䠛Ḟ席5Ⅼ、㐜้3Ⅼを平ᖖⅬからῶⅬします。

スターㄌ⏕
䠓䠌ᖺ௦ḷㅴ曲とロック、アイドルᩥ໬のルー䝒について◊✲しま
す

タ䜿ノコ᪘䚷1㻥7㻥ᖺ
ḷㅴ曲からニ䝳ーミ䝳ージック、テクノカットについて◊✲します。

῰㇂⣔䚷㼀㻷
8㻜ᖺ௦᪂しいୡ௦のメディアや音楽について◊✲します

㻶㻙㻼㼛㼜
㼀㻷ブームの⤊↉からᏱከ田䝠カル䜈、音楽ᚿ向のኚ໬について
◊✲します。

理解の確認
➹グ試験またはレ䝫ートᥦ出

学期末試験評価方法

ᶓ὾㛤 とすὒ音楽
㯮⯪᮶⯟௨᮶のすὒ音楽と日ᮏのᩥ໬䚷明἞⥔᪂について◊✲
します

ὸⲡの䜶ンターテインメント
ᡓ๓の日ᮏの音楽ᩥ໬について◊✲します。

日๻䜴䜶スタンカーニバル
ᡓᚋの᪂しい音楽、ロカビリーからグルー䝥サ䜴ンド、䝣ォーク䝋
ングについて◊✲します。こ䛖と経῭成㛗について◊✲します。

理解の確認
➹グ試験またはレ䝫ートᥦ出

クォーター末試験評価方法

平ᖖⅬ25䠂 試験䠖75䠂 ⮬主ⓗな学習ពḧと向上ᚰ、᥈✲ᚰを評価します。授業での指♧を⪺
いているか䛹䛖か䠛内容を理解しているか䛹䛖か䠛Ḟ席5Ⅼ、㐜้3Ⅼを平ᖖⅬからῶⅬします。

テーマ 授業内容

トルコ行㐍曲䚷1783ᖺ
䝶ーロッパとその࿘㎶のᩥ໬。㼍㼘㼘㼍 t㼡㼞㼏㼍について◊✲します。

ベルサイ䝴のバラ䚷1682ᖺ
日ᮏேの大ዲきな䛂ベル䜀ら䛃、ブルボン⋤ᮅと䝣ランス㠉࿨、ベー
トーベンとナ䝫レオンとの関ಀ、ハ䝥スブルグᐙについて◊✲します。

ル䝛サンス
ル䝛サンスのጞまりと⤊わりそのᚋの᫬௦䜈のᙳ㡪について◊
✲します。

䝣䜯ンタジア䚷1㻥4㻜ᖺ
ディズニーの音楽とᫎ画について◊✲します

ኳᅜとᆅ⊹䚷188㻥ᖺ
ムーランルージ䝳でのロートレックと音楽。༳㇟ὴの作ရについて
◊✲します。

䝅䝵パンの⫝̸像画䚷1838ᖺ
ドラクロアの䝅䝵パンの⫝̸像画䚷7᭶㠉࿨、11᭶⻏㉳について◊✲
します。

この科目では、講師の実務経験（䝅ン䝉サイ䝄ー・䝥ログラマー、サ䜴ンド䝥ロデ䝳ーサ、マル䝏メ
ディア・䝥ロデ䝳ーサー）に基づきクラ䝅ック音楽の᫬௦⫼ᬒと⤮画、᐀ᩍ、ᨻ἞な䛹との関わりを
◊✲します。すὒ音楽と䝶ーロッパのṔྐⓗな஦㇟を関連づけて◊✲します。㯮⯪᮶⯟から⌧௦
に⮳る、ᅜ内の音楽ᩥ໬と♫会᝟ໃ、♫会⌧㇟を◊✲します。

到達目標
1㻥ୡ紀௨๓のୡ⏺ྐ、音楽ྐの関連ᛶやᩍ会・ᐑᘐの音楽がᕷẸの音楽となり⌧௦の䜘䛖な
音楽ᕷሙがᙧ成䛥れていく㐣⛬を理解します。日ᮏの音楽ᩥ໬と㧗度成㛗について理解しま
す。

授業計画
テーマ 授業内容

科目概要

音楽総合アカデミー学科
担当講師

᭷㤿▱❶

科目名

音楽♫会ᩥ໬◊✲䊡

科目区分



学期

春㻛⛅ 講⩏ 実

1クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

2クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

科目概要

音楽総合アカデミー学科
担当講師

᭷㤿▱❶

科目名

楽器・音㡪学◊✲（アコースティック）

科目区分

この科目では、講師の実務経験（䝅ン䝉サイ䝄ー・䝥ログラマー、サ䜴ンド䝥ロデ䝳ーサ）、大学
での◊✲（音㡪ᕤ学）に基づき、音の構成要⣲を理解し、楽器の✀㢮に䜘ってその楽器の音が
䛹の䜘䛖に構成䛥れているかを学習します。Ⰻい楽器とはఱか䠛Ⰻい音とはఱかをุ᩿する⬟
ຊを㌟につけます。ᩘ学、≀理学がⱞᡭでも、音㡪ᕤ学をឤぬⓗに理解することを目指します。

到達目標
音楽ᐙとして、⮬分で演奏し音をఏえるためにᚲ要な▱㆑を㌟につけます。音の構成要⣲、楽
器の構㐀、音のఏわり方を理解し、Ⰻい音を㏣ồすることを㌟につけます。

授業計画
テーマ 授業内容

音について䚷（㻵）
音を構成する要⣲を理解する。䚷音のఏわり方。⪥の構㐀につ
いて。

音について䚷（㻵㻵）
音の୕要⣲と᫬㛫ⓗኚ໬。音⛬について。

音について䚷（㻵㻵㻵）
音を見る。Ἴᙧに䜘る音の表⌧䚷音について᚟習。音Ⰽについて

音について䚷ಸ音
音Ⰽを構成する⮬↛ಸ音について学習します。楽器の音Ⰽにつ
いて。

楽器の構㐀（㻵)
楽器は䛹䛖やって音を構成しているか䠛アナログ䝅ン䝉サイ䝄ー
について。

楽器の音
楽器に関する確認とオー䜿ストラの楽器編成。カリンバ等Ẹ᪘⣔
の楽器を⫈きます。

理解の確認
➹グ試験またはレ䝫ートᥦ出

クォーター末試験評価方法

平ᖖⅬ䠖25䠂 末試験䠖75䠂 ⮬主ⓗな学習ពḧと向上ᚰ、᥈✲ᚰを評価します。Ḟ席5Ⅼ、㐜้
3Ⅼを平ᖖⅬからῶⅬします。ὀព஦㡯䠖授業中のᦠᖏ㟁ヰ、インター䝛ット、メールの使⏝、௚
科目のㄢ㢟作成等はいっ䛥い⚗Ṇとし、Ᏺられないሙ合にはῶⅬします。

テーマ 授業内容

䠍クオータの᚟習
音や楽器に関する▱㆑の確認。試験評価。

楽器の分㢮
䝄ックス・䝩ルンボステル分㢮について学習します。

音の㏿䛥、大き䛥
音がఏわる㏿度。≉Ṧなຠᯝ、⏝ㄒを学習します。

平ᖖⅬ䠖25䠂 末試験䠖75䠂 ⮬主ⓗな学習ពḧと向上ᚰ、᥈✲ᚰを評価します。Ḟ席5Ⅼ、㐜้
3Ⅼを平ᖖⅬからῶⅬします。ὀព஦㡯䠖授業中のᦠᖏ㟁ヰ、インター䝛ット、メールの使⏝、௚
科目のㄢ㢟作成等はいっ䛥い⚗Ṇとし、Ᏺられないሙ合にはῶⅬします。

音の㡪き方
アンビ䜶ント、䜶コー、リバーブとはఱか、学習します。

音の拡がりឤ
ステレオຠᯝとは䠛音のᐃ఩。オー䜿ストラの㓄⨨について学
習します。

音の方向
音は䛹こから⫈こえるのか䠛音の方向㼗について学習します。

Ⰻい音とは
Ⰻい音を㏣ồするには䠛Ⰻい音にについて学習します。㻿in㼓in㻓
㻮㼛㼣㼘を体験します。

理解の確認
➹グ試験またはレ䝫ートᥦ出

学期末試験評価方法



学期

春㻛⛅ 講⩏ 実

1クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

2クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

学期末試験評価方法

平ᖖⅬ䠖25䠂 末試験䠖75䠂 ⮬主ⓗな学習ពḧと向上ᚰ、᥈✲ᚰを評価します。Ḟ席5Ⅼ、㐜้
3Ⅼを平ᖖⅬからῶⅬします。ὀព஦㡯䠖授業中のᦠᖏ㟁ヰ、インター䝛ット、メールの使⏝、௚
科目のㄢ㢟作成等はいっ䛥い⚗Ṇとし、Ᏺられないሙ合にはῶⅬします。

理解の確認
➹グ試験

音楽総合アカデミー学科

ハイテクと音楽䚷㻰㻭㼃
㻰㻭㼃のṔྐ、使い方について学習します。マル䝏トラックについ
て。

ハイテクと音楽
7㻜ᖺ௦௨㝆デジタル技⾡が音楽に୚えたᙳ㡪について考ᐹしま
す。

᭱᪂のテクノロジーと音楽
᭱᪂のデジタルオーディオについて学習します。テルミンについ
て学習します。

デジタル音㡪䚷㻵
䜶䝣䜵クターについて学習します。᥋⥆方法、ຠᯝについて学習
します。

デジタルオーディオᶵ器 㻵
コンピ䝳ータやディジタルᶵᮦを使䛖にはఱがᚲ要か䠛䠎㐍ᩘ、䠍
䠒㐍ᩘについて理解します。㻳㻮㻘㼀㻮な䛹の単఩について

デジタルオーディオᶵ器 㻵㻵

デジタル䝅ン䝉サイ䝄ー䚷㻵
㻲㻹音※のඖとなる㻲㻹理ㄽについて学習します。

デジタル䝅ン䝉サイ䝄ー䚷㻵㻵
サン䝥ラー、ドラムマ䝅ーン、ルー䝥な䛹のデジタルᶵ器につい
て学習します。

デジタルオーディオᶵ器と音声䝣ォーマット。㻲㻸㻭C㻘㻹㻼3㻘㻭㻭Cな䛹
の音声ᅽ⦰について学習します。

クォーター末試験評価方法

平ᖖⅬ䠖25䠂 末試験䠖75䠂 ⮬主ⓗな学習ពḧと向上ᚰ、᥈✲ᚰを評価します。Ḟ席5Ⅼ、㐜้
3Ⅼを平ᖖⅬからῶⅬします。ὀព஦㡯䠖授業中のᦠᖏ㟁ヰ、インター䝛ット、メールの使⏝、௚
科目のㄢ㢟作成等はいっ䛥い⚗Ṇとし、Ᏺられないሙ合にはῶⅬします。

テーマ 授業内容

デジタル音㡪䚷㻵
䜶䝣䜵クターについて学習します。✀㢮、仕組み、使い方等。

この科目では、講師の実務経験（䝅ン䝉サイ䝄ー・䝥ログラマー、サ䜴ンド䝥ロデ䝳ーサ）、大学
での◊✲（音㡪ᕤ学）に基づき、㟁Ẽ楽器、デジタル楽器とデジタルオーディオの仕組みを習ᚓ
します。アナログとの㐪い、ఱᨾデジタルは音がⰋいのか䠛䜶䝣䜵クターとはఱか。デジタル
オーディオᶵ器を使⏝する㝿の⏝ㄒな䛹を理解します。アコースティックと⥆けてᒚಟすることが
ᮃましいです。
到達目標
デジタルオーディオについて、つ᱁、仕組み、使⏝方法について理解します。

授業計画

理解の確認
➹グ試験

デジタルの基ᮏ 㻵
デジタルオーディオの仕組みを理解します。アナログとデジタル
の㐪いについて。

テーマ 授業内容

デジタルの基ᮏ 㻵㻵
デジタルオーディオの仕組みを理解します。デジタルはఱᨾ音が
いいのかについて学習します。

㟁Ẽを使⏝した楽器䚷㻵
䜶レ䜻䜼ター、䜶レピ、な䛹㟁Ẽを使⏝した楽器について理解し
ます。それぞれの楽器の名曲を⫈きます。

㟁Ẽを使⏝した楽器䚷㻵㻵
オルガン、ボコーダ、メロトロンな䛹㟁Ẽを使⏝した楽器について
理解します。それぞれの楽器の名曲を⫈きます。

担当講師

᭷㤿▱❶

科目概要

科目名 科目区分

楽器・音㡪学◊✲（デジタルᶵ器）



学期

春䠋⛅ 演習 実

1クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

2クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

学期末試験評価方法

出席率、ດຊの成ᯝ、᭱⤊音※がᚰにឤ䛨るものが䛒るかを評価。

㻹㻵㼄音※のᥦ出 ᭦なる䜶䝣䜵クトや㻱㻽㻘コン䝥をᩚえて、᭱⤊㻹㻵㼄をし、ᥦ出する。

音楽総合アカデミー学科

ミ䜻䝅ングのᡭ㡰 1 ᡴ䛱込まれた、または㘓音䛥れた各パートのバランスをとる。

ミ䜻䝅ングのᡭ㡰 2 各パートに㻱㻽やコン䝥レッサーを㏻して音像をᩚえる。

ミ䜻䝅ングのᡭ㡰 䠏
㻱㻽、コン䝥レッサーをᘬき⥆き試していく。全体を❧体ⓗにサ䜴ン
ド・デ䝄インするために、リバーブな䛹で㣭る。

ḷや楽器の㘓音 1
曲のスタイルに合わせたパートのバランス、䜶䝣䜵クトの使⏝法な
䛹。

ḷや楽器の㘓音 2
๓㻽㼡㼍t㼑㼞でධຊした楽曲または᪂曲に⏕のḷや楽器を㘓音す
る。

ḷや楽器の㘓音 3

ධຊの実㝿（䠍） ᪤Ꮡの楽曲を䠟䠱䠞䠝䠯䠡に実㝿にධຊ。

ධຊの実㝿（䠎）
᪤Ꮡの楽曲を䠟䠱䠞䠝䠯䠡に実㝿にධຊ。デ䝳レー䝅䝵ン、ベロ䝅
ティーのኚ᭦等の解説。

๓㻽㼡㼍t㼑㼞でධຊした楽曲または᪂曲に⏕のḷや楽器を㘓音す
る。

クォーター末試験評価方法

出席とㄢ㢟曲を䠑䠌䠂䠑䠌䠂で評価。ㄢ㢟曲は、ᡴ䛱込みのດຊの成ᯝ。

テーマ 授業内容

その௚のテクニック コントローラな䛹の᚟習とά⏝法の確認。

㻰㻭㼃䝋䝣ト䛂C㼁㻮㻭㻿㻱䛃使⏝し、楽曲の䝣䜯イナル音※を作ることを学びます。譜面の作成にも役❧
䛱ます。音楽のジャンルやྍ⬟ᛶがᗈがり、⮬㌟の᪂たな方向ᛶ発見のᶵ会にもなるとᛮいま
す。講師はΏ㎶⨾㔛・ྜྷᕝ᫭ྖ・⡿⡿C㻸㼁㻮な䛹のライブサ䝫ート、レコーディングに作・編曲科、
䜻ーボード䝥レー䝲ーとしてཧຍ。 ⡿ 㻺㼑㼣 㼅㼛㼞㼗にて2㻜ᖺ㛫 同ᵝの音楽ά動な䛹の実⦼が䛒
る。
到達目標
楽譜またはឤぬⓗにᛮいついた音楽をコンピ䝳ーター䜈ᡴ䛱込むことができる䜘䛖になること。
ḷ声や⏕楽器を、㻰㻭㼃䝦㘓音する方法を学びます。
上グを経た、」ᩘの音※のバランスをとり、ミ䜻䝅ングする方法を学びます。

授業計画

楽曲完成 ᭱⤊データをᥦ出。

䠩䠥䠠䠥⎔ቃ䝉ットアッ䝥
音※、䜻ーボード等のコ䝛ク䝅䝵ン、䝋䝣ト䜴䜵アの㉳動等の確
認。

テーマ 授業内容

C㼁㻮㻭㻿㻱の᧯作（䠍）
C㼁㻮㻭㻿㻱の使⏝法、各䜶ディット䜴ィンド䜴での᧯作方法の基ᮏ。
䠩䠥䠠䠥データの読み込み。

C㼁㻮㻭㻿㻱の᧯作（䠎） ピアノロール画面での実㝿のධຊᡭ㡰について。

C㼁㻮㻭㻿㻱の᧯作（䠏）
音Ⰽのタᐃ、ボリ䝳ームのኚ᭦、クオンタイズ等、リアルタイムධ
ຊに関する᧯作方法。

担当講師

ዉⰋ部໶平

科目概要

科目名 科目区分

㻰㼀㻹演習



学期

㞟中 演習 実

1クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

2クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

担当講師

᭷㤿▱❶

科目概要

科目名 科目区分

譜面ί書䝋䝣ト演習基礎

この科目では、講師の実務経験（䝅ン䝉サイ䝄ー・䝥ログラマー、サ䜴ンド䝥ロデ䝳ーサ、楽譜㓄
ಙ、譜面ί書業務）に基づき譜面作成䝋䝣ト䛂㻲in㼍㼘㼑䛃の基礎をマスターします。コード、ḷモ௜き
のメロ譜作成。各✀グྕのタᐃを学び簡単なスコア作成を目指します。䠍日䠔᫬㛫、䠏日㛫の㞟
中講ᗙです。

到達目標
ḷモ、コード௜きのメロ譜を完成䛥せます。スコア譜の作成とレイア䜴トのタᐃ、グྕのタᐃが
できる䜘䛖になります。

授業計画

作ရᥦ出䚷䝥リントア䜴ト
作成した楽譜を䝥リントア䜴トしてಟ正します。

基ᮏ᧯作の確認
㻲in㼍㼘㼑の㉳動、基ᮏ᧯作について。ステッ䝥ධຊについて。

テーマ 授業内容

メロディのධຊ
メロ譜を作成します。音価の選ᢥ、≉Ṧな音➢のධຊ、ఇ➢の
ධຊを学習します。

コードのධຊの基ᮏ
コードをධຊします。≉Ṧなコードのධຊを学習します。

グྕのタᐃ䚷䠍
音部グྕ、ᢿᏊグྕ、ㄪྕのタᐃ。各✀䝒ールについて学習し
ます。

ḷモධຊ
ḷモをධຊします。レイア䜴トをタᐃします。

䝅䝵ートカット
音価の選ᢥ、カー䝋ルのኚ᭦、音➢の向き、⮫᫬グྕな䛹の
䝅䝵ートカットを学習します。

䝥リントア䜴トして確認します。

クォーター末試験評価方法

平ᖖⅬ25䠂 試験䠖75䠂 ⮬主ⓗな学習ពḧと向上ᚰ、᥈✲ᚰを評価します。授業での指♧を⪺
いているか䛹䛖か䠛Ḟ席5Ⅼ、㐜้3Ⅼを平ᖖⅬからῶⅬします。

テーマ 授業内容

レイ䝲ーのタᐃ
ピアノ譜を使ってレイ䝲ーのタᐃを学習します

学期末試験評価方法

平ᖖⅬ25䠂 試験䠖75䠂 ⮬主ⓗな学習ពḧと向上ᚰ、᥈✲ᚰを評価します。授業での指♧を⪺
いているか䛹䛖か䠛Ḟ席5Ⅼ、㐜้3Ⅼを平ᖖⅬからῶⅬします。

ㄢ㢟評価
ㄢ㢟をᥦ出します

音楽総合アカデミー学科

スコアの作成
ẁᩘのከいスコアをධຊします。グྕをタᐃします。

ㄢ㢟作成
䝨ージレイア䜴トのタᐃを学びます。ㄢ㢟のスコアをධຊしま
す。

ㄢ㢟作成
音➢、グྕ、䝨ージレイア䜴トを確認して完成䛥せます。

レイ䝲ーのタᐃ・リズム譜の作成
ドラムパートをධຊしてレイ䝲ーのタᐃを学習します。㧗㏿ステッ
䝥ධຊを体験します。

アンサンブル譜の作成
すでに作成したメロディ譜にベース、ドラム、䜼ター、ピアノを㏣
ຍしてアンサンブル譜を作成します。グྕをධຊします。

アンサンブル譜の作成



学期

㞟中 演習 実

1クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

2クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

担当講師

ᆏᮏᾈᚿ

科目概要

科目名 科目区分

譜面ί書䝋䝣ト演習上⣭

この科目では、講師の実務経験（アレンジャー、譜面ί書業務）に基づき、譜面ί書䝋䝣ト
䛂㻲in㼍㼘㼑䛃を使⏝し、中䡚大編成の䝣ルスコア、パート譜の作成の仕方を学びます。

到達目標
出∧譜レベルの譜面作成（レイア䜴トがᩚっている、譜めくりが容᫆、演奏しやすい、等）ができ
る䜘䛖にします。

授業計画

アカ䝨ラアンサンブルのධຊ
䠐䡚䠑声のアカ䝨ラアンサンブルを㢟ᮦに、䝣ルスコアのධຊを
行います。

㧗㏿ステッ䝥ධຊ
䛂譜面ί書䝋䝣ト演習基礎䛃の᚟習をව䛽、᭷ຠなධຊ方法の䛚
䛥らいをします。

テーマ 授業内容

リアルタイムධຊ
䛂譜面ί書䝋䝣ト演習基礎䛃の᚟習をව䛽、᭷ຠなධຊ方法の䛚
䛥らいをします。

㧗㏿ステッ䝥ධຊをつかったಟ正
䛂譜面ί書䝋䝣ト演習基礎䛃の᚟習をව䛽、᭷ຠなධຊ方法の䛚
䛥らいをします。

㻹㻵㻰㻵の読み込み
௵ពの㻹㻵㻰㻵データを読み込み、譜面໬します。

㻹㻵㻰㻵の読み込みのಟ正
クオンタイズのタᐃ、㧗㏿ステッ䝥ධຊを㥑使して、使える譜面
にಟ正します。

スコア䝣ォーマットの作成
䝉ットアッ䝥・䜴ィ䝄ードを使⏝し、䝣ルスコアのタᐃを行います。

譜めくり、見やす䛥にὀពしてレイア䜴トします。

クォーター末試験評価方法

平ᖖⅬ25䠂 試験䠖75䠂 ⮬主ⓗな学習ពḧと向上ᚰ、᥈✲ᚰを評価します。授業での指♧を⪺
いているか䛹䛖か䠛Ḟ席5Ⅼ、㐜้3Ⅼを平ᖖⅬからῶⅬします。

テーマ 授業内容

トランスクライブ①
アカ䝨ラアンサンブルの楽譜を௚の編成䜈⛣し᭰えます。
（౛䠖ᘻカルテット、㻿㻭㼄4㔜奏）

学期末試験評価方法

平ᖖⅬ25䠂 試験䠖75䠂 ⮬主ⓗな学習ពḧと向上ᚰ、᥈✲ᚰを評価します。授業での指♧を⪺
いているか䛹䛖か䠛Ḟ席5Ⅼ、㐜้3Ⅼを平ᖖⅬからῶⅬします。

ㄢ㢟評価
ㄢ㢟をᥦ出します

音楽総合アカデミー学科

音※の書き出し
㻲in㼍㼘㼑の音※໬ᶵ⬟を使います。

実技試験で使⏝する楽譜のί書①
実㝿に試験で演奏する曲または⮬作曲の譜面作成を行います。
（䝣ルスコア）

実技試験で使⏝する楽譜のί書②
①のパート譜を作成します。

トランスクライブ②
①で作成した譜面を䜘り大きな編成䜈⭾らませます。
（౛䠖ジャズビッグバンド、䜴インドアンサンブル）

䝣ルスコアの作成
指᥹者が読むことを᝿ᐃした䝣ルスコアを作成します。

パート譜の書き出し



学期

春 㻛 ⛅ 演習 実

1クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

2クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

担当講師

上᭶ ὒஓ

科目概要

科目名 科目区分

㻰㻭㼃䝋䝣ト䠃ハード演習

䝥ロのレコーディング⌧ሙでもっとも䜘く使⏝䛥れている㻰㻭㼃䝋䝣ト䛂䝥ロ䝒ールス䛃のᶵ⬟を理解
し、レコーディング方法と㐍行を学びます。ᑦ、講師は䜶ンジニア（レコーディング、マスタリング、
㻰㼀㻹、㻼㻭）としての実務経験をᣢ䛱ます。

到達目標
⮬分で作った作ရを䝥ロ䝒ールスにパラデータで取り込み䞂ォーカルな䛹をマイクで㘓音・ミック
ス・マスタリングしてデモ音※が作れる䜘䛖にします。

授業計画

試験
指♧㏻りにオ䝨レー䝅䝵ンできるか

基礎▱㆑
㻰㻭㼃とは。ᩍᐊの使い方 㟁※のධれ方
基ᮏオ䝨レー䝅䝵ン

テーマ 授業内容

䝉ッ䝅䝵ンを作る
サン䝥リングレート、テン䝫、ᢿᏊのタᐃ
デジタルオーディオの仕組み

トラックを作る
䝥ロ䝒ールスで使えるトラックの作成と⏝㏵

䝥ラグインについて
䜶䝣䜵クターや䝋䝣ト音※

㻹i㼐iを᧯る
㻹i㼐iトラックでእ部音※を㬆らす。䝋䝣ト音※を㬆らす
㻹i㼐iのオーディオ໬

䜶䝣䜵クター
インサートや䝉ンドリターンで䜶䝣䜵クターを使䛖

音作りの基礎
㻼㼍n、㻱㻽、コン䝥レッサー

クォーター末試験評価方法

試験はオ䝨レー䝅䝵ン実技。出席6㻜㻑クオーター末テスト4㻜㻑

テーマ 授業内容

イン䝫ート
オーディオやC㻰や䝉ッ䝅䝵ンをイン䝫ートする

学期末試験評価方法

試験はオ䝨レー䝅䝵ン実技。出席6㻜㻑クオーター末テスト4㻜㻑

試験
指♧㏻りにオ䝨レー䝅䝵ンできるか

音楽総合アカデミー学科

ミ䜻䝅ング②
✵㛫⣔のฎ理
リバーブ、ディレイ

ミ䜻䝅ング③
ミックスのまとめ方

マスタリング
⫈きやすいミックス、音ᅽ上げ

レコーディング①
䝋䝣ト音※でドラムをᡴ䛱込䜣でみる

レコーディング②
マイクを使ってオーディオの㘓音

ミ䜻䝅ング①



学期

春㻛⛅ 演習 実

1クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

2クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

担当講師

㞙田⩏༤

科目概要

科目名 科目区分

㻾㻱C䜶ンジニア演習

各ேが䜶ンジニア、演奏者、作ᐙな䛹（⮬㌟のᑓᨷ分野）の❧䛱ሙになって、スタジオレコーディングの実
習を䛚こないます。ᑦ、講師はトレイラーᑓ㛛音楽出∧♫の作曲ᐙとしてトレイラー、㼀㼂␒組の㻮㻳㻹や䝥ロ
モ⏝音楽ไ作の実務経験をᣢ䛱ます。

到達目標
ᶵᮦやレコーディング䝥ロ䝉スに䛚けるᩍ㣴ⓗな▱㆑と、䜶ンジニアとしてのึṌⓗなス䜻ル習ᚓを目指し
ます。

授業計画

ᶵᮦについてのまとめ
レコーディング䝉ッ䝅䝵ンの䝥ロ䝉スの理解、ᶵᮦのᢅいについての確
認とレ䝫ートᥦ出。

レコーディングとは
音の概ᛕを考えながらスタジオ内の音のὶれ（䝅グナル䝣ロー）とレコー
ディング䝥ロ䝉スを理解。

テーマ 授業内容

使⏝ᶵᮦに䜅れる 䠍
使⏝する䜿ーブルやマイクスタンドの取りᢅい、マイク、㻰㻵についての✀
㢮と≉ᚩについて。

使⏝ᶵᮦに䜅れる 䠎 コン䝋ール、パッ䝏ベイ、ア䜴トボードのᶵᮦ、䝥ロ䝒ールスについて。

使⏝ᶵᮦに䜅れる 䠏 トークバック、䜻䝳ーボックスについて。

レコーディングண行演習䠍 レコーディング䝉ッ䝅䝵ンの䝅ミ䝳レー䝅䝵ン。（䝋ロピアノ）

レコーディングண行演習䠎 レコーディング䝉ッ䝅䝵ンの䝅ミ䝳レー䝅䝵ン。（௚の䝋ロ楽器）

グルー䝥䠎の௻画に䜘るレコーディング䝉ッ䝅䝵ン、担当グルー䝥௨እは
䜶ンジニアとしてཧຍ。

クォーター末試験評価方法

・出席≧ἣ（35㻑）㐜้・Ḟ席はῶⅬᑐ㇟。
・平ᖖⅬ（35㻑）ཷ講ែ度や✚ᴟᛶ。
・試験（3㻜㻑）レ䝫ートᥦ出。

テーマ 授業内容

レコーディングண行演習䠏
レコーディング䝉ッ䝅䝵ンの䝅ミ䝳レー䝅䝵ン。（䜼ター、ベース、䜻ーボー
ドな䛹の䜶レ䜻楽器）

学期末試験評価方法

・出席≧ἣ（35㻑）㐜้・Ḟ席はῶⅬᑐ㇟。
・平ᖖⅬ（35㻑）ཷ講ែ度や✚ᴟᛶ。
・試験（3㻜㻑）学習内容の理解を䝏䜵ックする実技試験。

レコーデ䝵ングについてまとめ
スタジオでのレコーディング実技試験、これまでの䝉ッ䝅䝵ンを᣺り㏉り
ディスカッ䝅䝵ン。

音楽総合アカデミー学科

レコーディング演習3（グルー䝥䠏）
グルー䝥䠏の௻画に䜘るレコーディング䝉ッ䝅䝵ン、担当グルー䝥௨እは
䜶ンジニアとしてཧຍ。

レコーディング演習4（グルー䝥䠐）
グルー䝥䠐の௻画に䜘るレコーディング䝉ッ䝅䝵ン、担当グルー䝥௨እは
䜶ンジニアとしてཧຍ。

レコーディング演習5（グルー䝥䠑）
グルー䝥䠑の௻画に䜘るレコーディング䝉ッ䝅䝵ン、担当グルー䝥௨እは
䜶ンジニアとしてཧຍ。

レコーディングண行演習䠐
レコーディング䝉ッ䝅䝵ンの䝅ミ䝳レー䝅䝵ン。（⏕楽器のアンサンブル）

レコーディング演習1（グルー䝥䠍）
グルー䝥䠍の௻画に䜘るレコーディング䝉ッ䝅䝵ン、担当グルー䝥௨እは
䜶ンジニアとしてཧຍ。

レコーディング演習2（グルー䝥䠎）



学期

㞟中 演習 実

1クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

2クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

学期末試験評価方法

実技試験䚷指ᐃ䛥れた䝅ステムを᫬㛫内にグルー䝥で䝉ッティング
஦๓の‽ഛと䝏ームとしてのコミ䝳ニ䜿ー䝅䝵ンも評価

まとめ
実㝿の演奏⌧ሙにάかせることを確認する。

音楽総合アカデミー学科

ライブ䝅䝳ミレー䝅䝵ン①
ライブの䝉ッティングを䝅䝳ミレー䝅䝵ン䚷䝥ランニングから仕込み
サ䜴ンド䝏䜵ックまで行䛖

ライブ䝅䝳ミレー䝅䝵ン②
ᦙධ・仕込み・回⥺䝏䜵ック・サ䜴ンド䝏䜵ック・リハーサルまでの
ὶれを実㊶

ミ䜻䝅ング
ライブでのミ䜻䝅ングを体験する。バランスをኚえると䛹の䜘䛖な
⪺こえ方になるかを理解する。

スピーカー䝉ッティング
䝩ール内タഛを使いᏳ全なスピーカータ⨨を行䛖

ᶵᮦ䝉ッティング
マイクスタンド・䜿ーブルの取りᢅいを理解し、᪩く・正確に行䛖

䝅ステム䝉ッティング

ಙྕのὶれる仕組み
実㝿に音㡪ᶵ器を使⏝しながら、マイク、䜿ーブル、ミ䜻サー、モ
ニターと䛹の䜘䛖にಙྕがὶれるか確認する。

እ音・中音
⌧ሙで䜘く使われる䛂እ音䛃䛂中音䛃のព࿡、使い方を理解する。

ᑠつᶍ䝅ステムを䝉ッティング䚷サ䜴ンド䝏䜵ック

クォーター末試験評価方法

テーマ 授業内容

䝩ールでのᏳ全作業
䝩ール・⯙ྎのᶵ構を理解しᏳ全に作業を行䛖基ᮏとなる▱㆑の
を習ᚓ

この科目は㞟中授業です。コンサート・イベント・各✀⯙ྎな䛹のᵝ䚻の䝣ィールドでの音㡪の仕
஦を行䛖ために、▱㆑と技⾡はも䛱ろ䜣、⌧ሙでのコミ䝳ニ䜿ー䝅䝵ンを取るためのカ練も行いま
す。ేせて、༴㝤がከい⯙ྎの仕஦の中で、Ᏻ全に作業を行䛖カ練も行います。ᑦ、講師はコン
サート・イベント等での音㡪技⾡の実務経験をᣢ䛱ます。

到達目標
コンサート・イベント・各✀⯙ྎ等で使⏝䛥れる音㡪ᶵ器・䝅ステムを理解する

授業計画

スタッ䝣䜈の指♧の出し方
演奏⎔ቃをᩚえるために䛹の䜘䛖なコミ䝳ニ䜿ー䝅䝵ンをとれ䜀Ⰻ
いかを理解する。

㻼㻭とは
マイク、音㡪ᶵ器を使って演奏することの概ᛕを理解する。

テーマ 授業内容

ᶵ器に䜘る音の㐪い
使われるᶵ器に䜘って、⫈⾗にఏわる音の㐪いが䛒ることを理解
する。

䝦ッド䝣ォンに䜘る音の㐪い
䝦ッド䝣ォンでも音㉁がኚわることを理解する。

マイク、䜿ーブル等の取ᢅい
取ᢅい方法のレク䝏ャー、䜿ーブルのᕳき方の実㊶を行䛖。

担当講師

ᮔ䚷ᑑↄ

科目概要

科目名 科目区分

㻼㻭䠃イベント⯙ྎ〇作演習



学期

春 演習 実

1クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

2クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

学期末試験評価方法

㻼㼂作ရの完成度、オリジナリティ。平ᖖ᫬の授業ែ度と出席≧ἣ。

作ရ発表 ไ作≀の発表と、その作ရについてのコメント㻛ディスカッ䝅䝵ン。

音楽総合アカデミー学科

㻼㼂の編㞟䠎 編㞟の⥆きを行いᥦ出します。

㻼㼂の編㞟䠏 編㞟の⥆きを行いᥦ出します。

画像編㞟の᚟習 䠟䠠ジャ䜿ットの᚟習をව䛽たไ作をしそれを完成しᥦ出します。

㻼㼂 ⤮コンテを᧜ᙳ
䠬䠲の௻画書と使⏝するオリジナル曲をᥦ出します。䚷⤮コンテを
完成します。

㻼㼂の実෗
⤮コンテにἢって、ᫎ像⣲ᮦの᧜ᙳを行います。クロマ䜻ー᧜ᙳ
もྍ⬟。

㻼㼂の編㞟䠍

C㻰ジャ䜿ットไ作䠎
㻼h㼛t㼛㼟h㼛㼜のマジック䝽ンドのษりᢤきな䛹、䝒ールを使った編㞟
作業をする。

C㻰ジャ䜿ットไ作䠏
㻭㼐㼛㼎㼑 㻵㼘㼘㼡㼟t㼞㼍t㼛㼞を使い、C㻰ᕤሙのテン䝥レートに෗┿⣲ᮦやᩥ
Ꮠධれをする。

ṧりの᧜ᙳとᚲ要にᛂ䛨て䜶䝣䜵クトな䛹を⏝いて編㞟をጞめま
す。

クォーター末試験評価方法

㻼h㼛t㼛㼟h㼛㼜、㻵㼘㼘㼡㼟t㼞㼍t㼛㼞の理解度。作ရのオリジナリティ。平ᖖ᫬の授業ែ度と出席≧ἣ。

テーマ 授業内容

㻼㼂ไ作について
ᵝ䚻な䝥ロモー䝅䝵ンビデオをほてディスカッ䝅䝵ンをします。クロ
マ䜻ー᧜ᙳや編㞟౛もほます。

アーティストとして⮬ᕫの楽曲を、䜘りከくのே䚻にᒆけるため、㻭㼐㼛㼎㼑 㻰㼀㻼䝋䝣トをά⏝し、C㻰デ䝄イン、
ミ䝳ージック・ビデオไ作、䝣ライ䝲ーไ作、㼃㼑㼎デ䝄イン、C㻹や䝥ロモー䝅䝵ン・䞂ィデオの動画ไ作を目ⓗ
とします。講師はΏ㎶⨾㔛・ྜྷᕝ᫭ྖ・⡿⡿C㻸㼁㻮な䛹のライブサ䝫ート、レコーディングに作・編曲科、䜻ー
ボード䝥レー䝲ーとしてཧຍ。 ⡿ 㻺㼑㼣 㼅㼛㼞㼗にて2㻜ᖺ㛫 同ᵝの音楽ά動な䛹の実⦼が䛒る。

到達目標
㻭㼐㼛㼎㼑 㻰㼀㻼䝋䝣トを⧞り㏉しά⏝し、䞂ィジ䝳アルアートไ作をすることで、䝋䝣トのᶵ⬟を▱り、䞂ィジ䝳アル
ຠᯝを体験し、楽しみながらス䜻ルを㌟につくけることが目標です。また㼂i㼐㼑㼛にᑐする音楽のከ大な㔜要
ᛶも理解できるとᛮいます。

授業計画

C㻰ジャ䜿ット完成・ᥦ出
C㻰ジャ䜿ットไ作を完成しᥦ出する。作ရについてのコメント㻛
ディスカッ䝅䝵ン。

㼂i㼟㼡㼍㼘アートについて
㻼㼂㚷㈹やデ䝄インの౛をほて、音楽や㼂i㼟㼡㼍㼘アートについての
ディスカ䝅䝵ンします。

テーマ 授業内容

明かり・ගについて
ගのᛶ㉁の㐪いに䜘るテクス䝏ャーを体験。㟼Ṇ画をᐊ内ග・ኴ
㝧ග・スタジオライトで᧜ᙳする。

㻼h㼛t㼛㼟h㼛㼜の基ᮏ᧯作
C㻰ジャ䜿ットをᛕ㢌に᧜ᙳした㟼Ṇ画を㻭㼐㼛㼎㼑 㻼h㼛t㼛㼟h㼛㼜にධれ
て明る䛥やⰍのㄪᩚを体験する。

C㻰ジャ䜿ットไ作䠍䚷 ෗┿⣲ᮦを㞟め㻼h㼛t㼛㼟h㼛㼜でC㻰ジャ䜿ットサイズにຍᕤ・合成。

担当講師

ዉⰋ部໶平

科目概要

科目名 科目区分

㼂㻶演習



学期

春 講⩏

1クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

2クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

学期末試験評価方法

コミ䝳ニ䜿ー䝅䝵ンに䛚いて䛄┦ᡭ䛅と䛄⮬分䛅と䛄出᮶஦䛅にᑐしての理解とẼ௜きを評価します䚷出
席・➹グ試験をඖにุ᩿するが、コミ䝳ニ䜿ー䝅䝵ンやマナーの講⩏のⅭ、授業ែ度を㔜どする。

確認テスト 授業の理解（マナー）・ᡭ⣬の書き方

音楽総合アカデミー学科

コミ䝳ニ䜿ー䝅䝵ンマナー⑤ 日ᮏேの基ᮏⓗ♩⩏作法のṔྐと⌧ᅾのマナー⑤

コミ䝳ニ䜿ー䝅䝵ンマナー䐤 日ᮏேの基ᮏⓗ♩⩏作法のṔྐと⌧ᅾのマナー䐤

コミ䝳ニ䜿ー䝅䝵ンマナー䐥 日ᮏேの基ᮏⓗ♩⩏作法のṔྐと⌧ᅾのマナー䐥

コミ䝳ニ䜿ー䝅䝵ンマナー② 日ᮏேの基ᮏⓗ♩⩏作法のṔྐと⌧ᅾのマナー②

コミ䝳ニ䜿ー䝅䝵ンマナー③ 日ᮏேの基ᮏⓗ♩⩏作法のṔྐと⌧ᅾのマナー③

コミ䝳ニ䜿ー䝅䝵ンマナー④

ே≀ ┦ᡭと⮬分の㛫に䛒る䛂㊥㞳䛃を確認します（♩൤）

ே≀ 㼀㻼㻻と⮬分らし䛥を෌認㆑します（♩൤）

日ᮏேの基ᮏⓗ♩⩏作法のṔྐと⌧ᅾのマナー④

クォーター末試験評価方法

♫会に䛚ける♩൤正し䛥の理解度、⮬ᕫ≉ᚩをᩥ❶で表⌧が出᮶ているかを評価します䚷出席・
➹グ試験をඖにุ᩿するが、コミ䝳ニ䜿ー䝅䝵ンやマナーの講⩏のⅭ、授業ែ度を㔜どする。

テーマ 授業内容

コミ䝳ニ䜿ー䝅䝵ンマナー① 日ᮏேの基ᮏⓗ♩⩏作法のṔྐと⌧ᅾのマナー①

♫会⏕ά、ᑵ⫋、䝥ライベートに䛚いても大ษな䛂コミ䝳ニ䜿ー䝅䝵ン⬟ຊ䛃䚷この科目では௒まで
の⮬分⮬㌟のコミ䝳ニ䜿ー䝅䝵ンのパターンのを▱り、㌟㏆なコミ䝳ニ䜿ー䝅䝵ンをは䛨め、ᑵ⫋、
♫会⏕άに䛚けるコミ䝳ニ䜿ー䝅䝵ンス䜻ルの習ᚓします。また、全⯡にΏり䛂✚ᴟⓗコミ䝳ニ䜿ー
䝅䝵ン䛃を学びます。

到達目標
基ᮏⓗなコミ䝳ニ䜿ー䝅䝵ンを⧞り㏉し行い、等㌟大でス䜻ルを使える䜘䛖になる஦に取り組みま
す。

授業計画

確認テスト
コミ䝳ニ䜿ー䝅䝵ンの概ㄽの理解、⮬分⮬㌟を㋃まえ⮬ᕫ䠬䠮ᩥを
作成します

オリ䜶ンテー䝅䝵ン・⮬ᕫ⤂௓ 学期全体での内容ᢕᥱオリ䜶ンテー䝅䝵ンです

テーマ 授業内容

コミ䝳ニ䜿ー䝅䝵ンのὶれ コミ䝳ニ䜿ー䝅䝵ンのὶれのᢕᥱ䚷・䚷ヰす演習

ヰす① 書き出す䚷まとめる䚷・䚷ヰす演習

価್ほ
ዲきなᮏ、ᫎ画、ேな䛹から、⮬分が大ษにしていきたい価್ほ
を明らかにします

担当講師

ᆏᮏᾈᚿ

科目概要

科目名 科目区分

コミ䝳ニ䜿ー䝅䝵ン演習Ⅰ 実



学期

⛅ 講⩏

3クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

4クォーター

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

科目概要

音楽総合アカデミー学科
担当講師

ᆏᮏᾈᚿ

科目名

コミ䝳ニ䜿ー䝅䝵ン演習䊡

科目区分

♫会⏕ά、ᑵ⫋、䝥ライベートに䛚いても大ษな䛂コミ䝳ニ䜿ー䝅䝵ン⬟ຊ䛃䚷この科目では௒まで
の⮬分⮬㌟のコミ䝳ニ䜿ー䝅䝵ンのパターンのを▱り、㌟㏆なコミ䝳ニ䜿ー䝅䝵ンをは䛨め、ᑵ⫋、
♫会⏕άに䛚けるコミ䝳ニ䜿ー䝅䝵ンス䜻ルの習ᚓします。また、全⯡にΏり䛂✚ᴟⓗコミ䝳ニ䜿ー
䝅䝵ン䛃を学びます。

到達目標
䛂⮬分䛃のᅾり方に䜘る、コミ䝳ニ䜿ー䝅䝵ンのパターンにẼづき、それらを㋃まえながら、ス䜻ルを
演習し㌟につけます。また、ᑗ᮶像をල体ⓗに表せる䜘䛖なၥにᣮᡓします。

授業計画
テーマ 授業内容

オリ䜶ンテー䝅䝵ン
ල体ⓗ。ຠᯝⓗなコミ䝳ニ䜿ー䝅䝵ンの方法について䠍学期で学
䜣でいく஦の概要をఏえます

⫈く（䠍） ⮬分達がᬑẁ䛹の䜘䛖な⫈き方をしているかを明らかにします。

⫈く（䠎） 䜘り῝く䛂⫈く䛃とい䛖஦を学びます

ᛂ⟅ ᛂ⟅の方法を学びます

㉁ၥ ㉁ၥの✀㢮。ຠᯝⓗな㉁ၥについて学びます

䜿ーススタディ 䛂⫈く䛃䛂ᛂ⟅する䛃䛂㉁ၥする䛃の演習です

確認テスト 授業の理解

クォーター末試験評価方法

䛄ሙの作り方䛅䛄⫈き方䛅等ල体ⓗᡭ法の理解、マナーの実㊶等䚷評価します䚷出席・➹グ試験を
ඖにุ᩿するが、コミ䝳ニ䜿ー䝅䝵ンやマナーの講⩏のⅭ、授業ែ度を㔜どする。

テーマ 授業内容

コミ䝳ニ䜿ー䝅䝵ンኻᩋの᫬のᑐᛂ① コミ䝳ニ䜿ー䝅䝵ンが䛖まくいかなかった᫬のᑐฎ法①

コミ䝳ニ䜿ー䝅䝵ンኻᩋの᫬のᑐᛂ② コミ䝳ニ䜿ー䝅䝵ンが䛖まくいかなかった᫬のᑐฎ法②

どⅬや❧ሙ
ゝわれた஦や、㉳こってしまった஦をᵝ䚻などⅬからᤊえることを
学びます

௒まで学䜣できた䛄コミ䝳ニ䜿ー䝅䝵ン䛅を㏻して、⮬分をఏえる஦やᑗ᮶像の表⌧（⮬ᕫ䠬䠮ᩥ）を
評価します。䚷出席・➹グ試験をඖにุ᩿するが、コミ䝳ニ䜿ー䝅䝵ンやマナーの講⩏のⅭ、授業
ែ度を㔜どする。

ᑗ᮶像をᥥく・行動計画
価್ほ、⬟ຊをព㆑しながら、⮬分のᑗ᮶像をᥥきます。ᥥいた
ᑗ᮶像を実⌧するⅭの行動計画を作成します

行動計画を作る ᥥいたᑗ᮶像を実⌧するⅭの行動計画を作成します

コミ䝳ニ䜿ー䝅䝵ンまとめ② 全体㏻して学䜣䛰஦のまとめ

コミ䝳ニ䜿ー䝅䝵ンまとめ③ 全体㏻して学䜣䛰஦のまとめ

確認テスト 授業の確認・⮬分のスタンスの確認

学期末試験評価方法

実
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